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１．はじめに

　一般にデザインは，いわゆるセンスの問題として属人的

に取扱われることが多い．しかしながら，人が製品から受

けている印象には，その力学的合理性など，客観的に説明

できるものも多い．すなわち，人の感性的側面と物理的現

象の客観的側面との接点を明らかにすることが，新たなデ

ザイン方法論の展開の鍵となる．

　本研究では，製品の形状から印象が形成される過程にお

いて，その製品内部の力学的負荷の空間的分布のパターン

が人には力学的表情として認知されているとの仮説をた

て，そのメカニズムについて考察する．

２．背　　景

２.１　人工物に対する感性的側面

　工業製品に関する感性的側面の重要性は，機械工学関連

分野では 1980 年代後半の「感性工学」(1）の提唱によって

広く認識されるようになった．この時代的背景には，工業

製品の設計・生産における解析技術や生産技術などの技術

水準の向上によって製品の必要機能が比較的容易に満た

されるようになり，製品に求められる価値が，機能性だけ

ではなく，楽しさや快適さなどの付加的なものにシフト

されてきたことがあげられる（2）．また 2000 年代後半には

主にコンピュータ関連技術，情報通信技術の高度化によっ

て，感性的側面に対するさらに多様な工学的アプローチが

展開されるようになっている（3）． 

　一方，土木工学分野においても，公共の利用の対象とな

る橋梁構造物の設計では，美観などの感覚的な側面を社会

的価値として考慮しなければならないという指摘が 1980

年代前半に多くみられる (4)(5)．これらの指摘は新たな観点

からというよりは，古くから「橋梁美学」(6) として意識さ

れていたものが，我が国の高度成長期における経済的な要

請によりあまり考慮されていなかったことへの反省に基

づくものであるといえる．

　このような背景のもと，著者らは，工学的設計におけ

る感性的側面に対する興味から，主に橋梁構造物をとり

あげ，その形態と印象の関連を設計支援に用いるアプロー

チ (7) を示してきた．橋梁構造物は，特に大支間の場合に

は機能を満たす構造がそのまま形態として表れ，装飾的な

要素は設けられないことが特徴である．すなわち機能と形

態は不可分な関係にある．また，対象物を属性と属性値と

いった還元主義的なとらえ方だけではなく，巨視的にと

らえる必要を指摘し，橋梁構造物と印象との関連付けを，

階層型ニューラルネットワークを用いた誤差逆伝播法に

よって行うことを試みている (8)．

２.２　形態に対する印象形容と力学的要因

　人が物を見た際に感じる印象は，それまでに経験した直

接的感覚，たとえば火や赤熱している物に対する熱さなど

に密接に関連している．このような感覚との関連付けは，

色彩に対しては，暖色・寒色などの表現にあるようにすで

に確立されている．

　一方で，構造物設計の文脈において語られる力学的要因
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については，たとえば，

「（美しいと評価される橋梁に対して）構造形式の力学的

性質と，材料の性質をよく理解し，力の流れを把握して，

橋梁構造物の中で，強さを強調する部分と繊細な感じを

表現する部分とを巧みに組合せ，単純明快な形態にまと

めている」(9)．

「橋梁各部分が協力して外力に抵抗するように力学及び

構造的に周到に検討され，過不足のない最適な経済構成

をされた橋梁では各部分が緊張して働いている．外観的

には静態でも，内部では寸分の隙もなく外力に抵抗して

いるわけで，劇的な力の緊張を内在して形態化されると

ころに力動的な機能美が出現する．（中略）つまり機能

美とは，力学理論に従って合理的に検討された，バラン

スのとれた緊張感に満ちた構造に内在する美しさであ

る」(10)．

のように直観的に述べられており，このような記述を直接

に解釈して新たなデザインの指針とすることは困難であ

るように思われる．本研究の目的のひとつには，形態と印

象との間に力学的要因を中間的媒介として位置付けるこ

とで，それらの関連を再解釈することにある．

　構造物の形態と印象の定量的な関連付けの試みのひと

つとして，はり構造やトラス構造について，力学的素養の

ない者を対象に，アンケートにより「安心」や「不安」を

調べたものがある (11)．ここでは，はり構造の支点の位置

をパラメータとして構造内部に蓄える力学的エネルギー

（ひずみエネルギー）に基づいた最適解と安心感との関連

が考察されているが，それらはともに一次元の指標として

扱われており，明確な関連付けには至っていない．しかし

ながら，この例は，形態に対する印象の説明に力学的要因

を用いた先駆的な先行研究として興味深い．

３.力学的表情

３．１　形状と印象（書体の場合）

　一般に印刷物や看板，公共サインにおける書体の選択に

は，細心の注意が払われている．公共サインの場合には読

みやすさが最優先されるが，ブランドのロゴなどでは，そ

のブランドが演出しようとする高級感などの印象の伝達

に書体が重要な役割を担っている (12)．ただし，それぞれ

の書体が与えるとされている印象は，幾何学的な説明が援

用されてはいるものの，多くの場合はデザイナの感性に基

づき説明されている．

　著者らは，書体形状の印象に「力強い」などの力学的形

容がみられることから，印象に影響を与える要因として力

学的負荷に注目し，その関連を定量的に示そうと試みた
(13)．図１は，仮想的な重力場に文字を配置することを仮

定し，その文字形状内部に生じる相当応力のばらつきの程

度によって印象形容語を整理した例である．この結果から

は，物体が視覚のみによって提示されていても，その物体

の力学的負荷が人には心象的に見えているのではないか

という仮説が得られる．しかしながらこの考察では，力学

的負荷を平均や分散といった少数の代表値に落し込んで

おり，十分な考察は行えていない．

３.２　物理的現象に対する「表情」

　表情とは「顔や身振りに表れた内部の感情・気分など」
(14) と説明されている．したがって，その第一の意味では

感情をもたない無生物は表情を持つことはない．しかしな

がら，「街の表情」，「空の表情」といった表現 (15) にみら

れるように，本来，感情を持たないものに対しても人は表

情を認識し得ることがわかる．

　物理的現象に対する「表情」の表現の代表的な例は，景

観工学の分野でみられる (16)．水辺景観設計でデザイナに

よって定性的に考慮されてきた水面表情，流水表情，落水

表情などに対し，それらが水理構造物による渦からつくら

れている物理的現象であることに着目し，数値流体力学

とコンピュータグラフィックスの融合によるシミュレー

ションによって水理学的な側面から「ながれの表情」に

アプローチしようとする試みがみられる (17)．このような

Analysis by Synthesis 型のアプローチがとられていること

からも，物理的現象であるはずの渦や水流を景観デザイナ

の感じている「ながれの表情」に関連付けることの困難さ

が示唆されている．

３.３ 力学的表情の概念

　図 2 は，前出の長谷川の論文 (11) によって「安心」，「不

安」とされたはり構造の支点位置を参考に，著者がはり構

造内部の力学的負荷として相当応力の大きさを濃淡で表

したものである．これらのはり構造には自重のみが作用し

ている．もちろん，このような濃淡パターンは通常視覚的

に認識できるものではないが，2.2 節で引用したような「力

の流れ」などの観点からは把握されている可能性がある．

たとえば「安心」とされたはり構造 (a) では，力学的負荷

の高い部分がはり構造内部で 2つの支点を結ぶようなアー

チ状のパターンを形成しており，逆に「不安」とされたは

り構造 (b) では，はり構造 (a) のような明確なパターンは

みられない．また，図３に示したような C 型クランプは，

大きな力で挟み込むという機能的要請に対して，力学的合

理性にかなった形状を持っているように思われ，このよう

な「力の流れ」の明快さから実用的な印象を受ける．

　以上をふまえ，物体形状に対する印象の要因として，物

(a)　最も安心感のある場合

大 ←力学的負荷のばらつき→ 小 

「力強い」「重厚」← 印象 →「上品」「軽快」 

図１ 力学的負荷のばらつきと印象

(b) 最も不安感のある場合

図２　支点位置により変化するはり構造の
力学的負荷の空間的パターン
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体内部の力学的負荷の空間的パターンを仮定し，そのパ

ターンを心象的な「力学的表情」と呼ぶことを提案する．

４．力学的表情を明らかにするための方法論

　物体形状の印象に影響を与える力学的要因として，物体

内部の力学的負荷のパターンに注目し，それを心象的な力

学的表情としてとらえることで，形状と印象の関連が明ら

かにできると考えられる．ただし，従来手法のように力学

的負荷や印象を少数の指標で表現すると，平均化の効果に

よって「強さ」と「繊細さ」のような矛盾する形容は相殺

されてしまい，機能美の解釈にみられるような「強さ」と

「繊細」の両立といった一見矛盾するような形容の説明は

困難となる．この問題に対しては，画像とキャプションを

学習データとして特徴量抽出の前処理なしに与えること

ができるとされる深層学習的アプローチ (18) の利用が有効

であると考えている．この手法では，画像の識別に対する

階層構造が直接的に学習されるため，対象画像の全体と部

分のそれぞれの特徴を相殺することなく，印象形成過程を

表現できる可能性がある．

　一方で，この深層学習的アプローチの成功の鍵は大量の

学習データの存在にある．しかしながら，現実には，ネガ

ティブな印象，たとえば「鈍重」と形容されるようなもの

が敢えてつくられることは少ない．したがって，ネガティ

ブな形容に対する学習データは得ることが難しい．この問

題に対しては，進化計算法による多様な形状生成（19）によっ

て仮想的な感性サンプルを生成することで解決できると

考えられる．感性サンプルの提示にあたっては，図４のよ

うなコンピュータグラフィックスによるものだけではな

く，３次元プリンタで作成される実物大模型によるものも

検討する必要がある．

　力学的負荷については，構造設計においてよく参照され

る指標値である相当応力，ひずみエネルギー，主応力など

のいずれが空間的パターンの表現として適切なのかを明

らかにする必要がある．なかでも，物体内部の各部分にお

いて引張および圧縮応力が最も大きくなる方向とその大

きさを示す主応力は，機械設計の文脈において力の流れと

して解釈されることも多い．どのような力学的負荷の空間

的パターンが心象的に想起されているかについては，力学

的素養のない者，初学者，実務者の描くスケッチとの対比

を通じて明らかにできると考えている．

５．おわりに

　物体の形態や形状と印象との中間的媒介として力学的

要因に注目し，人には物体内部の力学的負荷の空間的パ

ターンが心象的に力学的表情として想起されている可能

性を指摘した．また，それを明らかにしていくための方法

論について述べた．ここに示した方法論によって得られる

形態や形状と印象との関連付け（印象形成過程モデル）は，

これまでのデザイン方法論において述べられていた直観

的知識の客観的な再認識につながると考えられる．さらに

は，属人性をある程度排除した印象形成過程モデルと，優

れたデザイン実務者による印象形成過程とを対比するこ

とで，創造的行為に必要な本質的属人性を明らかにできる

と考えている．
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１．はじめに

金属材料は焼入れや焼戻しをはじめ，さまざまな熱処理

によって，合金組成をそのままにして機械的性質を変化ま

たは向上させることができる。鋼は熱処理が施される材料

の代表的なものである。加熱には電気炉，バーナー，高周

波誘導加熱などの方法が用いられるが，全体を加熱するか

局所的に加熱するかによっても，その加熱方法は異なる。

一方，冷却過程も炉内での徐冷，空中放冷，水その他の冷

媒による冷却など，金属材料の性質を制御するのに適した

方法が採用される。

熱処理において重要なポイントは，金属材料の冷却過程

の制御である。空中放冷では，金属材料はほぼニュートン

冷却になるが，冷媒中での冷却過程は単純ではない。金属

材料の冷却開始時の温度が冷媒の沸点以上であれば，冷却

開始直後では冷媒の沸騰を伴い，気液二相状態下での冷却

になり，金属材料が冷媒の沸点以下の温度に低下すれば，

液体単相下での冷却になるので，高温からの冷却曲線はニ

ュートン冷却のようにはならなくなる。冷却過程の急変，

あるいは急変するときの金属材料の温度が熱処理後の品

質に大きな影響を及ぼす。鋼の焼入れにおいては，オース

テナイト組織の高温状態からマルテンサイト変態開始温

度（Ms 点）までの臨界区域では均一に急冷し，マルテン

サイト変態が終了する温度（Mf 点）までの危険区域（Ms
点～ Mf 点の温度域）はゆっくりと冷却するのが望ましい（1，

2）とされている。

冷却剤として液体を用いる場合，鋼の焼入れでは 800℃
以上の高温から冷却剤で冷却するが，焼入れ当初は液体が

沸騰して蒸気膜で覆われる。この段階を「蒸気膜段階」と

言い，蒸気層（気相）が断熱の働きを示してこの段階での
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冷却は緩やかである。鋼の温度が低下していくにしたがっ

て，蒸気膜が崩壊し，鋼と液体が接触する部分で蒸気泡が

発生（遷移沸騰から核沸騰へ移行）する。この段階を「沸

騰段階」と言い，液体が蒸発するための潜熱分が鋼から奪

われるので温度降下が急速に進む。鋼の温度がさらに降下

すると沸騰が収まって，対流と熱伝導による冷却となり，

鋼の温度降下は緩やかになる。したがって，冷却剤として

は，Ms 点までは急速冷却，Ms 点以下では低速冷却とな

るものが要求される。

また，熱処理現場では，経費節減のため，冷却剤は繰り

返し使用される。使用回数の増大に伴い，熱処理材からの

酸化物の離脱，冷却剤の加熱・冷却の繰り返しにより，冷

却特性に変化を生じて冷却剤としての特性を維持できな

くなって，新品への交換が必要になる。その交換のタイミ

ングは熱処理技術者の経験に頼っているのが現状である。

なお，熱処理冷却剤の冷却特性を調べる規格として，JIS 
K 2242（3），ISO　9950（4），ASTM　D6200（5），その後制定

された ASTM　D6482（6）と D6549（7）等があるが，劣化の

判断基準までは規定されていない。

このような現状を鑑みて有本は，回転アームの先端に取

り付けられ，中心部に素線径 0.25 ㎜の K 型熱電対を埋め

込んだ直径４㎜のインコネル 600 の球体を，およそ 800℃
に加熱した後に所定のプローブ回転移動周速度で冷却剤

に浸漬して温度履歴を測定し，温度履歴から冷却特性（蒸

気膜段階から沸騰段階へ変化する温度（特性温度），臨界

区域や危険区域での冷却速度など）を調べる試験システム

を試作した（8）。この試験システムは，俵の試験システム（9）

のコンセプトに則ったものである。熱処理現場での使用を

意識して，冷却曲線から冷却速度や熱伝達率などを計算，

図示化する機能を有し，装置もコンパクト化しているが，

最適プローブ回転移動周速度など，熱処理冷却剤の冷却特

性を評価するに当たっての最適試験条件の確立までには

至っていない。

そこで本研究では，有本の試作試験システムの有効性や

問題点等を調査し，熱処理冷却剤の冷却特性を調べるのに

最適な試験条件を明らかにするための知見を得ることを

目的とする。特に，球プローブの集中熱容量近似の妥当性，

プローブの冷却過程に大きな影響を及ぼす，ステッピング

モータを用いた回転アームの回転ムラ，プローブ回転移動

周速度（回転移動周速度が大きいとアームが停止してから

の冷却が支配的となり，プローブが移動中に冷却剤温度ま

で降下するという俵のコンセプトから大きく逸脱する。）

の影響などについて明らかにする。さらに，熱処理冷却剤

の一つであるポリマー水溶液の新品と劣化剤の冷却特性

から新品と劣化剤の相異点を明らかにし，交換のタイミン

グを判断するため知見を得ることをも目的とする。

２．実験装置および実験方法

２.１　実験装置の概要

　実験装置の概略を Fig. 1 に示す。ハロゲンヒーターで直

径４㎜のインコネル 600 製プローブを加熱し，800℃に達

するとステッピングモータを作動させ，アーム回転中心

からプローブ中心までの距離が 100 ㎜のアームが回転する

ことでプローブが熱処理冷却剤に浸漬されて冷却される。

プローブの温度は K 型シース熱電対（シース外径 0.25
㎜，応答時間４ms）で測定（サンプリング周期 10ms）し，

Excel ファイルに記録した．試験システムの制御は日本ナ

ショナルインスツルメンツ社製 LabVIEW で行った．ステ

ッピングモータは Sparkfun 製 ROB － 09238 で，ステップ

角が 1.8 度±５%，１回転あたりのステップ数が 200 であ

る。試料冷却液体には大同化学工業（株）製ポリマー水溶

液（ソリュブルクエンチ TY － 300A，濃度５，8.7，10，
15 および 30vol.% と DS － N，濃度５および 7.8vol.%）を

用いた。

２.２　回転アームの回転ムラ

　回転アームはステッピングモータで回転させているが，

モータの回転角度分解能や冷却剤による流体抵抗，蒸気膜

の崩壊時の生じる蒸気泡や周囲冷媒の流動などでアーム

の回転に影響が出る。そこで，設定回転周速度に対する実

際のアーム回転周速度の変動について調べた。Fig. 2 に示

すように，ハイスピードカメラで撮影した映像を等時間間

隔で区切り，そのときのプローブの回転角度を測定した。

次に，Fig. ３に示すように，t0，t1，t2，…の各時刻におけ

るアームの回転角 θ(t0) ，θ(t1) ，θ(t2) ，…から，アームの

回転角度ごとの実際の速度（Vi）を式（1）で求め，設定

速度（V0）との誤差率を式（2）で計算した。

Temperature Measurement
Probe for Quenchant

K-Type Thermocouples
Stepping Motor

Top View

Front View

Arm

Twin Halogen
Lump Heater Inconel 600 Probe

Quenchant

CCD Video Camera

137°
PC ( Lab VIEW

Measurement &
Control System )

研究紀要 島岡 新Fig. 1

Fig.1　Outline of test system for quenching power of quenchant.

Fig.2　Time change in the rotational angle of rotating arm.
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　計算結果を Fig. 4 に示すが，設定速度を増大させてもア

ームの回転速度の変動が大きいことがわかった。使用した

モータ の 1 回転あたりのステップ数が 200 であり，角度

分解能が低いことが原因の一つと考えられる。また，ハイ

スピードカメラで観察した結果，プローブの先端が着水時

に，流体抵抗によりアームの回転がわずかに遅くなってい

て，それは設定周速度が低いほど顕著であった。以上のこ

とから，現状のステッピングモータのトルクと回転角分解

能が低すぎることが明らかとなり，高トルク，高分解能の

サーボモータへの変更を検討しているところである。

２.３　金属球プローブの集中熱容量近似の妥当性

　直径４㎜の金属球プローブ材として，ISO 9950（4）でも

使用されていて Ni 基超耐熱合金の一種であるインコネル

600 を採用した。インコネル 600 の化学組成を Table 1 に

示す（10）。俵はアルメルとクロメルの半球を溶接し，それ

ぞれの半球面にアルメル線とクロメル線を溶接して温度

プローブとしているが（9），本研究でのプローブは Fig. 5 に

示すように，球の中心部までK型シース熱電対を埋め込み，

熱電対から球が脱落しないようにかしめている。このかし

めた部分が浸漬冷却時の蒸気膜崩壊のトリガとなりやす

いが，蒸気膜崩壊過程の詳細な観察ができていない。

　俵は球プローブ表面とアルメル線，クロメル線の接点の

温度差を無くすために，熱伝導率が大きい銅球を用いよう

としたが，正確な温度測定が困難であったと記している（9）。

本研究ではプローブにインコネル 600 を採用したが，プロ

ーブ表面温度と熱電対先端（プローブ球中心部）の温度差

はできるだけないことが望ましい。インコネル 600 球を表

面と中心部の温度差が無視できる集中熱容量近似の妥当

性を検証する。

　俵は集中熱容量近似によって冷却速度等を求めている

が，油類の最大冷却速度はおよそ 1000K・s －１で前後あっ

た（9）。インコネル球の体積を V，密度をρ，定圧比熱を

Cp，表面積を S，球表面熱伝達率を h，球表面温度を TS，

周囲液体温度を T ∞，平均冷却速度を T とすると，エネル

ギバランスから，

( )         (3) p SC V T h S T Tρ ∞⋅ ⋅ ⋅ = ⋅ ⋅ −

 したがって，球の半径を R とすると，熱伝達率は以下の

ように求まる。

( )
                      (4) 
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-3=8470 kg m  (at R. T.) ρ ⋅　　 (11)，

-14 -1595 J kg K  (at 973 K)pC = ⋅ ⋅
-14 -1595 J kg K  (at 973 K)pC = ⋅ ⋅ (11)，TS=973K，T ∞ =303K，R ＝ 0.002m， T =1000K・s-1  

を式（4）に代入すると，h ≒ 4900W・m-2
・Ｋと求まる。イ

ンコネル 600 の熱伝導率が -1 -1 = 25.7 W m K  (at 973 K)λ ⋅ ⋅  
(11) であるから，Biot 数，Bi は

4990 0.002  0.388               (5)
25.7

h RBi
λ
⋅ ×

= = ≅

となる。本試験システムの温度データサンプリング周期が

0.01 s であることから，時間 t = 0.01 s 間のインコネル球の

表面と中心の温度差をハイスラー線図 (12) から求めてみる。

m=λ/(h･R)=1/Bi=1/0.388=2.58 ，Fourier 数，Fo=λ･t/(ρ・Cp・

R2)=25.7 × 0.01/(8470 × 595 × 0.0022) ＝ 0.0128 より，同

線図から (TC－T∞ )/(TS－T∞ )( ) ( ) 0.99C ST T T T∞ ∞− − ≅ 0.99 と読み取れる。ここで，

Fig.4　Difference of rotational velocity from landing point on the 
quenchant surface.

Fig.5　Fixed to the embedding of the sheathed K type 
thermocouple to inconel 600 small ball.

Fig.3　Schematic illustration of the rotating angle of the arm.

 

 

Table 1   The chemical component of Nickel-based super alloy 
“ inconel 600”.

Element Ni Cr Fe Mn Si C 

Content  wt% 76.0 15.5 8.0 0.5 0.2 0.08

       New              Black oxide film 

-1
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TC はインコネル球中心の温度である。これより，TC=T ∞

+0.99 × (TS－T ∞ ) ＝ 303 ＋ 0.99 ×（973 ＋ 303）＝ 966.3
（K），すなわち，表面と中心の温度差は TS－TC ＝ 973 －

966.3 ＝ 6.7（K）となる。インコネル球表面と中心の温度

測定点との温度ギャップが数 K 存在することになり，集

中熱容量近似の適用には問題があるが，温度降下と共にそ

のギャップは小さくなっていくことから，本研究ではイン

コネル球内部の温度分布は無視して以後のデータ処理を

行うこととした。

３.　実験結果と考察

３.１　温度測定の繰り返し性

　本試験システムで得られるインコネル 600 球プローブの

温度履歴，すなわち，冷却曲線は Fig. 6 に 示すようなも

のである。プローブが所定の温度に達した後にアームが回

転するが，冷却剤に突入するまでは空気中での強制対流熱

伝達で冷却され，その冷却速度は極めて小さい。冷却剤に

突入すると球周りに蒸気膜が形成され，強制対流沸騰熱伝

達によって冷却される。温度が低下すると蒸気膜は崩壊す

るようになり，強制対流熱伝達によって冷却が促進され

る。蒸気膜の崩壊が温度に依存するのか，球プローブのど

こかで何らかのトリガで先行崩壊しているのかの判断が，

プローブ周りの沸騰状況の観察も含めて難しく，今後の検

討課題としたい。また，膜沸騰状態から強制対流への移行

段階である遷移沸騰領域の判断も難しいので，本研究では

沸騰現象に関する議論は行わないこととする。

　本試験システムにおいて重要なことは，冷却曲線の繰り

返し特性が優れていることである。インコネル 600 プロー

ブは 800℃以上に加熱されるため，表面には酸化被膜が形

成され，Fig. 5 に示したように，当初は白銀色であったも

のが黒色に変色している。加熱，冷却の都度，この酸化被

膜を除去することは極めて困難であるので，酸化被膜が形

成された状態でも冷却曲線に顕著な違いが認められなけ

れば良い。Fig. 7 に TY － 300A，濃度 8.7vol.% と 30vol.%
溶液で冷却実験を行った結果を示す。それぞれ 5 回繰り返

したが，初期温度に若干違いがあり，冷却曲線が時間軸上

を左右にずれているものの，プローブ回転周速度の大小に

関係なく，ほとんど同様の冷却曲線を示しており，本試験

システムの繰り返し特性は良好であること，また，加熱に

よるインコネル 600 球の酸化被膜は繰り返し特性に悪影響

を与えないことが確認できた。

３.２　冷却曲線に及ぼすポリマー水溶液の濃度依存性

　Fig. 7 ではポリマー水溶液の濃度が異なっているが，プ

ローブ回転移動周速度も異なっている。プローブ回転移

動周速度が速いほど，強制対流の効果によってプローブ

の冷却は速くなる。Fig. 8 に，冷却 曲線に及ぼす TY －

300A の濃度依存性を示す。本試験システムでは，アーム

が 137deg 回転すると停止するように設定しているので，

プローブの回転移動周速度が 70mm・s －１の場合，約 7.7s
後には停止することになる。Fig. 8 から，30vol.% 溶液の

場合は，アームが停止した段階でプローブの温度は 400℃
程度までにしか降下しておらず，また，アーム停止後に冷
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Fig.6　Film boiling and forced convection regions in cooling 
curve.

Fig.7　Good repeatability on cooling curves of this test system.

Fig.8　Cooling curves of the inconel 600 ball in TY-300A 
solutions.
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却の変曲点が認められ，蒸気膜が崩壊していることがわか

る。これは，プローブが回転移動中に液温レベルまで温度

を低下させるという俵のコンセプト (9) から外れる。した

がって，俵のコンセプトから外れないためのプローブ回転

移動周速度の設定が必要になる。ちなみに，プローブ移動

中に液温レベルまで低下するように，プローブ回転移動周

速度を 27mm・s －１にした場合は，蒸気膜段階での冷却曲線

に大きな変化はないが，蒸気膜崩壊温度が低下している。

熱処理冷却剤の冷却特性としては，蒸気膜崩壊温度，マル

テンサイト変態領域の冷却速度などが重要になるので，プ

ローブ回転移動周速度は極めて重要な試験パラメータと

なる。

　15vol.% 以下の濃度の溶液では，冷却曲線だけでは濃度

の依存性が明確にはわからないので，最大冷却速度（温度

データサンプリング周期 10ms 間の温度差の最大値）で比

較してみた。それぞれの濃度において５回の測定結果を

Fig. 9 に示す 。濃度が 8.7vol.% と 10vol.% で冷却速度に逆

転が見られるが，最大冷却速度の濃度依存性は明確で，濃

度の増大と共に最大冷却速度が直線的に低下することが

わかった。プローブ回転移動周速度が 70mm・s －１でも同

様の傾向が認められた。

３.３　ポリマー水溶液の特性温度

　熱処理冷却剤の冷却性能を示す尺度の一つとして特性

温度がある。JIS K 2242（3）では，膜沸騰領域から核沸騰域

への遷移温度を特性温度としており，Fig. 10に示すように，

膜 沸騰域での接線 A と核沸騰域の接線 B の交差点 C の温

度を特性温度として検出する方法（接線交差法）を規定し

ている。図式検出法であり，人為誤差が生ずる方法で，か

つまた，蒸気膜崩壊温度と厳密に一致するとも限らない点

で一考の余地があるが，簡便な方法である。なお，考えら

れるいくつかの接線を引いて求めた特性温度の変化は±

５℃以内であった。この接線交差法によって求めた特性温

度の濃度依存性を Fig. 11 に示す 。プローブ回転移動周速

度が 50mm・s －１では，濃度が 15vol.% 以下において，濃度

の増大と共に特性温度が上昇している。ところが 70 mm・s

－１では，50mm・s －１より特性温度が高くなっているが，濃

度依存性は認められない。プローブ回転移動周速度が速い

と，強制対流によって蒸気膜が崩壊しやすくなっているも

のと考えられる。濃度が 30vol.% では特性温度は極端に低

下していて，50mm・s －１では特性温度のばらつきが大きい。

70mm・s －１では前述したように，プローブの冷却が遅く，

アームが停止した後に蒸気膜が崩壊していることから，対

流の影響が少なかったために特性温度のばらつきが少な

かったものと考えられる。一方，50mm・s －１では，対流の

効果が 70mm・s －１より小さく，プローブの冷却が遅れる

と考えられるが，アームの停止前に蒸気膜が崩壊したと思

われる冷却パターンもあり，特性温度のばらつきが大きか

ったものと考えられる。

３.４　ポリマー水溶液冷却性能の特性温度からの推定

　熱処理冷却剤はその冷却性能が維持できている限り繰

り返し使用される。熱処理の都度，熱処理製品に付着した

Fig.9　Maximum cooling rates of the inconel 600 probe in the 
polymer solution TY-300A.

Fig.10　Characteristic temperature detection method by the 
crossover method using two tangent lines in JIS K 2242.

Fig.11　Characteristic temperatures of polymer solution TY-
300A.
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酸化物，作業場内のゴミ等が冷却剤に混入する。また，冷

却剤自体も加熱，冷却を繰り返し，ポリマーや水分の蒸発

などにより所定の濃度を維持できなくなる。したがって，

いずれは熱処理性能を維持するために冷却剤の更新が行

われるが，その更新のタイミングを的確に判定する技術は

確立されていない。

　そこで，比較的簡単に求められる特性温度で冷却剤の劣

化を診断できないかを調べた。その結果を Fig. 12 に示す。

未使用品は無色透明であるが，使用限度に達した劣化品は

薄茶色に変色しており，見た目に違うことは明確である

が，特性温度については，TY － 300A で違いが認められ

るものの，DS － N ではほとんど違いが認められず，特性

温度では劣化診断が可能な溶液と困難な溶液が存在する

ことが明らかとなった。

　また，700℃から 100℃の間で，100℃間隔での平均冷却

速度を求め，未使用品と劣化品を比較した結果，300 ～

200℃において 1 ～ 5% 程度の違いが，DS － N でも認め

られた。熱処理冷却剤のデリケートさを数値化することが

難しかったが，今後の課題としたい。

４．おわりに

　俵の熱処理冷却剤の冷却性能評価試験システムのコン

セプトを踏襲している有本の試験システムおける，インコ

ネル 600 球プローブの集中熱容量近似の妥当性を検討し，

冷却速度が 1000K・s －１程度の場合で，球中心と表面とで

数℃の差が生じることを示した。

　ソリュブルクエンチによる冷却実験から以下のことが

明らかとなった。

（1）プローブ回転移動周速度が速いと，フローブ停止後に

蒸気膜が崩壊してしまい，プローブ移動中に冷却残温度付

近まで冷却させるコンセプトから逸脱するため，冷却剤に

よってプローブ回転移動周速度の適用上限が存在する。

（2）本試験システムによって得られる冷却曲線の繰り返し

特性は良好であり，インコネル 600 球の加熱の繰り返しに

より形成された黒色酸化被膜は冷却特性の評価に影響を

及ぼしていない。

（3）ソリュブルクエンチ TY － 300A について，冷却過程

上の最大冷却速度は濃度が増大するにつれて直線的に低

下した。

（4）冷却曲線から接線交差法によって求めた特性温度は蒸

気膜崩壊温度に想定されるが，ソリュブルクエンチ TY －

300A の濃度が 15vol.% 以下においては，特性温度と濃度

の顕著な依存性は認められなかった。また，特性温度はプ

ローブ回転移動周速度によって変化することがわかった。

（5）本試験システムによる新品と劣化品の冷却剤の識別

は，TY － 300A では特性温度で可能であったが，DS － N
においては，300 ～ 200℃での平均冷却速度で識別可能で

あることがわかった。

　より一定な回転移動周速度を実現するモーター，より集

中熱容量近似が可能な温度プローブへの改良に取り組ん

でおり，熱処理冷却剤の冷却特性のより詳細な把握，蒸気

膜崩壊挙動の観察による伝熱工学的な新たな知見の獲得

などが今後の課題である。

　最後に，本研究は（有）アリモテック代表，有本享三氏

に多大なご助言をいただいた。また，実験においては本校

電子制御工学科卒業研究生，岡本拓実君と田中智士君のご

協力を得た。また，本研究の一部は，平成 28 年度科学研

究費基盤研究（C）16K06139 の補助を受けて行った。以上，

ここに記して深甚の謝意を表する。
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１．緒  論

 　二次元リボン結び目とは四次元ユークリッド空間にお

いて m 個の二次元球面を m － 1 個の二次元円環領域で繋

ぐ事により構成される二次元球面である。自明でない二次

元球面として二次元リボン結び目が発見されて以来、ひと

つの二次元リボン結び目を構成するためにどんな方法が

あるか、更に本質的に何種類の方法があるのか、という問

題に関心がもたれてきた。　　　　　　　　　

　この問題の解決に迫る一つの方法として二次元リボン

結び目 K ２の最小交差数を決定するという方法がある。こ

こで最小交差数とは以下のように決められる二次元リボ

ン結び目の不変量である。

　K ２を構成するための、自明な二次元絡み目と二次元円

環領域との対のことを K ２ のリボン表示という。リボン表

示　ℛ　において、これを構成する円環領域が自明な二次

元絡み目と交差する回数の総数のことを　ℛ　のリボン交

差数といい、cr (ℛ ) で表す。ここで K ２のすべてのリボン

表示を考えたとき、そのリボン交差数の最小数が K ２の最

小交差数である。これは cr ( K ２) で表される。

　二次元リボン結び目に関する最小交差数の概念は［１］ 
において初めて導入された。その後［７］では最小交差数

を評価する方法のひとつが導入され、トーラス結び目のス

パン結び目として構成される二次元リボン結び目はすべ

て最小交差数が決定された。また最小交差数を基準とした

二次元リボン結び目の分類問題に関して言えば、［１］に

おいて、最小交差数が３以下の二次元リボン結び目がす

べて決定され、総数は 17 個であることが示された。また、

それらの最小交差数を実現するリボン表示も示されてい

る。［２］、［３］、では最小交差数が４の二次元リボン結び

目のうち，２ベースリボン表示と３ベースリボン表示が最

小交差数４を実現するもの、即ち「２個の二次元球面を１

個の二次元円環領域で繋ぐ事により構成されるリボン表

示が最小交差数４を実現するもの」と、「３個の二次元球

面を２個の二次元円環領域で繋ぐ事により構成されるリ

ボン表示が最小交差数４を実現するもの」がそれぞれ高々

10 個と 47 個であることが示された。［４］ では、それらを

除き、４ベースリボン表示が最小交差数４を実現するも

の、即ち「４個の二次元球面を３個の二次元円環領域で繋

ぐ事により構成されるリボン表示が交差数４を実現する

 

   
最小交差数４の二次元リボン結び目　Ⅴ

安田　智之

Ribbon  2-knots  with  ribbon  crossing  number  four. Ⅴ .

Tomoyuki  YASUDA

二次元リボン結び目は、m 個の二次元球面からなる自明な二次元絡み目に対して、m － 1個の二次元円環領

域を繋げることによって構成される二次元球面のことで、ここでは四次元ユークリッド空間内でこれを考える。

任意の二次元リボン結び目 K２はこの円環領域の繋ぎ方により結び目型が決定されるが、この繋ぎ方を示すも

のとして K２のリボン表示がある。K２についてのリボン表示は一般に複数存在し、ひとつのリボン表示につい

て、二次元円環領域が自明な二次元絡み目と交差する回数の合計をそのリボン表示のリボン交差数という。また、

K２のすべてのリボン表示を考えたときのリボン交差数の最小数は K２の最小交差数とよばれる。これは二次元

リボン結び目の複雑さをはかる重要な概念であり、［１］で初めて導入された。［１］ においては最小交差数が

３以下の二次元リボン結び目は 17個しか存在しないことが　示され、それぞれに対して最小交差数を実現する

リボン表示が与えられた。続いて［２］、［３］、［４］、［５］においては最小交差数４の二次元リボン結び目が

調べられている。［２］、［３］ではまず「２ベースリボン表示が最小交差数４を実現するもの」が調べられ、続

いて、それらを除き「３ベースリボン表示が最小交差数４を実現するもの」が調べられている。また、［４］で

はそれらを除いた上で、「４ベースリボン表示が最小交差数４を実現するもの」が調べられ、［５］では以上の

先行研究で調べられたものを除き、「５ベースリボン表示が最小交差数４を実現するもの」が調べられた。以上

により最小交差数 4をもつ二次元リボン結び目は高々 112 個しか存在しない事を結論している。しかしその後、

［６］において welded arcs を調べる方法で最小交差数４の二次元リボン結び目が調べられ、新たに６個の存在が

指摘された。その検証を行った結果、更に新たな存在が２個判明したので、今回これらを合わせて報告する。
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もの」が高々 35 個であることが示されている。［５］ では、

以上の 92 個を除き５ベースリボン表示が最小交差数４を

実現するもの、即ち「５個の二次元球面を４個の二次元円

環領域で繋ぐ事により構成されるリボン表示が交差数４

を実現するもの」が高々 21 個あることが示された。そし

て、以上のことから最小交差数４ の二次元リボン結び目

は高々 113 個であることが結論される。ここで［４］の最

初の二次元リボン結び目への番号付を 58 とするところを

57 と誤ったことにより［５］の最後の二次元リボン結び

目の番号が112になっていることに注意する。その後、［６］ 
において welded arcs を調べる方法で最小交差数４の二次

元リボン結び目が調べられ、新たに６個の存在することが

指摘された。その検証を行った結果、更に２個の存在が判

明したので今回これら計８個の二次元リボン結び目の存

在について報告する。これらはすべて４ベースリボン表示

が最小交差数を実現するものである。従って、最小交差数

４をもつ二次元リボン結び目は高々 121 個であることが結

論される。

　本論文では次のことを示す。

補題　最小交差数４の二次元リボン結び目のうち４ベ

ースリボン表示が最小交差数を実現するものは、［２］、

［３］、に掲載されたものを除けば、高々 43 個である。

　　

　これにより、次のことが結論される。

定理　最小交差数が 4 の二次元リボン結び目の総数は

高々 121 個である。

２．準   備

２.１ 定義（［１］）

{ D3
μ ｜ μ = 1, 2, ･･･, m｝を互いに交わらない四次元ユー

クリッド空間 R4
内の三次元球体の族とする。また、∂D3

μ 
= O2

μ とおく。

一方、f rirjr：D2
× I →　R4

（  r = 1, 2, ･･･,  m－1 ;  i r ,  jr= 1, 2, ･･･, m） 
を、像が互いに交わらない埋め込みの族とし、かつ、

次の性質（１）、（２）を満たすものとする。但し D2
は

二次元球体、 I ＝ [0,1] である。

（１）f rirjr（D2
× I ）∩ O2

μ=　　f rirjr（D2
×{0}）（ir=μ）

                 　　　　　   　   { f rirjr（D2
×{1}） （jr=μ）

　　 　φ　　　　（その他）

（２） （∪m-1
 r =1 f rirjr（D2

× I ）） ∩（∪m
μ =1O2

μ）は連結。

　ここで K2
を二次元球面

（∪m
μ =1 O2

μ）∪（∪m-1
 r =1 f rirjr（D2

× I ）　）－ T
○

とする。但し

T =∪m-1
 r =1 f rirjr（D2

× I ）であり T
○

 は T の内部を表す。

この時、 K2
のことを二次元リボン結び目と呼ぶ。

２. ２　定義（[1]）       
　ℴ =∪m

μ =1D2
μ ，ℬ =∪m-1

 r =1 f rirjr（D2
× I ）

とおくとき（ ℴ ，ℬ ）のことを二次元リボン結び目 K2 に
対するｍベースリボン表示（或いは単にリボン表示）と

呼ぶ。また ℴ をベース、 ℬ をバンドと呼ぶ。更に、二次元

リボン結び目 K2
に対するすべてのリボン表示を考えた上

でのベース数の最小数のことを K2
のベース指数と呼び

b （K2
）で表す。このとき K2

は b （K2
）ベース二次元リボ

ン結び目であるという。

２. ３　定義（[1]）

ℓr = f rirjr（{0} × I ）   （ r = 1, 2, ･･･, m－1 ） とおく。但し、

｛0｝は D2
の中心点である。ここで各 ℓr は ℴ に有限個の点

で垂直に交わるとしてよい。これらの点を各 ℓr の方向に

従って a r1，a r2，…，a rsr とし（ ℴ ，ℬ ）のリボン交差と呼ぶ。

但し各 ℓr の方向が O2
i から O2

j へ向かう方向とする。この

時 
n =

m

Σ
r=1

s r をリボン表示のリボン交差数と呼び、（ ℴ，ℬ ） 
は n 交差リボン表示であるという。そうして K2

に対する

総てのリボン表示を考えた上でのリボン交差の最小数の

ことを K2
の最小交差数（或いは単に交差数）と呼び cr（K2

） 
で表す。

２.４　定義

a r1，a r2，…，a rsr に対応して、s r 個の文字からなる語 w r 

をつくる。つくり方は ℓr が D3
μ に点 a rv（ v = 1，2, … ，s r ）

で正の側から交わるとき、w r の v 番目の文字を x μ 、負の

側から交わるときは同様 x-1
μ とする。このようにしてつく

られた語 w 1，w 2 ，…，wm－1 を利用して K2
の結び目群 π 1（R4

－ K2
）の群表示を次の様に構成できる。

（＊1）  [ x μ；μ = 1,2, …, m ｜ x i w r x
-1

j　w-1
r  ;          

r = 1, 2, …，m－1 ]
但し各 x μ は O2

μ のメリディアン生成元とする（［8］）。以

上の様な構成法でリボン表示 （ ℴ ， ℬ ） から得られた群表示

（＊1）のことを  （ ℴ ，ℬ ） に関連したリボン群表示と呼ぶ。

また各 w r のことをこのリボン群表示の語と呼ぶ。一方、

リボン群表示（＊1）からは、逆の手順でリボン表示 （ ℴ　， 
ℬ ）を定められるので  （ ℴ ， ℬ ） のことをリボン群表示（＊1）

に関連したリボン表示と呼ぶ。

３．補題の証明

　最小交差数４のリボン結び目のうち、２ベースリボン表

示と３ベースリボン表示が最小交差数４を実現するもの

を除いた上で、４ベースリボン表示が最小交差数４を実現

するものが［4］で 35 個列挙されている。あと、８個を以

下にあげる。

　次のリボン群表示 G ｊに関連したリボン表示を ℛ ｊと

する。

G ｊ = ［ｘ１，ｘ２ , ｘ３, ｘ４｜ｘ１ w ｊ１ x -1
 ２  w-1

ｊ１ ，
　　　　　　　　　　　　  ｘ１ w ｊ２ x -1 ３ w-1

ｊ２  ，
　　　　　　　　　　　　  ｘ１ w ｊ３ x -1 ４ w-1

ｊ３　］ 
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ここで ｗｊ１，ｗｊ２,　ｗｊ３、は８種の文字

ｘ１, ｘ－１
１，ｘ２，ｘ２

－１，ｘ３，ｘ３
－１, ｘ４，ｘ４

－１，　の

いずれかでつくられる各々 2文字、１文字、１文字、の語

である。ここで８個の文字の優先順位はこの順であるとす

る。ｗｊ１, ｗｊ２ , ｗｊ３, を繋げた４文字の語を辞書式順序

ですべて並べ , ［1］，［2］, ［3］, ［4］ において列挙されたリ

ボン表示と同じ二次元リボン結び目を表すリボン表示を

省くと、下記の 8個が残る。ここにおいて上記の緒論で述

べた誤りを正すため、［4］の最初の語ｗ５７をｗ５８に書き

改め、［4］、［5］、の語の番号を１ずつ後ろにずらす番号付

をしていくと［5］の最後の語がｗ１１３になることに注意

する。今回新たに付け加わる 8個は、つぎの語を関係子と

するリボン群表示に関連するリボン表示をもつ二次元リ

ボン結び目である。

　　ｗ１１４　=　　ｘ 4 ｘ 3　，　ｘ 1　，　ｘ 2 
　　ｗ１１５　=　　ｘ 4 ｘ 3　，　ｘ 1　，　ｘ 2

－１

　　ｗ１１６　=　　ｘ 4 ｘ 3　，　ｘ 1
－１　，ｘ 2

　　ｗ１１７　=　　ｘ 4 ｘ 3　，　ｘ 1
－１　，ｘ 2

－１ 
　　ｗ１１８　=　　ｘ 4

－１ｘ 3　，ｘ 1
－１　，　ｘ 2

－１

　　ｗ１１９　=　　ｘ 4
－１ｘ 3

－１　，ｘ 1　，ｘ 2

　　ｗ１２０　=　　ｘ 4
－１ｘ 3

－１　，ｘ 1　，　ｘ 2
－１ 

　　ｗ１２１　=　　ｘ 4
－１ｘ 3

－１　，ｘ 1
－１，ｘ 2

－１

ここで、各Ｇｊ  に対して［7］における二次元リボン結び

目のアレキサンダー多項式計算法を適用すると容易にリ

ボン表示  ℛｊ の実現する二次元リボン結び目のアレキサン

ダー多項式Δｊ（mod ±ｔα）が次のように求まる。

　　Δ１１４　=　－１＋２ｔ－３ｔ２　＋２ｔ３　－ｔ４

　　Δ１１５　=　－３＋４ｔ－２ｔ２

　　Δ１１６　=　　１－３ｔ＋２ｔ２－２ｔ３＋ｔ４

　　Δ１１７　=　－１＋２ｔ－４ｔ２＋２ｔ３

　　Δ１１８　=　　２－４ｔ＋２ｔ２－ｔ３

　　Δ１１９　=　　１－２ｔ＋２ｔ２－３ｔ３＋ｔ４

　　Δ１２０　=　－２＋４ｔ－３ｔ２

　　Δ１２１　=　－１＋２ｔ－３ｔ２＋２ｔ３－ｔ４

但し ℛ１１４ と ℛ１２１ ，ℛ１１５ と ℛ１２０，ℛ１１６と ℛ１１９，　ℛ

１１７と ℛ１１８はそれぞれ互いに鏡像の関係にある。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（証了）
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１．はじめに

　初期の「バドミントン」の歴史については不明な点が多

い。「インド起源説」と「イングランド起源説」の存在が

示すように、その誕生をめぐっては今なお不明確な記述が

混在する状況が続いている。

　これに対し、バドミントン協会（1893 年）によるルー

ル統一以前に存在した 11 のローカル・ルール（1874 ～

1883 年）を検討した蘭は、1874 年にイングランドで紹

介された「インドのバドミントン・ゲーム（The Game of 
Badminton in India）」がすでにネット型のゲームであり、

サーヴ権（「ハンド」と呼ばれた）を有する側のみ得点が

得られる「サイド・アウト（イニング）制」を採用してい

たこと、また点数の方式がいわゆるラケッツスコアと同様

であることを示し、後のアソシエーション式ルールに継承

される特徴の一部がすでに備わっていたことを明らかに

しているが、ここでも書誌的な誤りが散見される。

　本研究の目的は、これまでほとんど使われてこなかっ

た英国内で発行された新聞記事と広告に着目し、とくに

1874 年の動向を中心に検討することで、英国内における

「バドミントン」の普及に関する新たな知見を得ることに

ある。

２.方法

　本研究では、19 世紀英国における動向を知る手掛かり

として、同時代に発行された新聞記事と広告に着目する。

現在、英国では British Newspaper Archive により、新聞記

事の電子化が順次進められており、インターネットを介し

た閲覧サーヴィスが提供されている。今回はこのサーヴィ

スを利用して対象年の新聞記事及び広告の検討を行った。

３.結果

（１）1873 年の広告と記事

　検索の結果、1872 年以前の新聞にはゲーム名としての

「バドミントン」に関する記事と広告は見当たらず、最も

早い記載は 1873 年６月７日付の『チェルトナム・ルッカ

ーオン』紙〔以下、CL〕に掲載されたスポーツ用具店「ジ

ェイムズ・リリーホワイト〔以下、「リリーホワイト」〕」

 

   
19 世紀英国におけるバドミントンの誕生と普及に関する研究

―1874 年の動向を中心として―

松井　良明

Historical Study on the Birth and the Spread of ‘Badminton’ in 19th -century Britain
: An Analyses of the Advertisements and the Articles on the British Newspapers in 1874

Yoshiaki MATSUI

It’s unknown of the details on the birth and the spread of Badminton in Britain yet. In this paper I show 

the new historical facts relating to that through the examination of the advertisements and the articles on 

the British Newspapers in 1874.

We cannot find out the description of ‘Badminton’ as the name of game on the British newspapers before 

1873. The first advertisement was one by James Lillywhite on the Cheltenham Looker-On (7th June, 1973, p.3). 

The number of shops that advertised on the newspaper for the equipment of Badminton was four retailers 

including Lillywhite in 1873. They had described Badminton as one of the ‘new’, ‘summer’, and ‘out-door’ 

games.’

The number of the advertisement and the articles on Badminton increased drastically in 1874. I have 

detected 447 advertisements and 33 articles on the newspapers and gotten the following conclusions.

It’s incorrect to say that Badminton replaced the superiority of Croquet in British Society and Lawn 

Tennis became a British national amusement in 1874. However Badminton had become known as one of the new 

active out-door games for both sexes by the end of 1874 in Britain. And the situation had occurred a year 

ahead of the spread of Lawn Tennis in 1875.
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による広告であった。そこでは「新ゲーム」の名称が「バ

ドミントン、ないしはローン・ラケッツ（Badminton, or 
Lawn Racquets）」とされた。なお、この年に「バドミント

ン」に関する広告を新聞に掲載した販売業者は「リリーホ

ワイト」を含めて少なくとも４店にのぼるが、「リリーホ

ワイト」以外の３つの販売店（「グラント・ブラザース」、「ジ

ャック・アンド・サン」、「Ａ・Ｔ・リーズ」）による広告

が出されるのはいずれも 12 月以降のことであった〔表１

を参照〕。

　これに対し、1873 年に英国で出された新聞記事の中で、

「バドミントン」への言及が確認できたのは全部で５篇で

あるが、その内の４篇はすべて同じ内容だった。掲載順に

『トーントン・クーリエ・アンド・ウェスタン・アドヴァ

タイザー』紙（7月 23 日付、7頁）、『バース・クロニクル・

アンド・ウィークリー・ガゼット』紙（7月 24 日付、2頁）、

『タムワース・ヘラルド』紙（7月 26 日付、2頁）、そして『ア

ニック・マーキュリー』紙（7月 26 日付、2頁）の 4紙で

あり、いずれも同年 7 月 23 日以降のことである。記事の

内容を大まかに要約すると、以下のようになる。 
①　「バトルドア・アンド・シャトルコック」の「新ゲーム」

が紹介された。

②　このゲームが最初に行われた公爵の大邸宅に敬意を

表し、そのゲーム名は「バドミントン」と呼ばれる。

③　「バドミントン」は男女が一緒にプレイできるゲーム

である。

④　「バドミントン」は屋内でも実施できる。

⑤　「バドミントン」はサイド sideによるゲーム〔チーム戦〕

６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 合計

CL 4 4 5 4 4 4 0 25

CC 0 0 0 0 0 3 5 8

EPG 0 0 0 0 0 0 2 2

LES 0 0 0 0 0 0 2 2

LJ 0 0 0 0 0 0 4 4

合計 4 4 5 4 4 7 13 41

*CL: Cheltenham Looker-On, CC: Cheltenham Chronicle, ERG: Exeter and Plymouth Gazette, 
LES: London Evening Standard, LJ: Leicester Journal

① 7/23  Taunton Courier, and Western Advertiser, Somerset, p.7
② 7/24  Bath Chronicle and Weekly Gazette, Somerset, p.2
③ 7/26  Tamworth Herald, Staffordshire, p.2
④ 7/26  Alnwick Mercury, Northumberland, p.2
⑤ 10/22  Western Daily Press, Bristol, p.2
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図１　「リリーホワイト」による「バドミントン」の広告
出典： Cheltenham Looker-On, 6/7, p.3.

図２　「グラント・ブラザース」による広告
出典：Exeter and Plymouth Gazette, 12/5, 1873, p.4.

表１　1873 年における「バドミントン」の広告件数

表２　1873 年における「バドミントン」に関する記事の掲載紙一覧



である。

　「バドミントン」が新聞紙上に登場する 1873 年６月以降、

12 月までに広告が掲載された新聞は全国で５紙に過ぎず、

その大半は「リリーホワイト」によるチェルトナムの２紙

（CL 及び CC）に集中しており、「バドミントン」の英国

内での知名度はまだ限定的だったと考えられる。だが、そ

のような状況が 1874 年に入ると一変する。

（２）1874 年の広告と記事

　1874 年に「バドミントン」に関わる広告が掲載された

新聞とその件数をまとめたのが表３である。

　表３が示すとおり、1874 年になると「バドミントン」

に関する広告を掲載した新聞の数は 22 紙に増加する。一

年間で最も多くの広告を掲載したのは、『エクセター・ア

ンド・プリマス・ガゼット』紙であり、広告主は「Ａ・ウ

ィバー」と「グラント・ブラザース」である（内訳は前者

が 40 回、後者が 56 回）。なお、「グラント・ブラザース」

は『ウェスタン・タイムズ』紙と『エクセター・フライング・

ポスト』紙にも広告を出しており、併せると計 66 回の広

告を出していた。

　一つの店で同様の数の広告を出していたのが「リリーホ

ワイト」である。同店は９月から 12 月にかけて同じチェ

ルトナムの CL にも別の広告を出しており、両方を合わせ

るとやはり 66 回となる。ただし、「リリーホワイト」の広

告の出し方は「ビンガム」とは異なり、およそ週一回のペ

ースですべての月に広告を出している。CC に掲載された

広告の内容を見てみると、一貫しているのは「バドミント

ン」を「新しい New」、「屋外の Out-door」ゲームとして

いる点である。なお、興味深いのは、前年の広告から「バ

ドミントン、ないしはローン・ラケット （Lawn Racquets） 」
というゲーム名を使用していた彼が、９月以降の CL にお

ける広告では、「バドミントン、ないしはレディース・ラ

ケッツ （Ladies’ Racquets） 」と名称を変更している点であ

る。これは「バドミントン」が女性向けのゲームであるこ

とを示すとともに、彼自身が「ローン・ラケッツ」とい

う名称の普及を断念したことを示唆しており、注目に値す

る。

　なお、表３の中で３番目に広告数が多かったのは「バー

ミンガム・デイリー・ポスト」紙〔以下、BDP〕であるが、

同紙に広告を掲載した販売店は一つではなく、次の３つの

業者であった。「パウエル商会」（4/16 ～ 7/9 まで計 13 回）、

「オリジナル・シヴェット・キャット」（6/1 ～ 7/10 まで計

６回）、「ホーキーズ」（8/6 ～ 9/10 まで計７回）である。

　これに加え、「オリジナル・シヴェット・キャット」の

経営者であるマンフォートが自ら出版したルール ･ ブッ

クの広告が６月 12 日から７月 13 日まで計 14 回掲載され

ている。また「ホーキーズ」の広告は、「バドミントン」

をクリケット、アーチェリー、クロッケーと併記する素

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 合計

LJ 3 3

CC 4 4 5 4 4 5 4 4 5 4 4 5 52

LES 1 3 1 7 1 9 22

GJ 3 4 4 4 2 2 4 23

TG 1 1

NC 4 4 3 11

BDP 1 3 17 12 5 2 40

WI 2 1 2 3 8

NE 5 1 6

EPG 7 40 19 4 21 5 96

AJ 1 2 3

HLO 4 4

IWO 2 4 2 5 3 5 21

BCW 5 4 5 5 3 1 1 24

LSC 3 4 5 2 14

MP 13 6 19

WDP 7 24 25 56

FJ 1 2 3 1 7

WG 1 4 4 4 13

WT 1 4 2 7

EFP 3 3

CL 2 4 4 4 14

合計 8 4 9 35 69 90 66 72 51 24 8 11 447

*LJ: Leicester Journal, CC: Cheltenham Chronicle, LES: London Evening Standard, GJ: Grantham Journal, TG: The 
Graphic, NC: Newcastle Courant, BDP: Birmingham Daily Post, WI: Wiltshire Independent, NE: Northern Echo, EPG: 
Exeter and Plymouth Gazette Daily Telegrams (Exeter and Plymouth Gazette), AJ: Aberdeen Journal, HLO: Hastings and St 
Leonards Observer, IWO: Isle of Wight Observer, BCW: Bath Chronicle and Weekly Gazette, LSC: Leamington Spa Courier, 
MP: Morning Post, WDP: Western Daily Press, FJ: Freeman’s Journal, WG: Western Gazette, WT: Western Times, EFP: 
Exeter Flying Post, CL: Cheltenham Looker-On.
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っ気無い内容だったが、「パウエル商会」は「バドミント

ン」を「新しいバドミントン・ゲーム（The New Game of 
Badminton）」と記しており、さらに「オリジナル・シヴェ

ット・キャット」は「あらゆるところで行われているバド

ミントンは、新しく、今シーズンで最も興味深いゲーム、

少ない芝やグラウンドで行える」との宣伝文を記した。

　このように、1874 年に「バドミントン」に関する広告

を掲載した新聞は少なくとも 22 紙以上に上るが、一つの

新聞に複数の店が広告を掲載する場合もあり、関連商品を

扱う商店はさらに多かったことはいうまでもないだろう。

全体的な傾向としては、「バドミントン」が「新しいゲー

ム（New Game）」であることを明記した広告が多く、時期

が遅くなるほど、単に「バドミントン」とする記述が増え

る傾向にあった。また、広告数そのものは６月から８月に

かけてが最も多かった。これは「バドミントン」が「屋外」

でも行える「夏のゲーム」として大いに宣伝されたことと

関連していよう。５月６日付の『アバディーン・ジャーナ

ル』における「Ｒ・コリー」は「バドミントン」をはっき

りと「クロッケーのライヴァル」と記していた。
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図３　「A・ウィバー」による広告　　
出典：Exeter and Plymouth Gazette Daily Telegrams, 4/25, 1874, p.1.

図４　「グラント・ブラザース」による広告　　　
　　　出典：Exeter and Plymouth Gazette Daily Telegrams, 4/28, 1874, p.1.
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図５　「リリーホワイト」による広告
出典：Cheltenham Chronicle, 3/31, 1874, p.1.

図６　「ブッシュ・アンド・サン」による広告
出典：Wiltshire Independent , 4/16, 1874, p.2.

図７　「R・コリー」による広告
出典： Aberdeen Journal, 5/6, 1874, p.5.



　バドミントン用具を取り扱う業者は 1874 年には 31 店ま

で増加した。ほぼすべての広告に共通するのは、遅くとも

1874 年の９月以降は、「バドミントン」というゲームの名

称が定着したように見えることである。広告全体を通して

指摘できるのは、1874 年の「夏のシーズン」までは多く

の業者がバドミントンを「新ゲーム」として宣伝していた

ことである。したがって、この時点でのバドミントンの位

置づけは、クロッケー、アーチェリー、クリケットや新

しく登場したローン・テニスと同じような「屋外ゲーム

（Out-door games）」の一つだったと考えてよい。

　では次に 1874 年に掲載された新聞記事の内容を見てみ

たい。この年の新聞に掲載された「バドミントン」に関す

る言及が見られた記事は全部で 33 篇に及んだ。

　まずは３月 31 日に『バーミンガム・デイリー・ポスト』

紙〔以下、BDP〕に掲載された「ロンドンからの私信」で

ある。この記事は長文で、バドミントンについて詳述して

おり、1874 年の動向を知る上でたいへん示唆的な内容と

なっている。

　「本紙の読者は、新ゲーム『バドミントン』が今シーズ

ン流行する見込みであることを早めに知るべきである。ク

ロッケーはここしばらくの間、人気がなくなってきてい

る。人びとはクロッケーがますますより厳粛な科学（the 
severer sciences）の一つであるかのように見なされるにつ

れ、それがつまらなくになってきた（slow）との不平を述

べている。クロッケーが人びとを空気が新鮮な屋外に連れ

出すことは事実であるが、彼らがそこにいる際、クロッケ

ーは最小限の運動を与えるにすぎない。今、ボーフォート

公爵の邸宅で公表されたためにそう呼ばれるバドミント

ンは、両腕、首などの筋肉を活動させ、クロッケーの十倍

の爽快さと刺激を生む。実際、バドミントンはバトルドア・

アンド・シャトルコックがルールによって変えられ、技能

のゲーム（game of skill）へと高められたもので、互いの

業者 所在地 掲載紙 時期 回数

〔イングランド〕

Ａ・Ｔ・リーズ レスター LJ 1/2, 1/3 2

Ｒ・カーティス レスター LJ 1/2 1

ジェイムズ・リリーホワイト チェルトナム CC 1/6-12/29 52

同 上 チェルトナム CL 9/19-12/26 14

ジャック & サン ロンドン LES 1/13 1

コーマック・ブラザース ロンドン LES 5/12, 6/30 2

パーキンズ＆ゴットーズ ロンドン LES 6/12-8/27 15

ミード商会 ロンドン LES 8/25 1

Ｅ・ホワイト＆サン オークハム、メルトン GJ 3/14-5/30 11

グランサム・バザール グランサム GJ 6/6-7/11 6

ノアズ・アーク グランサム GJ 8/8-9/26 6

Ｊ・スプラッツ ロンドン TG 3/28 1

Ｊ＆Ｈ・ハリソン ニューカースル NC 4/3-6/26 11

パウエル商会 バーミンガム BDP 4/16-7/9 13

オリジナル・シヴェット・キャット バーミンガム BDP 6/1-7/10 6

ホーキーズ バーミンガム BDP 8/6-9/10 7

ブッシュ＆サン デヴィズ（ウィルトシァ） WI 4/16-7/23 8

Ｆ・Ｅ・ウォード商会 ダーリントン（ダラム州） NE 4/21-5/2 6

Ａ・ウィバー エクセター EPG 4/25-6/19 40

グラント・ブラザース エクセター、トーキー EPG 4/28-10/9 56

同 上 エクセター、トーキー ＷＴ 8/28-10/9 7

同 上 エクセター、トーキー EFP 9/2-9/16 3

セントラル・アーケイド ヘイスティングス HLO 5/9-5/30 4

Ｃ・キャントロー ワイト島 IWO 5/23-7/11 8

ジャーマン＆ボックス ランドポート（ポーツマス） IWO 8/1-10/31 13

シヴェット・キャット バース BCW 4/2-7/23 18

バース玩具店 バース BCW 6/30-9/3 5

Ｅ・Ｆ・コリンズ バース BCW 12/17 1

ボウンズ・アーチェリー店 レミントン LSC 6/13-9/12 14

クレマーズ ロンドン MP 6/15-7/7 19

Ｒ・Ｗ・ビンガム ブリストル WDP 6/23-8/31 56

Ｇ・Ｈ・サンソム サマセット WG 7/24-10/23 13

〔スコットランド〕

Ｒ・コリー アバディーン AJ 5/6, 8/5 2

ジオ・キャット アバディーン AJ 8/12 1

〔アイルランド〕

ジョン・ローレンス ダブリン FJ 6/29-8/29 6

ロビンソン＆サンズ ダブリン FJ 12/19 1
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表４　1874 年における「バドミントン」の広告主一覧



1)   3/31    Birmingham Daily Post , Birmingham, p.6
2)   4/11    Buckingham Advertiser and Free Press, Buckinghamshire, p.2
3)   4/11    Bury Free Press, Suffolk, p.6
4)   4/11    Tamworth Herald, Staffordshire, p.2
5)   4/11    Alnwick Mercury, Northumberland, p.2
6)   4/11    Hemel Hempstead Gazette and West Herts Advertiser, Hertfordshire, p.2
7)   4/25    The Graphic, London, p.5
8)   5/4      Morning Post, London, p.4
9)   5/26    London Evening Standard, London, p.2
10) 6/1      Morning Post, London, p.4
11) 6/2      Pall Mall Gazette, London, p.12
12) 7/16    London Evening Standard, London, p.6
13) 7/20    Dundee Courier, Angus (Scotland), p.3
14) 7/21    Dundee Courier, Angus (Scotland), p.6
15) 7/26    Reynolds's Newspaper, London, p.5
16) 8/1      Hemel Hempstead Gazette and West Herts Advertiser, Hertfordshire, p.5
17) 8/4      Bury and Norwich Post, Suffolk, p.8
18) 8/8      Reading Mercury, Reading, p.4
19) 8/24    Shetland Times, Shetland (Scotland), p.2
20) 8/31    Morning Post, London, p.6
21) 9/3      Yorkshire Post and Leeds Intelligencer, West Yorkshire, p.3
22) 9/5      The Graphic, London, p.15
23) 9/5      Sheffield Daily Telegraph, Sheffield, p.7
24) 9/7      London Evening Standard, London, p.6
25) 9/8      Bury and Norwich Post, Suffolk, p.8
26) 9/12    Grantham Journal, Grantham, p.8
27) 9/12    Reading Mercury, Reading, p.4
28) 9/19    The Graphic, London, p.14
29) 9/21    Sunderland Daily Echo and Shipping Gazette, Tyne and Wear, p.3
30) 9/21    Yorkshire Post and Leeds Intelligencer, West Yorkshire, p.3
31) 10/17  Pall Mall Gazette, London, p.7
32) 12/26  Preston Chronicle, Preston, p.5
33) 12/26  Lancaster Gazette, Lancashire p.8
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表５　1874 年における「バドミントン」に関する記事の掲載紙一覧

図８．「インドにおける新ゲーム、バドミントン」
出典：The Graphic, 4/25, 1874, p.13.



サイド間で行われる（played between opposite sides）。互い

のサイドは横に張られた一枚のネットによって仕切られ

ている。ネットはプレイヤーが互いの突進 rushing と手に

持つバトルドアでシャトルコックの代わりに相手を打つ

ことを妨げるのに役立ち、その目的に適うものだ。」

　この記事はこれ以外にも、バドミントンのルールに加

え、ゲームの主な特徴を述べている。その一つは、この「新

ゲーム」が「ダイニングルームやホールなどの屋内」でも、

「芝の上や運動場といった屋外」でもプレイできることで

ある。また、これが「ジェントルマンとレディ」が一緒に

できるゲームであることにもふれていた。

　さらに、同記事では、バドミントンの用具が市販されて

いることを紹介し、セットの中身と値段まで紹介してい

る。興味深いのは、もっとも高級な用具セットにはルール

ブックが付いているとの指摘である。この時点で、英国で

は正式なルールは出版されていなかったものの、スポーツ

商である「リリーホワイト」が 1873 年 11 月に CL に掲載

した広告の中で自ら登録したルールについて記載してお

り、そのことを指していたのであろう。ルールについては、

すでに 1873 年 10 月 18 日付の『フィールド』誌にインド

のマレー及びシムラで行われていたルールが掲載されて

いたが、1874 年の広告によると、バーミンガムのスポー

ツ商であるモンフォートが 6月に自らルールを出版してお

り、ロンドンのスポーツ商であるクレマーも同じ月に『バ

ドミントン―それが何であるか、そしていかにプレイする

か―』と題するパンフレットを印刷し、６シリングで販売

するとの広告を出している（図９ｂを参照）。

　同記事は最後にこう締めくくっている。

「新ゲームのルールはまだ権威付けがなされておらず、読

者の何人かはおそらく筆者が記したものよりさらに満足

できるルールを指摘できるかもしれない。筆者としては、

シャトルが飛び出す準備をし、読者の何人かに本当に健康

的な運動、そして男性と女性の両方にとって愉快な遊戯を

紹介できるなら、それで満足することにしよう。バドミン

トンはインドではすでにひじょうに人気が高くなってい

る。」

　バドミントンが英国で「新ゲーム」として宣伝されたこ

とはすでに紹介した広告でも確認したが、このゲームが英

領インドで盛んに行われていたことを記す記事はじつは

それほど多くはなかった。一番詳しい記述を行っているの

は、４月 25 日付の『グラフィック』紙の記事であり、題

名も「インドにおけるバドミントン・ゲーム（The Game 
of Badminton in India）」であった。

　この記事の冒頭でふれられているのもじつはクロッケ

ーとの比較である。

「インドではクロッケーがすっかりバドミントンにとって

代わられ、いたるところでバドミントンの勝ち抜き戦と試

合以外のことを聞くことはなく、老いも若きも等しくその

遊戯に熱を入れている。」

　６月 2日付の『ペルメル・ガゼット』紙に記載された書

評の一部でもやはり「インドのバドミントン」を「クロッ

ケーの人気を脅かすゲームの一つ」とする記述があり、バ

ドミントンの新奇性とクロッケーの衰退を指摘する記事

は 1874 年３月から６月にかけて多く見られた。

　たとえば、４月 11 日付の『バッキンガム・アドヴァタ

イザー・アンド・フリー・プレス』紙（バッキンガムシァ）

の記事は、やはり運動量の少ない「クロッケーがつまらな

い」のに対し、「新ゲーム」である「バドミントン」に流

行の兆しが見られ、それがネットの効用によるものとする

内容の記事を掲載しており、これと同じ内容の記事は同日

の『ベリー・フリー・プレス』紙、『タムワース・ヘラルド』

紙、『アニック・マーキュリー』紙、『ヘメル・ヘムステッド・

ガゼット・アンド・ウェスト・ハーツ・アドヴァタイザー』

紙にも掲載されている。
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図９a．「ザ・オリジナル・シヴェット・キャット（W. and F. C. Mountfort）による広告
出典：Birmingham Daily Post , 6/1, 1874, p.7.

図９b．「ザ・オリジナル・シヴェット・キャット（W. and F. C. Mountfort）による広告
出典：Birmingham Daily Post, 6/12, 1874, p.1.



図 10　「フランス商会」による “スファイリスティケ” の広告
出典：Sheffield Daily Telegraph, 4/25, 1874, p.7.

図 11．「フランス商会」と「クレマーズ」による広告
出典：Morning Post, 6/15, 1874, p.11.

図 12．「リリーホワイト」による広告
出典：Cheltenham Looker-On,9/19,1874,p.1.
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４　結論

　1874 年の終わりまでにはローン・テニス、バドミントン、

そして恒久的な人工スケートリンクを新しい流行として

紹介する記事が見られ（MP, 8/31, p.6；PC, 12/26, p.5; LC, 
12/26, p.8）、バドミントンとローン・テニスがいわば共存

していた様子も示唆される。したがって、1874 年の段階

では、英国本国において「バドミントンがクロッケーにと

って代わった」とは言えず、「ローン・テニスが『国民的

な娯楽』となる」との指摘もまだこの時点では憶測を超え

るものではなかっただろう（図 10 ～ 12 を参照）。とはい

え、この年にバドミントンとローン・テニスが女性も参加

可能な「屋外ゲーム」の選択肢を広げたことは事実だった

と思われる。その主たる要因はゲームの「新奇性」、「女性

の参加」、「活発さ」にあり、その背景には英国でのレジャ

ー活動の社会的広がりと関連業者の積極的な宣伝活動が

あったといえる。またバドミントンは、わずか１年とはい

え、ローン・テニスに先駆けて登場した有力な「新ゲーム」

だったといえよう。
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岡
が
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で
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、
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思
ふ
。
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、
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分
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こ
ろ
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あ
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し
、
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半
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て
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こ
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の
我
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が
無
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茶
に
衝
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も
し
な
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つ
た
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で
あ
ら
う
」と
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る
（
二
七
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頁
）
。

９　

以
下
、
漱
石
書
簡
と
子
規
書
簡
か
ら
の
引
用
は
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
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石
・
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復
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』
（
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樹
編
、
岩
波
文
庫
、
二
○
○
二
年
十
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）
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る
。

10　

ド
ナ
ル
ド
・
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ー
ン
『
正
岡
子
規
』
「
第
三
章　

子
規
の
歌
」
（
新
潮
社
、
二
○
一
二
年
八
月
）

六
三
頁
。

11　

加
藤
楸
邨
『
加
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楸
邨
全
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』
第
一
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（
俳
句
一
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講
談
社
、
一
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八
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年
五
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一
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五
頁
。
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寒
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』
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塵
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（
昭
和
十
二
年
（
一
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年
）
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後
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都
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六
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「
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旅
」
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自
画
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二
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と
題
し
た
二
句
の
う
ち
の
最
初
の
一
句
。

12　

河
東
碧
梧
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『
子
規
を
語
る
』「
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草
集
」（
岩
波
文
庫
、
二
○
○
二
年
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月
）
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時
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木
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本
の
花
を
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し
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る
」
（
三
九
頁
）
と
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る
が
、
子
規
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前
に
五
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木
飄
亭
ら
と
当
時

す
で
に
母
親
に
な
っ
て
い
た
「
お
ろ
く
」
に
実
際
に
会
い
に
行
っ
て
確
か
め
た
印
象
で
は
「
子
規

は
遂
に
恋
と
い
う
も
の
を
本
統
（
注
―
原
本
の
表
記
の
ま
ま
）
に
体
験
し
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
こ
の
秘
密
は
私
達
も
ま
だ
そ
を
解
く
鍵
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
」
（
四
○
頁
）
と
否
定
的
に

見
て
い
る
。

13　

正
岡
子
規
『
子
規
全
集
』
別
巻
二
（
回
想
の
子
規
一
）
（
講
談
社
、
一
九
七
五
年
九
月
）
。
大
谷

是
空
は
「
君
は
向
島
の
長
命
寺
内
の
桜
餅
屋
の
二
階
に
下
宿
せ
ら
れ
た
。
処
が
誰
が
い
ひ
出
し
た

か
其
家
の
娘
と
関
係
で
も
あ
る
や
う
に
浮
名
が
立
つ
た
。
君
は
正
直
だ
け
に
此
事
を
非
常
に
気
に

し
て
「
七
草
集
」と
題
す
る
五
六
十
枚
も
あ
る
小
説
的
の
も
の
を
書
い
て
雪
冤
を
試
み
ら
れ
た
」（
こ

の
追
悼
記
「
正
岡
子
規
君
」
の
初
出
は
明
治
三
十
五
年
十
月
五
日
付
「
日
本
新
聞
」
）と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
『
漱
石
全
集
』
第
十
八
巻
、
訳
注
（
〔
『
七
草
集
』
評
〕
）
に
は
「
現
行
の
『
子
規
全
集
』
は
、『
七

草
集
』
に
対
す
る
諸
人
の
評
の
あ
と
に
「
刈
萱
の
ま
き
」
の
本
文
を
添
え
て
お
り
、
子
規
が
お
花
（
お

禄
）
と
の
噂
を
否
定
す
る
た
め
に
書
い
た
文
章
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
」
と
あ
る
。
な
お
、
注
５

で
も
ふ
れ
た
復
本
氏
も
、
是
空
は
限
定
し
て
い
な
い
が
、
子
規
が
「
雪
冤
を
試
み
」
た
の
は
『
七

草
集
』
全
体
に
よ
っ
て
で
は
な
く
外
篇
で
あ
る
「
か
る
萱
の
巻
」
に
限
定
し
て
の
も
の
だ
っ
た
と

見
て
お
り
、
妥
当
な
見
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

14　

復
本
一
郎
『
歌
よ
み
人　

正
岡
子
規
』
「
第
１
章
『
七
草
集
』
の
憂
悶
」
（
岩
波
書
店
、
二
○

一
四
年
二
月
）
三
八
頁
。

15　

子
規
「
『
木
屑
録
』
評
」
。

16　

正
岡
子
規
『
子
規
全
集
』
第
十
巻
（
初
期
随
筆
）
（
『
筆
ま
か
勢
』
第
一
編
、
明
治
二
十
二
年
）

「
木
屑
録
」
（
講
談
社
、
一
九
七
五
年
五
月
）
一
二
○
頁
。
引
用
は
『
筆
ま
か
せ
抄
』
（
岩
波
文
庫
、

一
九
八
五
年
二
月
）
に
よ
る
。

17　

一
海
知
義
「
訳
注
（
〔
『
七
草
集
』
評
〕
）
」『
漱
石
全
集
』
第
十
八
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
十
月
）

四
八
七
頁
。

18　

夏
目
漱
石　

明
治
二
十
三
年
一
月
初
子
規
宛
書
簡
。
並
び
に
正
岡
子
規　

同
年
一
月
十
八
日
付

漱
石
宛
書
簡
。

19　

粟
津
則
雄
『
正
岡
子
規
』
（
講
談
社
、
一
九
九
五
）
七
五
～
七
六
頁
。

20　

柴
田
『
評
伝
正
岡
子
規
』
三
二
頁
。

21　

キ
ー
ン
『
正
岡
子
規
』
「
第
三
章　

子
規
の
歌
」
六
七
頁
。

22　

夏
目
漱
石
『
漱
石
全
集
』
第
十
六
巻
「
私
の
個
人
主
義
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
四
月
）

五
九
一
～
五
九
二
頁
。

23　

福
沢
諭
吉
『
学
問
の
す
す
め
』
（
初
編
の
み
小
幡
篤
次
郎
と
の
共
著
、
一
八
七
二
年
二
月
）
こ

こ
で
の
引
用
は
『
日
本
の
名
著
33
福
沢
諭
吉
」
（
中
公
バ
ッ
ク
ス
、
一
九
八
四
年
七
月
）
に
よ
る
。

24　

江
藤
淳
『
漱
石
と
そ
の
時
代　

第
一
部
』
４
「
必
ず
無
用
の
人
と
、な
る
こ
と
な
か
れ
」（
新
潮
社
、

一
九
七
○
年
八
月
）
五
六
頁
。

25　

河
東
碧
梧
桐
『
子
規
を
語
る
』
「
十
二　

痛
切
な
体
験
」
一
一
九
頁
。

26　

キ
ー
ン
『
正
岡
子
規
』
第
八
章
「
新
体
詩
と
漢
詩
」
一
七
五
頁
。

27　

キ
ー
ン
『
正
岡
子
規
』
第
十
一
章
「
随
筆
『
病
牀
六
尺
』
と
日
記
『
仰
臥
漫
録
』
」
二
三
二
頁
。

28　

森
ま
ゆ
み
『
千
駄
木
の
漱
石
』
「
高
等
学
校
ハ
ス
キ
ダ
大
学
ハ
や
メ
ル
積
ダ
」
（
ち
く
ま
文
庫
、

二
○
一
六
年
六
月
）
四
十
三
～
四
十
五
頁
。

29　

夏
目
漱
石
『
漱
石
全
集
』
第
二
十
二
巻
「
明
治
三
十
五
年　

書
簡
254
」
（
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年
三
月
）
二
六
四
頁
。

30　

夏
目
漱
石
『
漱
石
全
集
』
第
二
十
六
巻
「
無
題
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
一
二
月
）

二
七
八
～
二
七
九
頁
。
引
用
は
『
漱
石
・
子
規
往
復
書
簡
集
』
（
和
田
茂
樹
編
、
岩
波
文
庫
、
二

○
○
二
年
十
月
）
に
よ
る
。

31　

夏
目
漱
石
『
漱
石
全
集
』
第
十
六
巻
「
序
」〔
『
吾
輩
ハ
猫
デ
ア
ル
』
中
編
自
序
〕
三
四
～
三
五
頁
。

付
記　

本
稿
は
、
平
成
二
十
八
年
度
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
公
開
講
座
「
日
本
文
学
講
座
Ⅸ
」
第
三
回
「
作

家
以
前
の
漱
石
―
正
岡
子
規
と
の
交
流
を
中
心
に
―
」
（
七
月
二
十
六
日
実
施
）
に
お
け
る
講
演
を
も
と
に
大

幅
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
す
。
作
家
以
前
の
漱
石
に
ど
の
よ
う
な
思
想
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
あ
ら

た
め
て
考
え
る
場
を
与
え
て
下
さ
っ
た
参
加
者
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

 

25　　若き漱石―夏目漱石の正岡子規への手紙を読む―
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の
泡
は
既
に
化
し
て
一
本
の
棒
杭
た
り
。
わ
れ
こ
の
棒
杭
を
周
る
事
三
度
、
花
を
も
捧
げ
ず
水

も
手
向
け
ず
、
只
こ
の
棒
杭
を
周
る
事
三
度
に
し
て
去
れ
り
。
我
は
只
汝
の
土
臭
き
影
を
か
ぎ

て
汝
の
定
か
な
ら
ぬ
影
と
較
べ
ん
と
思
ひ
し
の
み
*30
。

　

子
規
を
失
っ
た
ば
か
り
の
漱
石
の
言
葉
は
宙
に
浮
い
て
、
そ
れ
こ
そ
「
定
か
な
ら
ぬ
影
」
の
よ
う

に
お
さ
ま
り
ど
こ
ろ
な
く
漂
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
中
編
自
序
（
明
治
三
十
九
年
十
月
）
に
は
、
子
規
に
つ
い
て
書
か
れ
た
次

の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。

    

「
書
き
た
い
こ
と
は
多
い
が
苦
し
い
か
ら
許
し
て
く
れ
玉
へ
と
あ
る
文
句
は
露
佯
り
の
な
い

所
だ
が
、
書
き
た
い
こ
と
は
書
き
た
い
が
、
忙
が
し
い
か
ら
許
し
て
く
れ
玉
へ
と
云
ふ
余
の
返

事
に
は
少
々
の
遁
辞
が
這
入
つ
て
居
る
。
」

    

「
余
は
…
…
と
う

〱
彼
を
殺
し
て
仕
舞
つ
た
。
」

    

「
季
子
は
剣
を
墓
に
か
け
て
、
故
人
の
意
に
酬
い
た
と
云
ふ
か
ら
、
余
も
亦
「
猫
」
を
碣
頭

に
献
じ
て
、
往
日
の
気
の
毒
を
五
年
後
の
今
日
に
晴
さ
う
と
思
ふ
。
」

    

「
余
は
未
だ
に
尻
を
持
つ
て
居
る
。
ど
う
せ
持
つ
て
ゐ
る
も
の
だ
か
ら
、
先
づ
ど
つ
し
り
と
、

お
ろ
し
て
、
さ
う
人
の
思
は
く
通
り
急
に
は
動
か
な
い
積
り
で
あ
る
」
*31

　

漱
石
は
創
作
家
（
小
説
家
）
と
し
て
立
つ
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
、
子
規
と
の
別
れ
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
。
こ
の
仮
説
に
つ
い
て
の
論
証
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

注
１　

以
下
、
『
道
草
』
か
ら
の
引
用
は
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
夏
目
漱
石
『
道
草
』
（
岩
波
文
庫
、

一
九
九
○
年
四
月
）
に
よ
る
。

２　

『
道
草
』
の
後
半
に
は
「
彼
は
あ
る
知
人
に
頼
ま
れ
て
そ
の
男
の
経
営
す
る
雑
誌
に
長
い
原
稿

を
書
い
た
。
そ
れ
ま
で
細
か
い
ノ
ー
ト
よ
り
外
に
何
も
作
る
必
要
の
な
か
っ
た
彼
に
取
っ
て
の
こ

の
文
章
は
、
違
っ
た
方
面
に
働
い
た
彼
の
頭
脳
の
最
初
の
試
み
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
彼
は
た
だ
筆

の
先
に
滴
る
面
白
い
気
分
に
駆
ら
れ
た
」
（
八
十
六
）
、
と
あ
り
、
ま
た
末
尾
近
く
に
「
島
田
に
遣

る
べ
き
金
の
事
を
考
え
て
、
ふ
と
何
か
書
い
て
見
よ
う
と
い
う
気
を
起
し
」
「
原
稿
紙
に
向
っ
た
」

（
百
一
）
と
も
あ
り
、
全
編
に
わ
た
っ
て
頻
出
す
る
「
赤
い
印
気
」
に
象
徴
さ
れ
る
教
師
と
し
て

の
仕
事
の
他
に
健
三
が
著
述
を
仕
事
と
し
て
始
め
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

３　

正
岡
子
規
『
子
規
全
集
』
第
九
巻
（
初
期
文
集
）「
『
木
屑
録
』
評
」（
講
談
社
、
一
九
七
七
年
九
月
）

三
八
八
頁
。
「
余
知
吾
兄
久
矣
而
与
吾
兄
交
者
則
始
于
今
年
一
月
也
（
余
、
吾
が
兄
を
知
る
こ
と

久
し
。
而
し
て
吾
が
兄
と
交
は
る
は
、
則
ち
今
年
一
月
に
始
ま
る
な
り
）
」
と
い
う
記
述
に
よ
る
。

４　

夏
目
漱
石
『
漱
石
全
集
』
第
二
十
五
巻
「
談
話
『
正
岡
子
規
』
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
五

月
）
二
七
六
～
二
七
八
頁
。　

談
話
「
正
岡
子
規
」
（
初
出
は
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
、
明
治
四
十
一
年

九
月
）
で
は
、
「
其
頃
僕
も
詩
や
漢
文
を
遣
つ
て
ゐ
た
の
で
、
大
に
彼
の
一
粲
を
博
し
た
。
僕
が

彼
に
知
ら
れ
た
の
は
こ
れ
が
初
め
で
あ
つ
た
」
と
あ
り
、
漢
詩
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
こ
と
が
述

べ
ら
れ
、
交
際
に
つ
い
て
は
「
非
常
に
好
き
嫌
ひ
の
あ
つ
た
人
で
、
滅
多
に
人
と
交
際
な
ど
は
し

な
か
つ
た
。
僕
だ
け
ど
う
い
ふ
も
の
か
交
際
し
た
。
一
つ
は
僕
の
方
が
え
ゝ
加
減
に
合
は
し
て
居

つ
た
の
で
、
そ
れ
も
苦
痛
な
ら
止
め
た
の
だ
が
、
苦
痛
で
も
な
か
つ
た
か
ら
、
ま
あ
出
来
て
ゐ
た
。

こ
ち
ら
が
無
暗
に
自
分
を
立
て
や
う
と
し
た
ら
迚
も
円
滑
な
交
際
の
出
来
る
男
で
は
な
か
つ
た
。

（
中
略
）
彼
と
僕
と
交
際
し
始
め
た
も
一
つ
の
原
因
は
、
二
人
で
寄
席
の
話
を
し
た
時
、
先
生
も

大
に
寄
席
通
を
以
て
任
じ
て
居
る
。
と
こ
ろ
が
僕
も
寄
席
の
事
を
知
つ
て
ゐ
た
の
で
、
話
す
に
足

る
と
で
も
思
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
か
ら
大
に
近
よ
つ
て
来
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

５　

柴
田
宵
曲
『
評
伝
正
岡
子
規
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
六
年
六
月　

親
本
は
『
子
規
居
士
』

一
九
四
二
年
三
月
）
三
一
頁
。
「
五
月
九
日
の
夜
、
居
士
は
突
然
喀
血
し
た
。
翌
日
は
朝
寝
し
て

学
校
へ
行
か
な
か
っ
た
が
、
医
師
の
診
察
を
受
け
た
だ
け
で
、
午
後
は
集
会
へ
出
る
た
め
に
九
段

ま
で
行
っ
た
位
だ
か
ら
、
さ
ほ
ど
の
事
と
も
思
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
同
夜
十
一
時

頃
再
び
喀
血
、
そ
れ
よ
り
午
前
一
時
頃
ま
で
の
間
に
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
句
を
作
る
こ
と
四
、
五
十

に
及
ん
だ
と
こ
ろ
、
翌
朝
ま
た
ま
た
喀
血
し
た
。
子
規
と
号
す
る
は
こ
の
時
に
は
じ
ま
る
の
で
あ

る
」
と
あ
る
。
な
お
、
正
岡
子
規
「
水
戸
紀
行
」
（
明
治
二
十
二
年
）
に
は
、
無
精
で
「
薄
着
」

の
ま
ま
旅
を
し
た
せ
い
で
「
ひ
た
震
ひ
に
震
ひ
し
か
ど
も
」
「
此
船
中
の
震
慄
が
一
ヶ
月
の
後
に

余
に
子
規
の
名
を
与
へ
ん
と
は
神
な
ら
ぬ
身
の
知
る
よ
し
も
な
け
れ
ど
」
（
『
子
規
全
集
』
第
十
三

巻
（
小
説 

紀
行
）
（
講
談
社
、
一
九
七
六
年
九
月
）
四
○
一
～
四
○
二
頁
）
と
あ
り
、
子
規
自
身

は
こ
の
薄
着
の
ま
ま
寒
さ
に
震
え
続
け
た
こ
と
が
自
分
の
結
核
の
原
因
だ
と
見
て
い
た
。

６　

正
岡
子
規
『
子
規
全
集
』
第
九
巻
（
初
期
文
集
）
『
七
草
集
』
（
講
談
社
、
一
九
七
七
年
九
月
）

一
九
四
～
二
八
八
頁
。
『
七
草
集
』
（
明
治
二
十
二
年
）
に
つ
い
て
は
、
「
七
草
に
ち
な
ん
で
七
つ

の
章
（
蘭
之
巻
、
萩
之
巻
、
女
郎
花
の
巻
、
芒
乃
ま
き
、
蕣
の
ま
き
、
葛
の
巻
、
瞿
麦
の
巻
）
に

分
け
、
漢
文
、
漢
詩
、
和
歌
、
俳
句
、
謡
曲
、
擬
古
文
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
で
書
い
た
詞
華
集
」

（
『
漱
石
全
集
』
第
十
八
巻
、
訳
注
（
〔
『
七
草
集
』
評
〕
）
）
。
ま
た
「
こ
の
七
篇
に
、
子
規
自
身
が

『
七
草
の
外
』（
「
七
草
集
を
読
ミ
給
へ
る
君
だ
ち
に
ま
を
す
」
）
と
す
る
と
こ
ろ
の
「
か
る
萱
の
巻
」

を
加
え
て
の
、
ま
こ
と
に
多
様
性
に
富
ん
だ
全
八
篇
で
あ
る
」
（
復
本
一
郎
『
歌
よ
み
人　

正
岡

子
規
』
（
岩
波
書
店
、
二
○
一
四
年
二
月
）
）
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。

７　

正
岡
子
規
『
子
規
全
集
』
第
十
巻
（
初
期
随
筆
）
（
『
筆
任
勢
』
第
二
編
、
明
治
二
十
三
年
）
「
雅

號
」
（
講
談
社
、
一
九
七
五
年
五
月
）
。
「
雅
號
」
に
は
「
此
頃
余
は
雅
號
を
つ
け
る
事
を
好
み
て

自
ら
澤
山
撰
み
し
中
に
「
走
兎
」
「
風
簾
」
「
漱
石
」
な
ど
の
あ
る
だ
け
記
憶
し
ゐ
れ
ど
其
他
は
忘

れ
た
り
」
（
三
一
九
頁
）
、
上
欄
に
自
注
し
て
「
漱
石
は
今
友
人
の
仮
名
と
変
セ
リ
」
（
三
二
一
頁
）

と
あ
る
。
ま
た
、
柴
田
宵
曲
『
評
伝
正
岡
子
規
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
六
）
に
は
「
松
山
時
代

に
一
度
用
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
あ
る
。

８　

夏
目
「
談
話
『
正
岡
子
規
』
」
。
そ
こ
に
は
「
つ
ま
り
僕
の
方
が
人
が
善
か
つ
た
の
だ
な
。
今
正
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た
の
だ
と
考
え
る
。
そ
う
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
キ
ー
ン
氏
の
い
う
「
愛
情
」
と
は
言
葉
の
意
味
が
異

な
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
十
分
な
収
入
が
な
く
て
も
最
晩
年
ま
で
《
母
親
も
妹
も
食
べ
た

こ
と
の
な
い
よ
う
な
高
価
な
食
べ
物
を
毎
日
欲
し
が
る
》
*27
よ
う
な
我
が
儘
や
自
愛
と
区
別
の
つ
か

な
い
家
長
の
家
人
へ
の｢

愛
情｣

で
あ
る
。
し
か
し
こ
の｢

愛
情｣

ゆ
え
に
、
「
家
」
を
興
す
こ
と

や
正
岡
の
「
姓
」
を
永
遠
に
残
す
こ
と
が
正
岡
家
の
跡
取
り
で
あ
る
子
規
の
切
な
る
願
い
で
あ
っ
た

の
で
あ
り
、
「
家
」
に
孫
を
残
せ
な
い
彼
に
と
っ
て
そ
の
作
品
で
名
を
（
姓
を
）
残
す
こ
と
は
ど
う

し
て
も
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

江
藤
淳
の
評
伝
か
ら
約
五
十
年
を
経
て
、
森
ま
ゆ
み
は
、
英
国
留
学
か
ら
帰
国
し
大
学
教
員
を
や

め
朝
日
新
聞
に
入
社
し
職
業
作
家
と
な
る
千
駄
木
在
住
時
代
の
漱
石
（
明
治
三
六
～
四
十
年
）
と
周

辺
の
人
々
に
つ
い
て
綴
っ
た
随
筆
を
集
め
た
著
作
の
な
か
で
、
当
時
南
京
に
赴
任
し
て
い
た
友
人
菅

虎
雄
宛
の
明
治
三
十
六
年
六
月
十
四
日
付
の
漱
石
書
簡
を
引
用
し
て
み
せ
る
。
こ
こ
で
は
森
氏
の
引

用
部
分
の
後
ろ
を
少
し
伸
ば
し
て
引
く
。

学
問
ナ
ン
カ
ス
ル
ナ
馬
鹿
気
タ
モ
ン
サ
ネ
骨
董
商
ノ
方
ガ
イ
ヽ
ヨ
僕
ハ
高
等
学
校
ヘ
行
ツ
テ
駄

弁
ヲ
弄
シ
テ
月
給
ヲ
モ
ラ
ツ
テ
居
ル
夫
デ
モ
中
々
良
教
師
ダ
ト
独
リ
デ
思
ツ
テ
ル
大
学
ノ
講
義

モ
大
得
意
ダ
ガ
ワ
カ
ラ
ナ
イ
ソ
ウ
ダ
、
ア
ン
ナ
講
義
ヲ
ツ
ヾ
ケ
ル
ノ
ハ
生
徒
ニ
気
ノ
毒
ダ
、
ト

イ
ツ
テ
生
徒
ニ
得
ノ
行
ク
様
ナ
コ
ト
ハ
教
エ
ル
ノ
ガ
イ
ヤ
ダ
、
試
験
ヲ
シ
テ
見
ル
ニ
ド
ウ
シ
テ

モ
西
洋
人
デ
ナ
ク
テ
ハ
駄
目
ダ
ヨ
／　

近
来
昼
寐
病
再
発
グ
ー

〱
寐
ル
ヨ
博
士
ニ
モ
教
授
ニ

モ
ナ
リ
度
ナ
イ
人
間
ハ
食
ツ
テ
居
レ
バ
ソ
レ
デ
ヨ
ロ
シ
イ
ノ
サ
大
著
述
モ
時
ト
金
ノ
問
題
ダ
カ

ラ
出
来
ナ
ケ
レ
バ
出
来
ナ
イ
デ
モ
構
ハ
ナ
イ

　

「
大
著
述
」
と
は
の
ち
の
『
文
学
論
』
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
小
説
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
と

も
あ
れ
森
氏
は
《
遠
く
に
い
る
親
友
に
日
頃
の
憂
さ
を
晴
ら
し
て
い
る
感
も
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
漱

石
の
本
音
で
は
な
か
っ
た
か
》
と
し
、
鴎
外
と
比
べ
て
漱
石
の
《
人
生
は
な
ん
と
場
当
た
り
な
の
だ

ろ
う
》
、
《
漱
石
は
最
晩
年
ま
で
家
を
持
た
ず
、
借
家
を
転
々
と
し
た
》
、
ま
た
《
名
を
挙
げ
る
こ
と

も
金
持
ち
に
な
る
こ
と
も
そ
れ
ほ
ど
興
味
が
な
か
っ
た
》
。
《
懐
手
し
て
世
の
中
を
小
さ
く
暮
ら
し
た

い
。
そ
れ
が
漱
石
の
人
生
哲
学
で
あ
っ
た
》
と
す
る
の
で
あ
る
*28
。

　

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
小
林
秀
雄
は
『
樣
々
な
る
意
匠
』
（
昭
和
四
年
）
で

「
批
評
と
は
、
竟
に
己
の
夢
を
懐
疑
的
に
語
る
事
で
は
な
い
の
か
」
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
二
人

の
評
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
で
己
を
語
っ
て
い
る
だ
け
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
漱
石
が
「
有
用

の
人
」
に
な
ろ
う
と
し
た
人
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
食
ツ
テ
居
レ
バ
ソ
レ
デ
ヨ
ロ
シ
イ
」
と
考

え
る
人
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
う
い
う
二
者
択
一
的
問
い
は
、
そ
れ
こ
そ
無
用
で
あ
ろ
う
。
「
無
用
の

人
と
、
な
る
な
か
れ
」
と
、
「
食
ツ
テ
居
レ
バ
ソ
レ
デ
ヨ
ロ
シ
イ
」
は
、
矛
盾
す
る
考
え
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
は
経
験
と
共
に
漱
石
が
考
え
を
変
え
た
と
い
う
よ
り
、
ど
ち
ら
の
考
え
も
持
ち
な

が
ら
、
「
有
用
の
人
」
に
な
る
こ
と
よ
り
も
、
ま
ず
は
生
き
延
び
る
こ
と
に
優
先
し
て
価
値
を
置
い

て
い
た
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
相
対
の
人
で
あ
る
漱
石
は
二
つ
の
思
想
を
併
存
さ
せ

て
い
た
。
子
規
と
の
交
流
の
う
え
で
は
、
漱
石
自
身
が
や
は
り
「
功
名
場
裏
人
」
で
も
あ
っ
た
だ
け

に
、
そ
の
「
功
名
」
の
姿
勢
が
友
人
の
子
規
に
見
え
す
ぎ
た
と
き
に
は
、
勢
い
批
判
的
姿
勢
を
と
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
ど
う
や
ら
若
き
漱
石
に
胚
胎
し
た
思
想
は
、
形
を
変
え
な
が
ら
も
彼
の

生
涯
に
わ
た
っ
て
存
続
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　

六　

正
岡
子
規
と
の
別
れ
（
結
び
に
代
え
て
）

　

子
規
は
明
治
三
十
四
年
十
一
月
六
日
付
書
簡
を
漱
石
に
送
っ
た
。
よ
く
知
ら
れ
た
文
言
だ
が
あ
ら

た
め
て
引
く
。

僕
ハ
モ
ー
ダ
メ
ニ
ナ
ツ
テ
シ
マ
ツ
タ
、
…
…
イ
ツ
カ
ヨ
コ
シ
テ
ク
レ
タ
君
ノ
手
紙
ハ
非
常
ニ
面

白
カ
ツ
タ
。
近
来
僕
ヲ
喜
バ
セ
タ
者
ノ
随
一
ダ
。
…
…
君
ノ
手
紙
ヲ
見
テ
西
洋
ヘ
往
タ
ヤ
ウ
ナ

気
ニ
ナ
ツ
テ
愉
快
デ
タ
マ
ラ
ヌ
。
若
シ
書
ケ
ル
ナ
ラ
僕
ノ
目
ノ
明
イ
テ
ル
内
ニ
今
一
便
ヨ
コ
シ

テ
ク
レ
ヌ
カ
（
無
理
ナ
注
文
ダ
ガ
）

　

こ
の
後
も
子
規
は
一
年
近
く
を
生
き
た
。
漱
石
は
英
国
留
学
に
際
し
て
、
生
き
て
再
び
子
規
と
見

え
る
こ
と
は
な
い
と
確
信
し
て
い
た
。
子
規
逝
去
を
知
ら
せ
て
き
た
虚
子
高
浜
清
に
宛
て
た
明
治

三
十
五
年
十
二
月
一
日
付
返
書
で
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

啓
。
子
規
病
状
は
毎
度
御
恵
送
の
ほ
と
ゝ
ぎ
す
に
て
承
知
致
候
処
、
終
焉
の
模
様
逐
一
御
報

被
下
奉
謝
候
。
小
生
出
発
の
当
時
よ
り
生
き
て
面
会
致
す
事
は
到
底
叶
ひ
申
間
敷
と
存
候
。
是

は
双
方
と
も
同
じ
様
な
心
持
に
て
別
れ
候
事
故
今
更
驚
き
は
不
致
。
只
々
気
の
毒
と
申
よ
り
外

な
く
候
。
但
し
か
ゝ
る
病
苦
に
な
や
み
候
よ
り
も
早
く
往
生
致
す
方
或
は
本
人
の
幸
福
か
と
存

候
。
*29

　

そ
し
て
「
倫
敦
通
信
の
儀
は
子
規
存
生
中
慰
藉
か
た

〲
か
き
送
り
候
筆
の
す
さ
び
、
取
る
に
足

ら
ぬ
冗
言
と
御
覧
被
下
た
く
」
と
、
こ
の
時
点
で
も
小
説
の
よ
う
な
創
作
を
し
て
身
を
立
て
る
こ
と

な
ど
は
ま
っ
た
く
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
末
尾
に
「
筒
袖
や
秋
の
柩
に
し
た
が
は
ず
」
以
下
悼
亡
の

句
五
句
を
添
え
た
漱
石
は
、
し
か
し
子
規
追
悼
の
文
章
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
「
水

の
泡
に
消
え
ぬ
も
の
あ
り
て
逝
け
る
汝
と
留
ま
る
我
と
を
繋
ぐ
。
去
れ
ど
こ
の
消
え
ぬ
も
の
亦
年
を

逐
ひ
日
を
か
さ
ね
て
消
え
ん
と
す
。
定
住
は
求
め
難
く
不
壊
は
尋
ぬ
べ
か
ら
ず
」と
始
ま
る
文
章
は
、

次
の
く
だ
り
で
中
断
し
て
い
る
。

　

霜
白
く
空
重
き
日
な
り
き
。
我
西
土
よ
り
帰
り
て
始
め
て
汝
が
墓
門
に
入
る
。
爾
時
汝
が
水
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あ
る
。

　

「
賢
人
と
愚
人
と
の
別
は
学
ぶ
と
学
ば
ざ
る
と
に
よ
り
て
で
き
る
も
の
な
り
」
「
人
は
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
貴
賤
・
貧
富
の
別
な
し
。
た
だ
学
問
を
勤
め
て
物
事
を
よ
く
知
る
者
は
貴
人
と
な
り
富
人

と
な
り
、
無
学
な
る
者
は
貧
人
と
な
り
下
人
と
な
る
な
り
」
*23
と
述
べ
た
の
は
『
学
問
の
す
す
め
』

の
福
沢
諭
吉
で
あ
る
が
、
江
藤
淳
は
、
小
学
校
に
入
学
し
た
漱
石
が
《
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
読
本

を
習
っ
た
は
ず
》
と
し
、
『
小
学
読
本
』
の
次
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。

人
に
、
賢
き
も
の
と
愚
か
な
る
も
の
と
あ
る
は
、
多
く
学
ぶ
と
学
ば
ざ
る
と
に
、
由
り
て
な
り
。

賢
き
も
の
は
、
世
に
用
ゐ
ら
れ
て
、
愚
か
な
る
も
の
は
、
人
に
捨
て
ら
れ
る
こ
と
、
常
の
道
な

れ
ば
、
幼
稚
の
と
き
よ
り
、
能
く
学
び
て
、
賢
き
も
の
と
な
り
、
必
ず
無
用
の
人
と
、
な
る
こ

と
な
か
れ
（
『
小
学
読
本
』
巻
一
、
田
中
義
兼
編
輯
・
那
珂
通
高
校
閲
、
明
治
七
年
八
月
改
正
・

文
部
省
発
行
）

　

そ
の
う
え
で
《
学
ん
で
「
賢
き
も
の
」
と
な
り
、
有
用
の
人
に
な
れ
ば
、
淋
し
さ
も
不
安
も
、
暗

い
い
さ
か
い
の
声
も
、
も
う
決
し
て
追
い
か
け
て
は
来
な
い
。
…
…
「
成
績
優
秀
」
な
金
之
助
は
、

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
》
と
し
、
こ
の
「
必
ず
無
用
の
人
と
、
な
る
こ
と
な
か

れ
」
を
含
む
一
節
は
《
ほ
と
ん
ど
金
之
助
の
こ
れ
以
後
ロ
ン
ド
ン
留
学
ま
で
の
生
活
の
基
調
音
を
決

定
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
》
と
述
べ
て
い
る
。
一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年
か
ら
雑
誌
に
連
載

さ
れ
た
漱
石
の
評
伝
『
漱
石
と
そ
の
時
代
』
*24
に
お
い
て
で
あ
る
。

　

「
必
ず
無
用
の
人
と
、
な
る
こ
と
な
か
れ
」
は
士
族
に
「
生
ま
れ
」
、
し
か
し
早
く
に
父
を
亡
く
し
、

以
来
「
家
」
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
幼
き
正
岡
子
規
の
心
に
こ
そ
深
く
染
み
込
ん
で
い
た
。
「
猶

期
青
史
姓
名
垂
」
（
明
治
二
十
三
年
、
歳
始
書
懐
の
詩
）
と
は
い
え
、
ま
ず
は
日
々
の
生
活
で
あ
る
。

子
規
は
母
と
妹
を
東
京
に
呼
び
寄
せ
た
か
っ
た
。
子
規
の
自
己
意
識
は
「
貴
族
的
」
な
も
の
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
生
活
に
は
余
裕
が
な
か
っ
た
。
キ
ー
ン
氏
の
言
を
借
り
れ
ば
《
俳
人
と
し
て
の

収
入
で
自
分
と
母
、
妹
を
東
京
で
な
ん
と
か
養
え
る
方
法
が
あ
れ
ば
、
子
規
は
幸
福
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
し
か
し
、
俳
句
で
十
分
な
収
入
を
得
る
可
能
性
は
無
き
に
等
し
か
っ
た
。
小
説
家
に
な
れ

ば
、
も
っ
と
金
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
子
規
は
考
え
た
》
。

　

前
年
の
年
末
に
常
磐
会
の
寄
宿
舎
を
出
た
子
規
は
二
ヶ
月
後
の
翌
明
治
二
十
五
年
一
月
に
小
説

「
月
の
都
」
を
脱
稿
し
た
。
河
東
碧
梧
桐
宛
書
簡
に
「
小
生
当
月
ハ
無
一
文
」
で
小
説
の
書
き
直
し

に
必
要
な
た
っ
た
一
本
の
筆
さ
え
買
え
ず
「
而
シ
テ
懐
中
余
ス
所
一
銭
六
厘
也
」
と
書
い
た
同
じ
月

で
あ
る
。
子
規
は
幸
田
露
伴
の
『
風
流
仏
』
を
手
本
と
し
て
「
月
の
都
」
を
書
い
た
。
そ
し
て
露
伴

に
原
稿
を
読
ん
で
も
ら
い
批
評
を
乞
う
た
。

　

碧
梧
桐
は
自
分
宛
の
子
規
の
書
簡
を
引
き
な
が
ら
書
い
て
い
る
。
《
「
拙
著
は
先
づ
世
に
出
る
こ
と

は
な
か
る
べ
し
」
を
句
の
体
を
な
し
て
い
る
な
ど
興
が
っ
た
余
裕
を
見
せ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の

奥
底
に
は
絶
望
的
な
悲
哀
の
潜
む
の
を
看
過
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
幾
分
の
自

信
を
持
っ
て
い
た
創
作
な
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
露
伴
が
推
称
の
労
を
惜
ま
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

子
規
は
こ
れ
を
出
版
し
て
世
に
問
う
勇
気
を
沮
喪
す
る
所
以
は
な
か
っ
た
の
だ
。
露
伴
訪
問
の
結

果
、
そ
の
期
待
を
抛
擲
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
、
そ
の
当
座
の
衷
情
は
恐
ら
く
毒
を
飲
む
よ
う
で

も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
》
*25
。
こ
の
年
、
母
と
妹
を
東
京
に
呼
び
寄
せ
た
子
規
は
俳
句
分
類
の
仕
事
を

始
め
て
い
る
。

　

「
こ
の
頃
ハ
僕
が
小
説
を
書
く
と
い
ふ
こ
と
が
新
聞
に
出
た
さ
う
だ
。
…
…
こ
れ
で
僕
ノ
小
説
が

出
た
ら
嘘
か
ら
出
た
誠
だ
ね
」
（
明
治
三
十
年
二
月
一
七
日
付
漱
石
宛
書
簡
）
、
「
近
来
た
の
ま
れ
て

小
説
と
や
ら
を
も
の
し
を
り
候
。
昨
夜
も
そ
れ
が
た
め
に
夜
を
ふ
か
し
候
処
」
（
明
治
三
十
年
九
月

一
五
日
付
漱
石
宛
書
簡
）
な
ど
の
の
ち
の
書
簡
か
ら
は
、
小
説
を
書
き
た
い
と
い
う
思
い
は
生
涯
消

え
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
子
規
は
小
説
家
と
し
て
身
を
立
て
る
こ
と
に
は
、
一
旦

見
切
り
を
つ
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
病
を
得
て
「
世
に
用
ゐ
ら
れ
」
る
た
め
の
、
し
た
が
っ
て
実
際
に
「
家
」
を
興
す
た

め
の
手
段
が
限
ら
れ
て
し
ま
っ
た
子
規
に
と
っ
て
、
世
間
に
ど
う
思
わ
れ
よ
う
と
も
、
文
学
で
身
を

立
て
る
以
外
に
道
は
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
事
情
は
、
た
と
え
ば
明
治
二
十
八
年
に
作
ら
れ
た
漢
詩

「
正
岡
行
」
に
も
窺
え
る
。

阿
嬢
在
堂
年
五
十　
　
　
　

阿
嬢
堂
に
在
り　

年
五
十

鮮
魚
不
薦
帛
不
襲　
　
　
　

鮮
魚　

薦
め
ず　

帛　

襲
ね
ず

妹
年
廿
六
嫁
見
去　
　
　
　

妹　

年
廿
六　

嫁
せ
ど
も
去
て
ら
れ

裁
衣
煮
菜
家
事
助　
　
　
　

衣
を
裁
ち
菜
を
煮
て　

家
事
を
助
く

吾
素
多
病
与
世
乖　
　
　
　

吾
素
よ
り
多
病　

世
と
乖
き

碌
碌
三
十
未
迎
妻　
　
　
　

碌
碌　

三
十　

未
だ
妻
を
迎
へ
ず

阿
嬢
為
児
憫
孤
寒　
　
　
　

阿
嬢
は
児
の
為
に　

孤
寒
を
憫
れ
み

児
為
阿
嬢
悲
無
孫　
　
　
　

児
は
阿
嬢
の
為
に　

孫
無
き
を
悲
し
む

生
不
興
家
絶
系
譜　
　
　
　

生
ま
れ
て
家
を
興
さ
ず　

系
譜
を
絶
つ

死
何
面
目
見
父
祖　
　
　
　

死
し
て　

何
の
面
目
あ
つ
て
か　

父
祖
に
見
え
ん

一
任
世
人
呼
吾
為
狷
狂　
　

一
に
世
人
の
吾
を
呼
ん
で
狷
狂
と
為
す
に
任
せ

只
期
青
史
長
記
姓
正
岡　
　

只
期
す　

青
史　

長
へ
に
姓
の
正
岡
を
記
せ
ん
こ
と
を

　

キ
ー
ン
氏
は
《
こ
れ
は
子
規
の
最
も
個
人
的
な
漢
詩
の
一
つ
で
、
他
で
は
触
れ
て
い
な
い
家
庭
の

詳
細
を
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
子
規
が
詩
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
た
美
の
要
素
が
欠
け
て
い

る
。
し
か
し
最
後
の
一
行
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
子
規
を
取
り
巻
く
暗
さ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
自
分

の
仕
事
が
自
分
（
な
ら
び
に
正
岡
家
）
に
一
種
の
永
遠
性
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
を
子
規
は
願
っ

て
い
る
。
こ
の
詩
は
決
し
て
冷
た
く
な
い
が
、
少
な
く
と
も
母
親
に
対
す
る
愛
情
の
言
葉
が
あ
っ
て

も
い
い
。
し
か
し
子
規
は
、
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
言
葉
を
知
ら
な
か
っ
た
》
*26
と
書
い
て
い
る
。

　

私
に
は
子
規
の
母
親
や
妹
に
対
す
る
愛
情
が
見
え
る
気
が
す
る
が
、
そ
れ
は
「
愛
情
の
言
葉
」
で

は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
触
れ
て
こ
の
よ
う
に
詩
に
書
く
こ
と
が
彼
の
母
や
妹
に
対
す
る
愛
情
で
あ
っ
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て
工
商
の
肩
を
持
た
ん
と
欲
す
。

　

学
校
の
成
績
で
は
士
族
の
子
の
多
く
は
工
商
の
子
の
多
く
に
及
ば
な
い
が
、
ひ
と
た
び
学
校
を
出

た
ら
工
商
の
子
弟
は
士
族
の
子
弟
に
ひ
け
を
と
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
る
子
規
に
対
し
て
、
漱
石
は

ま
ず
統
計
的
な
根
拠
の
有
無
を
問
い
、
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
ば
漱
石
の
い
た
学
校
の
よ
う
に

逆
の
例
と
な
る
事
実
が
提
出
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
も
は
や
議
論
の
土
台
に
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
工
商
の
子
弟
が
劣
る
の
は
「
学
問
の
点
」
か
「
世
渡
り
の
巧
拙
」

か
「
気
節
の
点
」
か
と
問
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
つ
い
て
論
駁
し
て
い
く
。
そ
し
て
最
後
に
、
引

用
部
分
に
あ
る
よ
う
に
「
気
節
の
有
無
な
ど
は
教
育
次
第
」
で
あ
り
、
「
四
民
の
階
級
を
以
て
人
間

の
尊
卑
を
分
」
け
る
よ
う
な｢
貴
族
的
の
言
語
を
吐
く｣

な
ら
、
自
分
は
そ
れ
に
対
抗
し
て｢

工
商

の
肩｣

を
も
つ
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　

生
来
の
も
の
と
教
育
に
よ
る
も
の
と
の
問
題
は
、
た
と
え
ば
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
の
「
お
れ
」
で
あ

れ
ば
、
「
親
譲
り
の
無
鉄
砲
で
小
供
の
時
か
ら
損
ば
か
り
」
（
一
）
と
い
う
そ
の
「
親
譲
り
」
の
問
題

で
あ
り
、
「
こ
ん
な
土
百
姓
と
は
生
ま
れ
か
ら
し
て
違
う
」
（
四
）
と
い
う
そ
の
「
生
ま
れ
」
の
問
題

で
あ
る
。
漱
石
は
自
分
が
生
ま
れ
持
っ
た
「
性
質
」
と
の
ち
に
受
け
た
「
教
育
」
を
抱
え
な
が
ら
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
出
た
「
家
」
と
の
距
離
を
う
ま
く
取
れ
ず
に
い
た
。
そ
れ
が
彼
の
「
孤
立
」
の
一

因
で
あ
っ
た
。
子
規
が
「
生
ま
れ
」
に
こ
だ
わ
っ
た
よ
う
に
、
漱
石
は
自
身
の
受
け
た
「
教
育
」
に

自
信
が
あ
り
、
自
負
心
の
拠
り
所
と
し
て
い
た
。

　

彼
は
親
類
か
ら
変
人
扱
い
に
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
彼
に
取
っ
て
大
し
た
苦
痛
に
も

な
ら
な
か
っ
た
。

    

「
教
育
が
違
う
ん
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」

    

彼
の
腹
の
中
に
は
常
に
こ
う
い
う
答
弁
が
あ
っ
た
。
（
『
道
草
』
三
）

    

彼
は
教
育
も
身
分
も
な
い
人
を
自
分
の
姉
と
呼
ぶ
の
は
厭
だ
と
主
張
し
て
、
気
の
弱
い
兄
を

苦
し
め
た
。
（
同
三
十
六
）

    

平
生
の
彼
は
教
育
の
力
を
信
じ
過
ぎ
て
い
た
。
今
の
彼
は
そ
の
教
育
の
力
で
ど
う
す
る
事
も

出
来
な
い
野
生
的
な
自
分
の
存
在
を
明
ら
か
に
認
め
た
。
か
く
事
実
の
上
に
お
い
て
突
然
人
間

を
平
等
に
視
た
彼
は
、
不
断
か
ら
軽
蔑
し
て
い
た
姉
に
対
し
て
多
少
極
り
の
悪
い
思
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
（
同
六
十
七
）

    

彼
女
の
考
え
は
単
純
で
あ
っ
た
。
今
に
こ
の
夫
が
世
間
か
ら
教
育
さ
れ
て
、
自
分
の
父
の
よ

う
に
、
型
が
変
っ
て
行
く
に
違
な
い
と
い
う
確
信
を
有
っ
て
い
た
。
／　

案
に
相
違
し
て
健
三

は
頑
強
で
あ
っ
た
。
（
同
八
十
四
）

    

生
憎
細
君
の
父
は
役
に
立
つ
男
で
あ
っ
た
。
彼
女
の
弟
も
そ
う
い
う
方
面
に
だ
け
発
達
す
る

性
質
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
健
三
は
甚
だ
実
用
に
遠
い
生
れ
付
で
あ
っ
た
。
（
同
九
十
二
）

　

「
教
育
」
に
よ
っ
て
知
識
や
見
識
を
獲
得
す
れ
ば
当
然
人
は
変
わ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
し
た
「
教

育
」
で
は
決
し
て
変
え
ら
れ
な
い
「
野
生
」
「
性
質
」
「
生
れ
付
」
が
あ
り
、
そ
れ
が
『
道
草
』
に
も

描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
生
来
」
が
必
然
や
不
変
、
運
命
や
絶
対
と
い
っ
た
も
の
に
近
づ

き
易
い
の
に
対
し
て
、
「
教
育
」
は
偶
然
や
変
化
に
道
を
開
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
物
事
を
相
対
化

す
る
力
を
得
る
こ
と
で
も
あ
る
。
相
対
化
の
対
象
は
自
己
を
も
含
む
。
漱
石
に
自
己
の
相
対
化
が
可

能
と
な
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

不
思
議
に
も
学
問
を
し
た
健
三
の
方
は
こ
の
点
に
お
い
て
か
え
っ
て
旧
式
で
あ
っ
た
。
自

分
は
自
分
の
た
め
に
生
き
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
主
義
を
実
現
し
た
が
り
な
が

ら
、
夫
の
た
め
に
の
み
存
在
す
る
妻
を
最
初
か
ら
仮
定
し
て
憚
か
ら
な
か
っ
た
。
（
『
道
草
』

七
十
一
）

　
　

五　

正
岡
子
規
と
の
距
離
（
功
名
と
懐
手
）

　

最
後
に
漱
石
と
子
規
の
人
生
に
対
す
る
態
度
を
見
て
お
こ
う
。
子
や
兄
の
「
た
め
に
の
み
存
在
す

る
」
母
や
妹
を
最
後
ま
で
疑
わ
ず
に
最
期
を
迎
え
た
子
規
に
と
っ
て
、
漱
石
的
な
自
己
相
対
化
と
い

う
意
味
で
の
成
長
は
な
か
っ
た
。
明
治
十
六
年
に
松
山
か
ら
東
京
に
出
る
ま
で
に
彼
に
で
き
る
ほ
ど

の
成
熟
は
す
で
に
終
え
て
い
た
。
「
教
育
」
と
い
う
も
の
が
、
様
々
に
「
生
ま
れ
」
の
異
な
る
人
間

に
対
し
て
「
平
等
」
に
作
用
す
る
側
面
や
「
生
来
」
と
「
教
育
」
と
を
弁
証
法
的
に
捉
え
つ
つ
人
格

的
に
自
己
を
陶
冶
し
て
い
く
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、
子
規
は
つ
い
ぞ
真
面
目
に
考
え
た
こ
と
が
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
を
す
で
に
大
人
だ
と
思
っ
た
子
規
は
す
ぐ
に
世
に
出
た
が
っ
た
。
大

学
は
そ
の
方
便
で
あ
り
、
用
を
な
さ
な
い
と
な
れ
ば
あ
っ
さ
り
見
限
ろ
う
と
し
た
。

　

明
治
二
十
四
年
、
子
規
は
哲
学
科
か
ら
国
文
科
へ
転
科
し
た
が
、
六
月
に
は
学
年
試
験
を
放
棄
し
、

落
第
の
危
機
に
あ
っ
た
。
追
試
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
漱
石
は
あ
れ
こ
れ
と
手
を
回
し
た
が
、
結
果

的
に
は
担
当
教
員
に
受
験
を
断
ら
れ
子
規
の
希
望
は
叶
わ
ず
に
終
わ
る
。
漱
石
は
明
治
二
十
四
年
七

月
十
八
日
付
子
規
宛
書
簡
で
、
子
規
が
大
学
（
本
科
）
を
や
め
て
時
期
を
見
て
選
科
に
入
り
直
す
と

い
う
案
に
賛
成
し
て
い
る
。

　

御
帰
省
後
御
病
気
よ
ろ
し
か
ら
ざ
る
お
も
む
き
ま
こ
と
に
御
気
の
毒
の
至
に
存
候
。
さ
や
う

の
御
容
体
に
て
は
強
い
て
在
学
被
遊
候
と
て
も
詮
な
き
事
、
御
老
母
の
み
か
は
小
生
ま
で
も
心

配
に
御
座
候
得
ば
、
貴
意
の
如
く
撰
科
に
て
も
御
辛
抱
相
成
る
方
可
然
。
人
爵
は
固
よ
り
虚
栄

学
士
に
な
ら
な
け
れ
ば
飯
が
食
へ
ぬ
と
申
す
次
第
に
も
有
之
間
じ
く
候
得
ば
、
命
大
切
と
気
楽

に
御
修
業
可
然
と
存
候
。

　

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
位
階
や
官
禄
の
よ
う
な
人
間
が
定
め
た
社
会
的
身
分
に
汲
々

と
せ
ず
と
も
食
べ
て
い
け
る
、
生
き
て
い
け
る
と
い
う
漱
石
の
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
は
子
規
宛
の
最

初
の
書
簡
の
末
尾
に
あ
っ
た
「to live is the sole end of m

an!

」
と
い
う
言
葉
に
つ
な
が
る
も
の
で
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石
は
抽
象
的
な
問
題
に
煩
悶
し
た
ば
か
り
で
な
く
結
婚
や
就
職
な
ど
世
俗
的
な
問
題
に
も
頭
を
悩
ま

せ
た
。

　

た
と
え
ば
明
治
三
十
年
四
月
二
三
日
付
子
規
宛
書
簡
を
見
て
み
よ
う
。

　

さ
て
小
生
の
目
的
御
尋
ね
故
、
御
明
答
申
上
た
け
れ
ど
、
実
は
当
人
自
ら
が
い
は
ゆ
る
わ
が

身
で
わ
が
身
が
わ
か
ら
な
い
位
故
、
到
底
山
川
流
に
説
明
す
る
訳
に
は
参
り
兼
候
へ
ど
も
単
に

希
望
を
臚
列
す
る
な
ら
ば
教
師
を
や
め
て
単
に
文
学
的
の
生
活
を
送
り
た
き
な
り
。
換
言
す
れ

ば
文
学
三
昧
に
て
消
光
し
た
き
な
り
。
月
々
五
、
六
十
の
収
入
あ
れ
ば
今
に
も
東
京
へ
帰
り
て

勝
手
な
風
流
を
仕
る
覚
悟
な
れ
ど
、
遊
ん
で
居
つ
て
金
が
懐
中
に
舞
ひ
込
む
と
い
ふ
訳
に
も
ゆ

か
ね
ば
、
衣
食
だ
け
は
小
々
堪
忍
辛
防
し
て
何
か
の
種
を
探
し
（
但
し
教
師
を
除
ク
）
そ
の
余

暇
を
以
て
自
由
な
書
を
読
み
自
由
な
事
を
言
ひ
自
由
な
事
を
書
か
ん
事
を
希
望
致
候
。
し
か
る

に
小
生
は
不
具
の
人
間
な
れ
ば
（
後
略
）

　

こ
の
後
の
記
述
で
は
、
行
政
官
、
事
務
官
、
（
帝
国
）
図
書
館
員
の
仕
事
な
ど
も
、
あ
ち
こ
ち
周

旋
を
頼
み
つ
つ
も
仕
事
が
な
く
、
あ
っ
て
も
自
分
で
は
務
め
が
続
き
そ
う
も
な
い
と
愚
痴
を
こ
ぼ
し

て
い
る
。
前
年
に
熊
本
の
第
五
高
等
学
校
へ
赴
任
し
、
中
根
鏡
と
結
婚
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
漱
石

は
い
よ
い
よ
教
師
生
活
を
已
め
て
「
単
に
文
学
的
の
生
活
を
送
り
た
き
な
り
」
「
文
学
三
昧
に
て
消

光
し
た
き
な
り
」
と
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
年
、
父
直
克
が
死
去
し
て
い
る
。

　

四　

正
岡
子
規
と
の
距
離
（
生
来
と
教
育
）

　

漱
石
の
「
孤
立
」
を
一
層
深
め
た
こ
と
の
一
つ
に
は
、
そ
の
嫂
の
死
が
あ
る
。
ま
ず
は
明
治

二
十
四
年
八
月
三
日
付
書
簡
に
あ
る
「
嫂
の
死
亡
」
（
登
世
は
七
月
二
十
八
日
死
去
）
に
関
わ
る
記

述
を
見
よ
う
。
そ
こ
か
ら
漱
石
が
「
生
れ
付
」
や
「
教
育
」
に
つ
い
て
ど
ん
な
考
え
を
持
っ
て
い
た

か
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

    

実
は
去
る
四
月
中
よ
り
懐
妊
の
気
味
に
て
悪
阻
と
申
す
病
気
に
か
か
り
、
と
か
く
打
ち
勝
れ

ず
漸
次
重
症
に
陥
り
、
子
は
闇
よ
り
闇
へ
、
母
は
浮
世
の
夢
二
十
五
年
を
見
残
し
て
冥
土
へ
ま

か
り
越
し
申
候
。
天
寿
は
天
命
死
生
は
定
業
と
は
申
し
な
が
ら
洵
に

〱
に
口
惜
し
き
事
致
候
。

／
わ
が
一
族
を
賞
揚
す
る
は
何
と
な
く
大
人
気
な
き
儀
に
は
候
得
ど
も
、
あ
れ
ほ
ど
の
人
物
は

男
に
も
な
か

〱
得
や
す
か
ら
ず
、
ま
し
て
婦
人
中
に
は
恐
ら
く
有
之
間
じ
く
と
存
居
候
。
そ

は
夫
に
対
す
る
妻
と
し
て
完
全
無
欠
と
申
す
義
に
は
無
之
候
へ
ど
も
、
社
会
の
一
分
子
た
る
人

間
と
し
て
は
ま
こ
と
に
敬
服
す
べ
き
婦
人
に
候
ひ
し
。
先
づ
節
操
の
毅
然
た
る
は
申
す
に
不
及
、

性
情
の
公
平
正
直
な
る
胸
懐
の
洒
々
落
々
と
し
て
細
事
に
頓
着
せ
ざ
る
な
ど
、
生
れ
な
が
ら
に

し
て
悟
道
の
老
僧
の
如
き
見
識
を
有
し
た
る
か
と
怪
ま
れ
候
位
、
鬚
髯
鬖
々
た
る
生
悟
り
の
え

せ
居
士
は
と
て
も
及
ば
ぬ
事
、
小
生
自
か
ら
慚
愧
仕
候
事
幾
回
な
る
を
知
ら
ず
。
か
か
る
聖
人

も
長
生
き
は
勝
手
に
出
来
ぬ
者
と
見
え
て
遂
に
魂
帰
冥
漠
魄
帰
泉
只
住
人
間
二
十
五
年
〔
魂
は

冥
漠
に
帰
し
魄
は
泉
に
帰
る
。
只
だ
住
む
人
間
二
十
五
年
〕
と
申
す
場
合
に
相
成
候
。
さ
は
れ

平
生
仏
け
を
念
じ
不
申
候
へ
ば
、
極
楽
に
ま
か
り
越
す
事
も
叶
ふ
間
じ
く
、
耶
蘇
の
子
弟
に
も

無
之
候
へ
ば
、
天
堂
に
再
生
せ
ん
事
も
覚
束
な
く
、
一
片
の
精
魂
も
し
宇
宙
に
存
す
る
も
の
な

ら
ば
二
世
と
契
り
し
夫
の
傍
か
平
生
親
し
み
暮
せ
し
義
弟
の
影
に
髣
髴
た
ら
ん
か
と
夢
中
に
幻

影
を
描
き
、
こ
こ
か
か
し
こ
か
と
浮
世
の
羈
絆
に
つ
な
が
る
る
死
霊
を
憐
み
、
う
た
た
不
便
の

涙
に
む
せ
び
候
。
母
を
失
ひ
伯
仲
二
兄
を
失
ひ
し
身
の
か
か
る
事
に
は
馴
れ
や
す
き
道
理
な
る

に
、
一
段
ご
と
に
一
層
の
悼
惜
を
加
へ
候
は
、
小
子
感
情
の
発
達
未
だ
そ
の
頂
点
に
達
せ
ざ
る

故
に
や
、
心
事
御
推
察
被
下
た
く
候
。

　

こ
こ
に
は｢

節
操
の
毅
然
た
る｣

こ
と
、
「
公
平
正
直
」
な
る
こ
と
、
「
細
事
に
頓
着
せ
ざ
る
」
こ

と
等
々
、
漱
石
の
理
想
と
す
る
人
物
像
が
は
っ
き
り
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
と
く
に
後
半

部
分
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
の
は
彼
の｢

孤
立｣

で
あ
る
。
添
え
ら
れ
た
悼
亡
の
句
十
三
句
の
う
ち
「
君

逝
き
て
浮
世
に
花
は
な
か
り
け
り
」
「
今
日
よ
り
は
誰
に
見
立
ん
秋
の
月
」
な
ど
の
句
か
ら
も
こ
の

嫂
が
ど
れ
ほ
ど
漱
石
の｢

孤
立｣

を
防
い
で
く
れ
て
い
た
か
が
諒
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
「
聖
人
」
登
世
が
有
し
た
「
悟
道
の
老
僧
の
如
き
見
識
」
が
「
生

ま
れ
な
が
ら
」
の
も
の
で
あ
る
か
と
疑
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
女
の
「
人
物
」

が
先
天
的
な
も
の
（
生
ま
れ
つ
き
）
か
後
天
的
な
も
の
（
教
育
あ
る
い
は
経
験
な
ど
）
か
を
問
い
、

教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
若
く
経
験
の
浅
い
登
世
の
場
合
、
特
異
な
例
と
し
て
前
者
と
考
え
る
ほ
か
な

い
だ
ろ
う
と
漱
石
が
見
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

漱
石
が
一
般
に
人
間
の
尊
卑
を
そ
の
「
生
ま
れ
」
で
も
っ
て
判
断
す
る
こ
と
に
否
定
的
で
あ
る
こ

と
は
、
他
の
子
規
宛
書
簡
か
ら
も
窺
え
る
。
た
と
え
ば
子
規
が
「
気
節
論
」
を
添
え
て
、
読
む
よ
う

に
薦
め
て
送
り
つ
け
て
き
た
『
明
治
豪
傑
も
の
が
た
り
』
に
対
す
る
同
二
十
四
年
十
一
月
七
日
付
の

返
書
で
あ
る
。
漱
石
は
よ
ほ
ど
腹
に
据
え
か
ね
た
の
か
、
「
明
治
豪
傑
譚
」
の
よ
う
な
「
か
か
る
小

供
だ
ま
し
の
小
冊
子
を
以
て
気
節
の
手
本
に
せ
よ
と
て
わ
ざ

〱
恵
投
せ
ら
れ
た
る
は
、
つ
や

〱

そ
の
意
を
得
ず
」
と
む
し
ろ
自
身
の
憤
慨
を
鎮
め
る
た
め
で
あ
る
か
の
よ
う
に
懇
切
丁
寧
に
反
駁
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
武
士
の
家
に
「
生
ま
れ
つ
い
た
」
子
規
の
士
族
意
識
を
相
対
化
す
る
か
た
ち
で

自
己
の
人
間
観
を
示
す
の
で
あ
る
。

と
に
か
く
気
節
の
有
無
な
ど
は
教
育
次
第
に
て
、
工
商
の
子
な
り
と
て
相
応
の
教
育
を
為
し
一

個
の
見
識
を
養
生
せ
し
め
ば
敢
て
士
家
の
子
弟
に
劣
ら
ん
と
も
覚
え
ず
。
暫
ら
く
気
節
は
士
人

の
子
の
手
に
落
ち
工
商
の
夢
視
せ
ざ
る
処
と
す
る
も
、
こ
れ
は
工
商
た
る
が
た
め
に
気
節
な
き

に
あ
ら
ず
し
て
気
節
を
涵
養
す
る
の
時
機
に
会
せ
ざ
り
し
の
み
。
試
み
に
士
家
の
子
弟
を
と
り

て
幼
少
よ
り
丁
稚
た
ら
し
め
ば
数
年
を
出
ず
し
て
銅
臭
の
児
と
な
ら
ん
。
君
の
議
論
は
工
商
の

子
た
る
が
故
に
気
節
な
し
と
て
四
民
の
階
級
を
以
て
人
間
の
尊
卑
を
分
た
ん
か
の
如
く
に
聞

ゆ
。
君
何
が
故
か
か
る
貴
族
的
の
言
語
を
吐
く
や
。
君
も
し
か
く
い
は
ば
、
わ
れ
こ
れ
に
抗
し
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御
手
紙
拝
見
寐
耳
に
水
の
御
譴
責
状
ハ
実
ニ
小
生
の
肝
を
ひ
や
し
候
（
ひ
や
し
也
ひ
や
か
し
に

あ
ら
ず
）
。
君
を
褒
姒
視
す
る
に
ハ
あ
ら
ざ
れ
ど
一
笑
を
博
せ
ん
と
思
ひ
て
千
辛
万
苦
し
て
書

い
た
滑
稽
が
君
の
万
怒
を
買
ふ
た
と
ハ
実
に
恐
れ
入
つ
た
事
に
て
小
生
自
ら
我
筆
の
拙
な
る
に

驚
か
ざ
る
を
得
ず
、
何
ハ
と
も
あ
れ
失
礼
の
段
万
々
奉
恐
入
候
。
犬
の
糞
の
か
た
き
の
と
そ
ん

な
心
得
ハ
毛
頭
も
無
御
坐
人
が
ひ
や
か
し
た
か
ら
ひ
や
し
か
へ
す
の
、
ヤ
レ
師
弟
の
礼
を
執
る

の
と
も
う

〱
穴
へ
で
も
は
い
り
た
き
心
地
致
し
候
。

　

冒
頭
は
い
か
に
も
襟
を
正
し
て
謝
罪
す
る
か
に
見
せ
て
、
す
ぐ
に
も
以
前
の
滑
稽
調
に
戻
し
て
し

ま
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が
子
規
な
り
の
漱
石
へ
の
励
ま
し
な
の
で
あ
る
。
彼
は
決
し
て
暗
く
沈
ん
だ

漱
石
に
調
子
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

漱
石
は
先
の
手
紙
で
七
言
絶
句
の
他
に
二
十
八
句
か
ら
な
る
詩
（
一
句
欠
損
）
も
添
え
て
い
た
。

「
仙
人
堕
俗
界
。
遂
不
免
喜
悲
。
（
仙
人
俗
界
に
堕
つ
れ
ば
／
遂
に
悲
喜
を
免
れ
ず
）
」
と
始
ま
る
そ

の
詩
は
「
嗤
者
亦
泯
滅
。
得
喪
皆
一
時
。
寄
語
功
名
客
。
役
々
欲
何
為
。
（
嗤
ふ
者
も
亦
た
泯
滅
す

／
得
喪
皆
一
時
／
語
を
寄
す
功
名
の
客
に
／
役
々
何
を
か
為
さ
ん
と
欲
す
と
）
」
と
結
ば
れ
る
の
だ

が
、
む
ろ
ん
「
功
名
客
」
（
名
を
求
め
る
人
）
は
子
規
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

　

興
味
深
い
の
は
、
「
君
痾
猶
可
癒
。
僕
痴
不
可
医
。
（
君
が
痾
猶
ほ
癒
す
可
く
／
僕
が
痴
医
す
可
か

ら
ず
）
」
と
自
身
の
「
痴
」
が
治
ら
な
い
も
の
だ
ろ
う
と
自
覚
し
、
む
し
ろ
開
き
直
っ
て
い
る
よ
う

な
漱
石
の
態
度
が
、
子
規
の
返
事
に
あ
る
二
十
六
句
か
ら
な
る
詩
に
も
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
子
規

の
右
の
手
紙
は
、
七
言
絶
句
に
長
詩
を
添
え
る
漱
石
書
簡
と
同
形
式
が
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
「
雄

飛
未
得
時
。
只
余
意
気
豪
（
雄
飛
未
だ
時
を
得
ず
／
只
余
す
の
み
意
気
の
豪
な
る
を
）
」
と
書
く
子

規
は
、
式
部
や
芭
蕉
の
名
前
を
挙
げ
て
、
彼
ら
が
歴
史
に
残
る
だ
け
で
誰
も
そ
の
仕
業
を
継
ご
う
と

し
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
「
今
世
詩
落
地
。
不
絶
僅
如
糸
。
文
章
皆
有
病
。
其
奈
無
良
医
」
（
今
世
詩
は

地
に
落
ち
／
絶
ゆ
ざ
る
こ
と
僅
か
に
糸
の
如
し
／
文
章
皆
病
有
り
／
其
れ
良
医
無
き
を
奈
ん
せ
ん
）

と
日
本
の
文
芸
の
決
し
て
確
か
で
な
い
現
状
を
嘆
き
、
「
吾
不
与
世
移
。
避
塵
独
守
痴
」
（
吾
は
世
と

移
ら
ず
／
塵
を
避
け
独
り
痴
を
守
る
）
と
記
す
の
で
あ
る
。

　

二
人
の
違
い
は
明
ら
か
で
、
漱
石
の
「
痴
」
に
は
そ
れ
を
抱
え
た
自
分
の
将
来
に
展
望
が
な
く
、

子
規
の
「
痴
」
に
は
自
身
が
今
後
す
べ
き
こ
と
が
、
た
と
え
ば
彼
の
後
年
の
仕
事
に
つ
な
が
る
「
月

並
」
批
判
や
「
伝
統
」
の
批
判
的
継
承
な
ど
が
、
く
っ
き
り
と
で
は
な
く
と
も
、
と
に
か
く
は
見
え

て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
こ
の
時
点
で
二
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
「
雄
飛
」
を
め
ざ
す
若
者
ら
し

い
野
心
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
漱
石
も
子
規
も
「
未
得
時
」
何
ら
《
文
学
的
価
値
の
あ
る

も
の
は
ま
だ
何
も
書
い
て
い
な
か
っ
た
》
*21
。
こ
う
し
た
ず
れ
は
、
子
規
に
は
差
し
迫
っ
た
具
体
的

な
死
期
が
あ
り
、
漱
石
に
は
そ
の
焦
燥
が
抽
象
的
で
宛
て
が
な
い
こ
と
か
ら
来
る
も
の
な
の
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
、
だ
と
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
に
漱
石
の
悩
み
は
よ
り
深
い
と
も
言
え
よ
う
。

　

あ
る
い
は
漱
石
の
「
孤
立
」
は
、
無
闇
な
行
い
と
な
っ
て
顕
れ
た
。
た
と
え
ば
、
「
拝
啓　

昨
夜

又
々
持
て
余
し
た
る
酒
囊
飯
袋
を
荷
ひ
て
の
そ

〱
と
帰
京
仕
候
」
と
始
ま
る
明
治
二
十
七
年
九
月

四
日
付
子
規
宛
書
簡
で
は
、
「
三
、
四
年
来
沸
騰
せ
る
脳
漿
を
冷
却
」
す
る
た
め
に
「
落
付
か
ぬ
尻
に

帆
を
挙
げ
て
歩
け
る
だ
け
歩
く
」
「
旅
行
」
に
明
け
暮
れ
る
よ
う
な
無
鉄
砲
な
日
々
を
「
理
性
と
感

情
の
戦
争
益
劇
し
く
」
「
天
上
に
登
る
か
奈
落
に
沈
む
か
運
命
の
定
ま
る
ま
で
は
安
心
立
命
到
底
無

覚
束
候
」
と
記
す
。
松
島
の
瑞
巌
寺
に
詣
で
て
「
年
来
の
累
を
一
掃
せ
ん
」
と
し
て
、
し
か
し
「
到

底
見
性
の
器
に
あ
ら
ず
」
と
参
禅
を
諦
め
、
す
ぐ
に
今
度
は
「
南
相
の
海
角
」
に
向
い
「
日
夜
鹹
水

に
浸
り
妄
り
に
手
足
を
動
か
し
て
落
付
か
ぬ
心
を
制
せ
ん
」
と
し
た
け
れ
ど
も
、
た
だ
「
乱
暴
を
致

す
」
の
み
に
終
わ
っ
た
と
漱
石
は
報
告
し
て
い
る
。

俗
界
に
在
て
勉
強
が
出
来
ぬ
由
御
嘆
息
御
尤
も
に
は
御
座
候
へ
ど
も
、
学
問
の
府
た
る
大
学
院

に
あ
つ
て
勉
強
す
べ
き
時
間
は
あ
り
な
が
ら
勉
強
の
出
来
ぬ
は
実
心
苦
し
き
限
に
御
座
候
。
こ

の
三
、
四
年
来
勉
強
と
い
ふ
ほ
ど
勉
強
を
し
た
事
な
く
常
に
良
心
に
譴
責
せ
ら
る
る
小
生
の
心

事
は
傍
で
見
る
ほ
ど
気
楽
な
者
に
は
無
之
候
。
し
か
し
申
訳
の
た
め
暇
さ
へ
あ
れ
ば
終
日
机
に

向
ふ
処
幾
分
か
殊
勝
に
御
座
候
。
こ
の
度
も
読
も
せ
ぬ
書
籍
を
山
ほ
ど
携
帯
致
候
段
、
我
な
が

ら
そ
の
意
を
了
解
す
る
に
苦
し
み
候
。
た
だ
「
シ
ェ
レ
ー
」
の
詩
集
一
巻
は
常
に
と
い
は
ざ
れ

ど
時
々
あ
ま
り
不
快
の
時
は
繰
り
返
し

〱
或
部
分
を
熟
読
致
し
大
に
愉
快
を
覚
え
候
。

　

子
規
が
「
俗
界
」
で
「
勉
強
」
が
で
き
な
い
こ
と
を
嘆
く
の
は
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
が
、
学
問
の

府
で
あ
る
大
学
院
に
い
る
自
分
が
時
間
が
あ
る
の
に
勉
強
が
で
き
な
い
の
は
本
当
に
「
心
苦
し
き
限
」

だ
と
訴
え
て
い
る
。
こ
の
年
十
二
月
、
鎌
倉
は
円
覚
寺
に
釈
宗
演
を
導
師
と
し
て
参
禅
す
る
が
、「
安

心
立
命
」
は
得
ら
れ
ず
に
終
わ
る
。

兎
に
角
三
年
勉
強
し
て
、
遂
に
文
学
は
解
ら
ず
じ
ま
ひ
だ
つ
た
の
で
す
。
私
の
煩
悶
は
第
一
此

所
に
根
ざ
し
て
ゐ
た
と
申
し
上
げ
て
も
差
支
な
い
で
せ
う
。
／　

私
は
そ
ん
な
あ
や
ふ
や
な
態

度
で
世
の
中
へ
出
て
と
う

〱
教
師
に
な
つ
た
と
い
ふ
よ
り
教
師
に
さ
れ
て
仕
舞
つ
た
の
で

す
。
（
中
略
）
私
は
此
世
に
生
れ
た
以
上
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
、
と
云
つ
て
何
を
し
て
好

い
か
少
し
も
見
当
が
付
か
な
い
。
私
は
丁
度
霧
の
中
に
閉
ぢ
込
め
ら
れ
た
孤
独
の
人
間
の
や
う

に
立
ち
竦
ん
で
し
ま
つ
た
の
で
す
。
*22

　

『
私
の
個
人
主
義
』
（
大
正
三
年
）
で
は
、
こ
の
後
「
同
じ
不
安
を
連
れ
て
松
山
か
ら
熊
本
へ
引
越

し
、
又
同
様
の
不
安
を
胸
の
底
に
畳
ん
で
外
国
迄
渡
つ
た
」
。
そ
の
留
学
先
で
「
始
め
て
文
学
と
は

何
ん
な
も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
概
念
を
根
本
的
に
自
分
で
作
り
上
げ
る
よ
り
外
に
、
私
を
救
ふ
途
は

な
い
の
だ
と
悟
つ
た
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
の
だ
が
、
参
禅
や
ジ
ャ
パ
ン
メ
ー
ル
へ
の
就
職
の
失
敗

か
ら
松
山
中
学
へ
の
赴
任
と
な
る
明
治
二
十
七
年
、
二
十
八
年
は
漱
石
が
精
神
的
に
か
な
り
不
安
定

だ
っ
た
時
期
で
あ
る
。

　

彼
は
「
異
様
の
熱
塊
」
（
『
道
草
』
三
）
を
胸
の
う
ち
に
抱
え
な
が
ら
、
何
に
注
力
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
ず
「
妄
り
に
手
足
を
動
か
し
て
」
「
乱
暴
」
す
る
ほ
か
に
な
く
、
詩
の
一
節
だ
け
が
唯
一
の
慰

安
で
あ
る
よ
う
な
「
陰
鬱
な
」
日
々
を
懸
命
に
生
き
て
い
た
。
「
孤
立
」
は
依
然
続
い
て
お
り
、
漱
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そ
れ
は
漱
石
の
人
生
や
世
界
に
対
す
る
態
度
を
決
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
子
規
と
の
埋
め
る
こ

と
の
で
き
な
い
距
離
を
際
立
た
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
　

三　

正
岡
子
規
と
の
距
離
（
厭
世
と
乱
暴
）

　

「
孤
立
」
は
、
漱
石
に
自
縄
自
縛
的
な
身
悶
え
を
強
い
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
へ
の
子
規
独
特
の

励
ま
し
方
と
二
人
の
漢
詩
の
や
り
と
り
か
ら
互
い
の
将
来
に
つ
い
て
の
展
望
の
違
い
を
見
る
。

　

漱
石
の
「
孤
立
」
は
、
た
と
え
ば
厭
世
の
よ
う
な
姿
勢
と
し
て
顕
れ
た
。
明
治
二
十
三
年
、
二
人

は
そ
ろ
っ
て
第
一
高
等
中
学
校
を
卒
業
し
、
漱
石
は
文
科
大
学
英
文
学
科
に
、
子
規
は
同
哲
学
科
に

入
学
す
る
。
漱
石
は
眼
病
に
苦
し
ん
だ
。
七
月
二
十
日
付
子
規
宛
書
簡
に
は
「
何
の
因
果
か
女
の
祟

り
か
こ
の
頃
は
持
病
の
眼
が
よ
ろ
し
く
な
い
」
と
あ
り
、
八
月
九
日
付
子
規
宛
書
簡
で
も
「
眼
病
と

か
く
よ
ろ
し
か
ら
ず
」
と
あ
る
。
そ
し
て
「
こ
の
頃
は
何
と
な
く
浮
世
が
い
や
に
な
り
、
ど
う
考
へ

て
も
考
へ
直
し
て
も
い
や
で

〱
立
ち
切
れ
ず
、
去
り
と
て
自
殺
す
る
ほ
ど
の
勇
気
も
な
き
は
」
と

調
子
が
変
わ
り
、
次
の
よ
う
に
、
冗
談
め
か
し
つ
つ
も
、
厭
世
的
な
自
ら
の
死
に
対
す
る
憧
憬
の
念

を
語
る
の
で
あ
る
。

あ
あ
正
岡
君
、
生
て
を
れ
ば
こ
そ
根
も
な
き
毀
誉
に
心
を
労
し
無
実
の
褒
貶
に
気
を
揉
ん
で
鼠

糞
梁
上
よ
り
落
つ
る
も
胆
を
消
す
と
禅
坊
に
笑
は
れ
る
で
は
ご
ざ
ら
ぬ
か
。
御
文
様
の
文
句
で

は
な
け
れ
ど
二
ツ
の
目
永
く
閉
ぢ
一
つ
の
息
永
く
絶
ゆ
る
と
き
は
君
臣
も
な
く
父
子
も
な
く
道

徳
も
権
利
も
義
務
も
や
か
ま
し
い
者
は
滅
茶

〱
に
て
、
真
の
空
々
真
の
寂
々
相
成
べ
く
そ
れ

を
楽
し
み
に
な
が
ら
へ
を
り
候
。

　

手
紙
の
末
尾
に
は
「
小
生
箇
様
な
愚
痴
ッ
ぽ
い
手
紙
君
に
あ
げ
た
る
事
な
し
。
か
か
る
世
迷
言
申

す
は
こ
れ
が
皮
き
り
也
。
苦
い
顔
せ
ず
と
読
み
給
へ
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
気
分
が
こ
れ
で
お
さ
ま
り

そ
う
に
な
い
予
感
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
子
規
は
こ
う
し
た
漱
石
の
厭
世
気
分
に
ま
と
も
に
向
か
い
合
お
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
八

月
十
五
日
付
漱
石
宛
書
簡
は
「
何
だ
と
女
の
祟
り
で
眼
が
わ
る
く
な
つ
た
と
、
笑
ハ
し
や
ァ
が
ら
ァ
、

こ
の
頃
の
熱
さ
で
ハ
の
ぼ
せ
が
つ
よ
く
て
お
気
の
毒
だ
ね
へ
と
い
ハ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
厳
汗
の
時

節
、
自
称
色
男
ハ
さ
ぞ

〱
御
困
却
と
存
候
」
と
始
ま
る
。
こ
れ
は
漱
石
か
ら
の
二
通
の
手
紙
に
対

し
て
一
度
に
返
事
し
た
た
め
で
あ
る
が
、
二
通
目
の
手
紙
に
対
応
す
る
箇
所
も
「
二
度
目
の
御
手
紙

ハ
打
つ
て
変
つ
て
お
や
さ
し
い
こ
と
、
…
…
鬼
の
目
に
涙
と
ハ
」
と
冒
頭
と
大
差
の
な
い
意
図
的
に

う
わ
ず
っ
た
調
子
が
続
く
。

「
こ
の
頃
は
何
と
な
く
浮
世
が
い
や
で

〱
立
ち
切
れ
ず
」
と
き
た
か
ら
ま
た
横
に
寐
る
の
か

と
思
へ
ば
今
度
ハ
棺
の
中
に
く
た
ば
る
と
の
事
、
あ
な
お
そ
ろ
し
あ
な
を
か
し
。
最
少
し
大
き

な
考
へ
を
し
て
天
下
不
大
瓢
不
細
〔
天
下
は
大
な
ら
ず
、
瓢
は
細
な
ら
ず
〕
と
い
ふ
量
見
に
な

ら
で
ハ
か
な
ハ
ぬ
こ
と
也
。
け
し
粒
ほ
ど
の
世
界
に
邪
魔
が
ら
れ
、
う
ぢ
虫
め
い
た
人
間
に
追

放
せ
ら
る
ゝ
と
ハ
、
て
も
扨
も
情
け
な
き
こ
と
な
ら
ず
や
。
南
船
北
馬
ハ
愚
か
、
難
船
落
馬
の

間
に
日
を
送
つ
た
と
て
何
の
事
か
あ
ら
ん
。

　

子
規
は
「
人
間
の
最
期
も
一
時
代
の
最
期
も
世
界
の
最
後
も
同
じ
く
両
極
中
の
一
点
に
す
ぎ
ざ
る

べ
し
。
そ
れ
を
長
い
と
い
ふ
ハ
狭
い
量
見
也
。
短
い
と
い
ふ
も
小
さ
い
見
識
也
。
悟
れ
君
」
と
続
け

る
の
で
あ
る
が
、
ど
う
見
て
も
気
持
ち
の
籠
も
っ
た
諭
し
で
は
な
い
。
相
手
の
深
刻
さ
を
わ
ざ
と
軽

く
し
か
受
け
止
め
な
い
つ
も
り
で
い
る
こ
と
を
伝
え
、
む
し
ろ
生
き
る
こ
と
に
真
面
目
に
苦
し
む
姿

を
当
人
の
認
識
の
狭
小
さ
と
し
て
見
下
ろ
し
、
実
際
に
は
自
分
た
ち
で
さ
え
立
て
て
は
い
な
い
あ
る

種
の
高
み
か
ら
共
に
笑
い
飛
ば
そ
う
と
い
う
態
度
で
あ
る
。

　

子
規
の
手
紙
は
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
と
り
の
戯
け
た
調
子
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
も
い
え
る
が
、

そ
う
な
る
と
、
初
め
て
書
い
た
「
愚
痴
ッ
ぽ
い
手
紙
」
だ
け
れ
ど
も
「
苦
い
顔
せ
ず
」
と
末
尾
に
添

え
た
漱
石
の
訴
え
を
無
視
し
た
こ
と
に
な
る
。
無
視
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
を
「
皮
切
り
」
に
「
世

迷
言
」
を
こ
れ
か
ら
も
聞
い
て
欲
し
い
と
い
う
漱
石
の
願
い
を
こ
れ
以
上
は
お
断
り
と
は
っ
き
り
拒

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
死
期
を
悟
っ
て
い
る
子
規
に
と
っ
て
、
死
を
楽
し
み
に
な
が
ら
へ
て

い
る
と
い
っ
た
厭
世
的
妄
言
は
、
相
手
の
立
場
を
考
え
な
い
身
勝
手
な
甘
え
と
映
っ
た
と
し
て
も
お

か
し
く
な
い
。

　

八
月
下
旬
と
思
わ
れ
る
子
規
宛
返
信
で
漱
石
は
「
滑
稽
の
境
を
超
え
て
悪
口
と
な
り
お
ど
け
の
旨

を
損
し
て
冷
評
と
な
つ
て
は
面
白
か
ら
ず
」
と
一
頻
り
不
平
を
述
べ
た
後
、
そ
れ
で
も
自
ら
和
解
の

手
を
差
し
の
べ
て
い
る
。

（
悟
れ
君
）
な
ん
か
と
呶
鳴
つ
て
も
駄
目
だ
。
（
狐
禅
生
悟
り
）
な
ど
と
お
つ
に
ひ
や
か
し
た
つ

て
無
功
と
あ
き
ら
む
べ
し
。
ま
た
理
窟
詰
め
雪
隠
詰
め
の
悟
り
論
な
ら
此
方
も
大
分
言
ひ
草
あ

り
。
反
対
し
た
き
点
も
沢
山
あ
れ
ど
こ
の
頃
の
天
気
合
ひ
、
と
か
く
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
攫
み
合

ひ
取
組
合
ひ
果
て
は
決
闘
で
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
や
う
に
な
る
と
ど
つ
ち
が
怪
我
を
し
て
も

海
内
幾
多
の
美
人
を
愁
殺
せ
し
む
る
と
い
ふ
大
事
件
だ
か
ら
、
一
先
づ
こ
こ
は
中
直
り
を
し
て

置
き
ま
し
よ
う
。

　

こ
こ
に
は
子
規
と
の
関
係
を
決
し
て
自
分
か
ら
は
断
と
う
と
し
な
い
漱
石
が
い
る
。
し
か
し
、
不

満
は
消
え
て
い
な
か
っ
た
。
続
け
て
元
の
軽
い
調
子
で
「
君
が
散
々
に
僕
を
冷
や
か
し
た
か
ら
僕
も

左
の
一
詩
を
咏
じ
て
ひ
や
か
し
か
へ
す
也
」
と
し
て
七
言
絶
句
「
江
山
不
溶
俗
懐
塵　

君
是
功
名
場

裏
人　

憐
殺
病
軀
多
客
気　

漫
将
翰
墨
論
詩
神
（
江
山
溶
る
る
や
不
や
俗
懐
の
塵　

君
は
是
れ
功
名

場
裏
の
人　

憐
殺
す
病
軀
客
気
多
く　

漫
り
に
翰
墨
を
将
て
詩
神
を
論
ず
る
を
）
」
を
添
え
た
。
「
俗

懐
塵
」「
功
名
場
裏
人
」
と
書
い
て
し
ま
っ
て
は
、
申
し
出
た
は
ず
の
「
中
直
り
」
も
宙
づ
り
と
な
る
。

子
規
も
漱
石
の
怒
り
の
ほ
う
を
よ
り
感
じ
た
よ
う
で
、
直
ち
に
八
月
二
十
九
日
付
漱
石
宛
書
簡
で
次

の
よ
う
に
書
い
た
。
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て
御
前
の
如
く
朝
か
ら
晩
ま
で
書
き
続
け
に
て
は
こ
のIdea

を
養
ふ
余
地
な
か
ら
ん
か
と
掛

念
仕
る
也
。
勿
論
書
く
の
が
楽
な
ら
無
理
に
よ
せ
と
申
訳
に
は
あ
ら
ね
ど
毎
日
毎
晩
書
て

く

書
き
続
け
た
り
と
て
小
供
の
手
習
と
同
じ
こ
と
に
て
、
こ
のoriginal idea

が
草
紙
の
内
か
ら

霊
現
す
る
訳
に
も
あ
る
ま
じ
。

　

「
婦
人
流
の
習
気
」
「
小
供
の
手
習
」
な
ど
と
手
厳
し
く
批
判
さ
れ
た
う
え
に
、
「
伏
し
て
願
は
く

は
」
「
手
習
を
や
め
て
余
暇
を
以
て
読
書
に
費
や
し
給
へ
よ
」
「
手
習
を
し
て
生
き
て
ゐ
て
も
別
段
馨

し
き
こ
と
は
な
し
」
な
ど
と
忠
告
さ
れ
た
子
規
は
、
当
然
間
を
置
か
ず
反
論
を
認
め
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
そ
の
返
書
は
残
っ
て
い
な
い
。
た
だ
そ
の
後
の
二
人
の
や
り
と
り
*18
を
見
る
と
、
失
わ

れ
た
子
規
の
返
書
の
お
お
よ
そ
は
窺
え
る
。

　

こ
こ
で
は
深
く
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
漱
石
は
文
章
形
成
の
二
大
要
素
と
し
て

「R
hetoric

」
と
「Idea

」
を
採
り
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
し
悪
し
の
組
み
合
わ
せ
を
網
羅
し
た
上
で

論
理
的
に
「Idea

」
こ
そ
が
重
要
だ
と
結
論
し
て
い
る
。
対
し
て
子
規
は
、
読
む
本
が
な
い
、
何
を

読
ん
で
い
い
か
わ
か
ら
な
い
、
英
文
は
読
め
な
い
な
ど
と
言
い
訳
を
書
い
た
よ
う
で
、
返
書
で
漱

石
か
ら
そ
の
怠
惰
な
姿
勢
を
窘
め
ら
れ
て
い
る
。
議
論
も
自
身
は
「R

hetoric

」
を
重
視
し
な
が
ら
、

そ
の
根
拠
を
十
分
に
は
示
せ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
矛
盾
す
る
言
葉
ま
で
書
き
つ
け
て
い
る
。

　

こ
の
や
り
と
り
が
議
論
だ
と
す
れ
ば
二
人
は
か
み
合
っ
て
お
ら
ず
、
論
争
な
ら
ば
子
規
に
分
が
な

く
、
助
言
と
す
る
な
ら
ば
結
果
的
に
子
規
は
漱
石
の
そ
れ
を
退
け
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
こ
で
重
視
し
た
い
の
は
、
こ
の
や
り
と
り
の
文
学
史
的
意
義
（
文
学
表
現
に
お
け
る
「
内
容
と
形

式
」
問
題
の
先
駆
け
）
で
も
な
け
れ
ば
、
議
論
の
優
劣
で
も
な
い
。

　

た
と
え
ば
粟
津
則
雄
は
《
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
漱
石
に
お
い
て
も
子
規
に
お
い
て
も
、Idea

や

R
hetoric

が
、
単
な
る
文
芸
上
の
概
念
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
人
生
に
対
す
る
彼
ら
の
態
度

そ
の
も
の
と
か
か
わ
っ
て
い
る
点
な
の
で
あ
る
》
と
し
、
次
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
漱
石
の
場
合
、
彼
が
こ
の
よ
う
に
表
現
に
お
け
るIdea

の
役
割
を
重
視
す
る
の
は
、

彼
が
表
現
に
お
け
る
内
容
主
義
者
で
あ
る
と
か
主
題
主
義
者
で
あ
る
と
か
い
う
こ
と
に
尽
き
る

も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
彼
が
、
お
の
れ
の
思
考
と
お
の
れ
を
取
り
巻
く
社
会
と
の
あ
い
だ
に
、

或
る
本
質
的
な
不
和
を
感
じ
て
い
た
せ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、
人
は
、
お
の
れ
の
思

考
の
独
自
性
を
、
お
の
れ
の
存
在
を
支
え
る
も
の
と
し
て
固
執
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
。
*19

　　

粟
津
氏
は
、
「R

hetoric

」
は
社
会
共
通
の
美
的
理
念
に
支
え
ら
れ
ざ
る
を
得
ず
、
筆
者
も
読
者
も

共
に
含
ん
だ
共
通
の
趣
味
の
場
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
要
請
さ
れ
る
。
そ
の
点
か
ら
見
て
、
《
漱

石
は
、
お
の
れ
の
思
考
が
、R

hetoric

か
ら
切
り
は
な
さ
れ
た
、
あ
え
て
言
え
ばR

hetoric 

を
超
え

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
秘
め
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
無
意
識
の
要
求
と
し
て
、
心
に
抱
い
て
い
た
と

言
っ
て
よ
い
》
と
し
、
子
規
に
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
《
孤
立
》
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

子
規
の
場
合
、
《
衝
突
も
批
判
も
、
外
部
と
の
合
体
の
一
形
式
で
あ
る
と
言
い
た
い
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
る
》
と
し
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
に
は
「
彼
の
生
ま
れ
つ
き
」
の
せ
い
で
あ
り
、
ま
た
ひ
と
つ
に
は

彼
の
「
短
命
の
予
感
」
の
た
め
で
あ
る
と
見
る
。

　

子
規
は
翌
二
十
三
年
の
歳
始
書
懐
の
詩
を
次
の
よ
う
に
作
っ
た
。

繫
将
生
命
細
如
糸　
　

繫
ぎ
将
つ
生
命
、
細
き
こ
と
糸
の
如
し

啼
血
三
旬
号
子
規　
　

血
を
啼
く
こ
と
三
旬
、
子
規
を
号
す

不
敢
紅
塵
衣
帯
涴　
　

敢
て
紅
塵
に
衣
帯
を
涴
さ
ず

猶
期
青
史
姓
名
垂　
　

猶
ほ
期
す
青
史
に
姓
名
の
垂
る
ゝ
を

廿
年
人
事
幾
甘
苦　
　

廿
年
の
人
事
、
甘
苦
幾
た
び
か

五
尺
病
軀
多
盛
衰　
　

五
尺
の
病
軀
、
盛
衰
多
し

遮
莫
東
風
又
新
歳　
　

遮
莫
（
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
）
東
風
又
た
新
歳

且
陪
諸
友
共
傾
巵　
　

且
く
諸
友
に
陪
し
て
共
に
巵
を
傾
け
ん
*20

　

粟
津
氏
は
、
子
規
の
「
短
命
」
の
《
予
感
は
彼
を
孤
独
に
し
た
》
が
、
そ
れ
は
《
外
部
と
の
触
れ

あ
い
を
阻
ん
だ
り
歪
め
た
り
す
る
ふ
う
に
は
働
か
な
い
》
。
む
し
ろ
彼
を
《
書
く
こ
と
へ
か
り
立
て
》
、

し
か
も
《
い
っ
そ
う
外
部
へ
心
を
開
く
》
か
た
ち
で
そ
れ
を
行
っ
た
。
そ
れ
が
子
規
独
特
の
点
だ
と

す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
な
ら
っ
て
対
照
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
漱
石
の
《
孤
立
》
は
、
彼
を
読

む
こ
と
へ
か
り
立
て
、
い
っ
そ
う
内
部
へ
心
を
閉
じ
る
方
向
に
導
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

か
。

　

の
ち
に
明
治
二
十
八
年
十
二
月
十
八
日
付
子
規
宛
書
簡
で
「
小
生
は
教
育
上
性
質
上
、
家
内
の
も

の
と
気
風
の
合
は
ぬ
は
昔
し
よ
り
の
事
に
て
小
児
の
自
分
よ
り
「
ド
メ
ス
チ
ッ
ク　

ハ
ッ
ピ
ネ
ス
」

な
ど
い
ふ
言
は
度
外
に
付
し
を
り
候
へ
ば
、
今
更
ほ
し
く
も
無
之
候
」
と
書
い
た
よ
う
に
、
漱
石
に

は
「
猶
期
青
史
姓
名
垂
」
と
す
る
「
家
」
も
「
且
陪
諸
友
共
傾
巵
」
と
す
る
「
友
」
も
な
か
っ
た
。

漱
石
は
子
規
と
出
会
い
親
し
ん
だ
が
、
そ
の
子
規
と
で
さ
え
共
有
で
き
な
い
も
の
を
抱
え
て
い
た
。

そ
れ
は
、
少
な
く
と
も
漱
石
が
学
者
や
教
師
と
し
て
の
生
活
を
続
け
て
い
る
間
は
、
依
然
彼
の
う
ち

に
抱
え
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

自
然
の
勢
い
彼
は
社
交
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
人
間
を
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
彼
の
頭
と
活
字
と
の
交
渉
が
複
雑
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
人
と
し
て
の
彼
は
孤
独

に
陥
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
朧
気
に
そ
の
淋
し
さ
を
感
ず
る
場
合
さ
え
あ
っ
た
。

け
れ
ど
も
一
方
で
は
ま
た
心
の
底
に
異
様
の
熱
塊
が
あ
る
と
い
う
自
信
を
持
っ
て
い
た
。
だ
か

ら
索
寞
た
る
曠
野
の
方
角
へ
向
け
て
生
活
の
路
を
歩
い
て
行
き
な
が
ら
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
本

来
だ
と
ば
か
り
心
得
て
い
た
。
温
か
い
人
間
の
血
を
枯
ら
し
に
行
く
の
だ
と
は
決
し
て
思
わ
な

か
っ
た
。
（
『
道
草
』
三
）

　

私
た
ち
は
こ
こ
で
改
め
て
漱
石
の
「
自
信
」
と
共
に
あ
る
彼
の
「
孤
立
」
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
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に
「
評
」
を
付
し
、
「
於
是
乎
余
始
得
一
益
友
其
喜
可
知
也
*15
（
是
に
於
て
か
、
余
は
始
め
て
一
益

友
を
得
た
り
。
其
の
喜
び
知
る
べ
き
な
り
）
」
と
述
べ
た
が
、
『
筆
ま
か
せ
』
に
も
そ
の
詩
の
幾
節
か

を
掲
げ
て
褒
め
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
「
濤
勢
蜿
蜒
、
長
而
来
者
、
遭
礁
激
怒
欲
攫
去
之
而
不
能
、
乃
躍
而
超
之
、
白
沫
噴
起
、

与
碧
濤
相
映
、
陸
離
為
彩
」
に
見
ら
れ
る
修
辞
が
「
漢
文
に
未
だ
な
か
る
べ
く
」
（
と
子
規
は
思
っ

た
よ
う
で
あ
る
）
「
英
語
に
い
は
ゆ
るpersonification

な
る
も
の
」
で
あ
り
、
「
実
に
一
見
し
て
波

濤
激
礁
の
状
を
思
は
し
む
」と
英
語
に
長
じ
た
漱
石
な
ら
で
は
の
表
現
と
評
し
、「
山
僧
日
高
猶
未
起
、

落
葉
不
掃
白
雲
堆
」
な
ど
の
句
を
含
ん
だ
「
羅
漢
を
見
し
時
の
詩
」
に
は
「
曲
調
極
め
て
高
し
」「
豈

畏
れ
ざ
る
を
得
ん
や
」
と
述
べ
、
ま
た
第
三
句
に
「
寒
砧
和
月
秋
千
里
」
と
あ
る
「
客
中
憶
家
」
と

題
す
る
詩
に
対
し
て
は
「
こ
の
詩
の
如
き
真
個
の
唐
調
に
て
天
衣
無
縫
と
も
い
は
ん
か
」
と
激
賞
し

て
い
る
。
そ
し
て
末
尾
に
『
筆
ま
か
せ
』
に
採
り
あ
げ
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
記
す
の
で
あ
る
。

    

余
の
経
験
に
よ
る
に
英
学
に
長
ず
る
者
は
漢
学
に
短
な
り　

和
学
に
長
ず
る
者
は
数
学
に
短

な
り
と
い
ふ
が
如
く　

必
ず
一
短
一
長
あ
る
も
の
な
り　

独
り
漱
石
は
長
ぜ
ざ
る
所
な
く
達
せ

ざ
る
所
な
し
、
し
か
れ
ど
も
そ
の
英
学
に
長
ず
る
は
人
皆
こ
れ
を
知
る
、
而
し
て
そ
の
漢
文
漢

詩
に
巧
な
る
は
人
恐
く
は
知
ら
ざ
る
べ
し
*16

　

漱
石
は
子
規
の
『
七
草
集
』
「
蕣
の
ま
き
」
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
つ
つ
も
、

な
お
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
た
。

嗚
呼
、
天
地
一
大
劇
場
也
。
人
生
如
長
夢
。
然
夢
中
猶
弁
声
色
、
俳
優
能
泣
人
。
僕
読
此
篇
、

雖
知
其
出
仮
想
、
然
不
能
無
酸
悒
之
情
。
況
於
身
在
其
境
、
目
睹
其
事
乎
。

（
嗚
呼
、
天
地
は
一
大
劇
場
な
り
。
人
生
は
長
夢
の
如
し
。
然
れ
ど
も
夢
中
に
猶
お
声
色
を
弁
じ
、

俳
優
能
く
人
を
泣
か
し
む
。
僕
、
此
の
篇
を
読
み
、
其
の
仮
想
に
出
づ
る
を
知
る
と
雖
も
、
然

れ
ど
も
酸
悒
の
情
無
き
能
わ
ず
。
況
ん
や
身
其
の
境
に
在
り
て
、
目
其
の
事
を
睹
る
に
於
て
を

乎
。
*17

　

「
況
ん
や
」
以
降
は
、
あ
く
ま
で
も
想
像
の
延
長
で
あ
っ
て
、
決
し
て
現
実
の
子
規
の
立
場
を
慮
っ

た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
強
い
切
実
さ
を
は
ら
ん
だ
言
で
あ
る
。
漱
石
と

子
規
の
出
会
い
を
こ
う
し
て
見
て
く
る
か
ぎ
り
、
二
人
は
お
互
い
に
現
実
の
恋
愛
と
は
無
縁
の
生
活

を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
後
の
作
家
漱
石
自
身
の
言
葉
で
言
え
ば
、「
夢
中
」
の
「
俳
優
」
や
「
声

色
」
こ
そ
を
リ
ア
ル
な
も
の
と
し
て
生
き
て
い
る
こ
の
時
期
の
二
人
は
揃
っ
て
「
極
め
て
高
尚
な
愛

の
理
論
家
だ
つ
た
」
の
で
あ
り
「
同
時
に
も
つ
と
も
迂
遠
な
愛
の
実
際
家
だ
つ
た
」
（
『
こ
ゝ
ろ
』
下

三
十
四
）
と
も
言
え
よ
う
。

　

明
治
二
十
二
年
九
月
二
十
七
日
付
子
規
宛
書
簡
な
ど
、
漱
石
と
子
規
は
互
い
を
男
女
の
関
係
に
擬

え
た
「
妾
」
「
郎
君
」
と
呼
び
名
乗
り
あ
っ
た
文
の
や
り
と
り
も
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
「
恋
に
上

る
楷
段
な
ん
で
す
。
異
性
と
抱
き
合
う
順
序
と
し
て
、
ま
ず
同
性
の
」
互
い
の
「
所
へ
動
い
て
来
た
」

（
『
こ
ゝ
ろ
』
上
十
三
』
）
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

二
年
後
の
明
治
二
十
四
年
七
月
十
八
日
付
子
規
宛
書
簡
で
は
、
そ
の
末
尾
で
当
時
通
院
し
て
い
た

井
上
眼
科
で
子
規
に
は
以
前
か
ら
話
し
て
い
た
「
〔
銀
〕
杏
返
し
に
竹
な
は
を
か
け
」
た
少
女
を
偶

然
見
か
け
た
こ
と
を
子
規
に
伝
え
て
い
る
が
、
そ
の
前
段
に
自
分
が
女
な
ら
「
青
楼
へ
身
を
沈
め
て
」

で
も
、
と
子
規
の
学
資
を
心
配
し
て
み
せ
る
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
自
身
の
痘
痕
面
を
意
識
し

て
戯
称
し
た
「
凸
凹
」
の
署
名
が
あ
る
手
紙
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
も
学
資
上
の
御
困
難
は
さ
こ
そ
と
御
推
察
申
上
候
と
い
ふ
ま
で
に
て
、
別
段
名

案
も
無
之
、
い
く
ら
僕
が
器
械
の
亀
の
子
を
発
明
す
る
才
あ
る
も
開
い
た
口
へ
牡
丹
餅
を
抛
り

こ
む
事
を
知
つ
て
居
る
と
も
、
こ
れ
ば
か
り
は
ど
う
も
方
が
つ
き
ま
せ
ん
な
。
そ
れ
も
僕
が
女

に
生
れ
て
い
れ
ば
ち
よ
つ
と
青
楼
へ
身
を
沈
め
て
君
の
学
資
を
助
る
と
い
ふ
や
う
な
乙
な
事
が

出
来
る
の
だ
け
れ
ど
…
…
そ
れ
も
こ
の
面
で
は
む
づ
か
し
い
。

　

二
人
が
出
会
っ
た
当
時
は
、
漱
石
に
と
っ
て
も
子
規
に
と
っ
て
も
、
性
こ
そ
は
そ
の
欲
望
の
中
心

に
あ
っ
た
は
ず
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
切
実
な
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、
そ
の
切
実

さ
は
、
と
く
に
漱
石
に
と
っ
て
は
、
の
ち
に
『
漾
虚
集
』
に
収
め
た
作
品
な
ど
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
浪
漫
主
義
へ
と
赴
く
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
実
世
界
で
は
空
想
的
な
も
の
に

と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　

二　

正
岡
子
規
と
の
距
離
（
外
交
と
内
省
）

　

次
に
漱
石
と
子
規
の
す
れ
違
い
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
、
思
考
の
特
徴
、
文
学
に
対
す
る

姿
勢
の
違
い
を
見
て
み
よ
う
。
明
治
二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
付
子
規
宛
書
簡
は
、
彼
ら
の
親
密

さ
の
度
合
い
が
か
な
り
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
伝
え
て
い
る
。
子
規
は
小
説
を
書
く

つ
も
り
で
い
る
こ
と
を
漱
石
に
伝
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
「
御
前
兼
て
御
趣
向
の
小
説
は

已
ニ
筆
を
下
し
給
ひ
し
や
。
今
度
は
如
何
な
る
文
体
を
用
ひ
給
ふ
御
意
見
な
り
や
。
委
細
は
拝
見
の

上
逐
一
批
評
を
試
む
る
つ
も
り
に
候
へ
ど
も
、
と
か
く
大
兄
の
文
は
な
よ

く
と
し
て
婦
人
流
の
習

気
を
脱
せ
ず
」
と
い
き
な
り
子
規
の
文
章
の
欠
点
を
容
赦
な
く
指
摘
し
た
漱
石
は
、
続
け
て
次
の
よ

う
に
書
く
。
間
違
え
ば
つ
い
に
交
際
も
終
わ
り
か
ね
な
い
筆
鋒
の
鋭
さ
で
あ
る
。

故
に
小
生
の
考
に
て
は
文
壇
に
立
て
赤
幟
を
万
世
に
翻
さ
ん
と
欲
せ
ば
首
と
し
て
思
想
を
涵
養

せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
思
想
中
に
熟
し
腹
に
満
ち
た
る
上
は
直
に
筆
を
揮
つ
て
、
そ
の
思
ふ
所
を

叙
し
沛
然
驟
雨
の
如
く
勃
然
大
河
の
海
に
瀉
ぐ
の
勢
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
文
字
の
美
、
章
句
の

法
な
ど
は
次
の
次
の
そ
の
次
に
考
ふ
べ
き
事
に
てIdea itself

の
価
値
を
増
減
ス
ル
ほ
ど
の
事

は
無
之
や
う
に
被
存
候
。
御
前
も
多
分
こ
の
点
に
御
気
が
つ
か
れ
を
る
な
る
べ
け
れ
ど
去
り
と
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し
た
小
説
『
道
草
』
に
見
ら
れ
る
、
こ
の
世
界
に
一
度
生
起
し
た
も
の
は
（
あ
る
い
は
形
を
変
え
て

で
も
）
継
続
す
る
、
と
す
る
見
方
・
考
え
方
を
漱
石
自
身
の
思
想
と
し
て
仮
定
し
て
お
い
た
う
え
で
、

こ
の
思
想
が
、
当
の
漱
石
に
生
ま
れ
た
あ
れ
こ
れ
の
思
想
自
身
に
対
し
て
も
当
て
は
ま
る
の
か
、
す

な
わ
ち
、
漱
石
そ
の
人
に
一
度
生
起
し
た
思
想
は
表
現
を
変
え
て
で
も
生
涯
継
続
し
た
の
か
ど
う
か

を
確
か
め
た
い
。

　

こ
こ
で
は
、
作
家
に
な
る
前
の
漱
石
に
ど
の
よ
う
な
思
想
が
あ
っ
た
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
そ
の

言
葉
が
表
現
さ
れ
た
時
点
で
、
漱
石
に
そ
う
い
っ
た
思
想
が
あ
っ
た
と
確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、
彼

が
作
家
と
な
っ
て
以
降
も
、
そ
れ
ら
の
思
想
が
、
あ
る
い
は
表
現
を
変
え
て
で
も
継
続
し
た
か
ど
う

か
を
吟
味
す
る
た
め
の
参
考
と
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
漱
石
の
う
ち
に
存
続
し
て
い
る
作
家
以
前
の

思
想
が
、
個
々
の
作
品
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
、
ど
う
継
続
し
て
い
る
か
を
考
え
る
た

め
の
前
提
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　

一　

正
岡
子
規
と
の
出
会
い

　

ま
ず
は
漱
石
と
子
規
の
出
会
い
を
通
じ
て
、
二
人
の
性
に
対
す
る
態
度
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
漱

石
と
子
規
は
同
い
年
（
慶
応
三
年
生
ま
れ
）
で
あ
り
、
共
に
明
治
十
七
年
に
入
学
し
た
東
京
大
学
予

備
門
の
同
級
生
で
も
あ
る
。
子
規
は
明
治
十
八
年
に
落
第
し
た
が
、
漱
石
も
翌
十
九
年
に
病
気
で
原

級
に
留
ま
っ
た
た
め
、
二
人
は
同
年
（
明
治
二
十
一
年
）
に
第
一
高
等
中
学
校
本
科
に
進
学
し
た
。

漱
石
と
子
規
と
の
友
人
と
し
て
の
親
密
な
交
流
は
明
治
二
十
二
年
一
月
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
*3
が
、

そ
の
出
会
い
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
互
い
に
一

致
し
た
趣
味
で
あ
っ
た
寄
席
通
い
が
、
そ
の
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て

い
る
*4
。

　

漱
石
は
明
治
十
四
年
に
母
千
枝
を
亡
く
し
、
明
治
二
十
年
に
は
長
兄
大
助
、
次
兄
直
則
を
相
次
い

で
亡
く
し
た
。
翌
二
十
一
年
、
夏
目
家
に
復
籍
し
て
い
る
。
一
方
子
規
は
前
年
（
明
治
二
十
一
年
）

夏
頃
か
ら
取
り
か
か
っ
て
い
た
『
七
草
集
』
を
こ
の
年
の
五
月
一
日
に
脱
稿
し
た
が
、
そ
の
八
日
後

の
五
月
九
日
夜
に
喀
血
し
、
翌
日
作
句
し
て
自
ら
を
「
子
規
」
と
号
し
た
*5
。
五
月
十
三
日
に
は
漱

石
が
子
規
の
病
床
を
見
舞
い
、
そ
の
日
の
う
ち
に
現
存
の
も
の
で
は
子
規
宛
最
初
と
な
る
書
簡
を
投

函
し
て
い
る
。
漱
石
は
五
月
二
十
五
日
に
も
子
規
を
見
舞
い
、
『
七
草
集
』
に
評
を
付
し
て
返
却
し

た
際
、
そ
こ
に
初
め
て
「
漱
石
」
と
署
名
し
た
。

　

こ
う
し
て
明
治
二
十
二
年
五
月
が
、「
子
規
」と
「
漱
石
」と
の
最
初
の
出
会
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

子
規
が
い
つ
頃
『
七
草
集
』
*6
を
漱
石
に
見
せ
、
批
評
を
乞
う
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
漱
石
」

は
実
は
子
規
も
自
身
の
た
め
に
用
意
し
て
い
た
雅
号
の
一
つ
で
あ
っ
た
ら
し
い
*7
。
二
人
が
共
に
同

じ
よ
う
な
自
己
認
識
を
し
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
彼
ら
が
近
づ
き
あ
え
た
原
因
の
一
つ
に
、
互

い
に
似
た
者
同
士
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
*8
。
と
も
あ
れ
子
規
と
漱
石
は
急

速
に
近
づ
き
あ
っ
た
。

　

漱
石
は
子
規
の
喀
血
に
大
い
に
驚
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
五
月
十
三
日
付
の
子
規
宛
書
簡

で
は
、
見
舞
い
の
後
に
山
崎
な
る
担
当
医
を
訪
ね
、
病
状
や
療
養
法
を
確
認
し
た
こ
と
を
記
し
た
上

で
、
「
第
一
医
院
」
（
医
科
大
学
付
属
病
院
）
へ
の
入
院
を
勧
め
て
い
る
。
そ
し
て
「
只
今
は
極
め
て

大
事
の
場
合
故
出
来
る
だ
け
の
御
養
生
は
専
一
と
奉
存
候
」
*9
と
親
身
に
子
規
を
気
遣
い
、
そ
の
末

尾
に
漱
石
は
英
語
で
「to live is the sole end of m

an!

」
と
添
え
た
。
生
き
る
こ
と
は
人
間
の
唯
一

の
目
的
で
あ
る
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
あ
る
。

　

二
人
は
互
い
に
若
か
っ
た
。
生
と
死
に
対
す
る
敏
感
な
感
受
性
に
は
、
当
然
性
に
対
す
る
興
味
や

関
心
も
伴
っ
て
い
た
。
子
規
の
『
七
草
集
』
を
回
覧
し
た
友
人
た
ち
が
、
ど
の
巻
に
い
ち
ば
ん
よ
く

反
応
し
た
か
を
見
て
も
、
そ
の
一
端
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
は
、
そ
の

子
規
の
評
伝
の
一
章
で
、
謡
曲
を
擬
し
た
作
品
で
あ
る
「
蕣
の
ま
き
」
を
採
り
あ
げ
、
内
容
を
や
や

詳
し
く
紹
介
し
た
う
え
で
、
子
規
が
二
三
の
友
人
た
ち
に
面
白
い
と
思
っ
た
も
の
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

誰
も
が
「
蕣
の
ま
き
」
を
挙
げ
た
こ
と
に
注
目
し
、
漱
石
の
「
評
」
に
つ
い
て
も
、
末
尾
に
付
し
た

九
首
の
七
言
絶
句
の
う
ち
、
次
の
詩
だ
け
を
引
用
し
て
い
る
。

　
　

長
命
寺
中
鬻
餅
家　
　
　

長
命
寺
中　

餅
を
鬻
ぐ
家

　
　

当
壚
少
女
美
如
花　
　
　

壚
に
当
た
る
少
女　

美
し
き
こ
と　

花
の
如
し

　
　

芳
姿
一
段
可
憐
処　
　
　

芳
姿
一
段　

憐
れ
む
可
き
処

　
　

別
後
思
君
紅
涙
加　
　
　

別
後　

君
を
思
う
て　

紅
涙
加
わ
る
*10

　

明
治
二
十
一
年
の
夏
、
子
規
は
『
七
草
集
』
執
筆
の
た
め
向
島
に
あ
る
長
命
寺
の
境
内
に
あ
る
桜

餅
屋
月
香
楼
に
三
ヶ
月
近
く
滞
在
し
た
。
第
一
句
集
『
寒
雷
』
に
お
い
て
「
糸
瓜
忌
や
子
規
全
集
に

恋
あ
ら
ず
」
*11
と
詠
ん
だ
の
は
加
藤
楸
邨
で
あ
る
が
、
キ
ー
ン
氏
が
こ
こ
で
内
容
紹
介
と
漱
石
の
漢

詩
の
引
用
だ
け
で
、
子
規
の
恋
愛
に
つ
い
て
直
接
触
れ
な
い
で
済
ま
せ
て
い
る
の
は
、
氏
も
ま
た
楸

邨
と
同
じ
く
子
規
に
恋
愛
は
な
か
っ
た
か
、
あ
っ
た
と
し
て
も
採
り
あ
げ
る
ほ
ど
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
蕣
の
ま
き
」
の
花
子
は
月
香
楼
の
娘
お
ろ
く
（
「
お
録
」
ま
た
は
「
お
陸
」

と
も
）
が
モ
デ
ル
だ
と
さ
れ
る
。
子
規
と
お
ろ
く
と
の
関
係
が
噂
に
な
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
ら
し

い
*12
。
し
か
し
子
規
自
身
は
こ
れ
を
否
定
す
る
た
め
に
『
七
草
集
』
（
「
刈
萱
の
ま
き
」
）
を
書
い
た

と
さ
れ
る
*13
。

　

で
は
真
相
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
た
と
え
ば
復
本
一
郎
は
、
「
女
郎
花
の
巻
」
所
収
の
和
歌
や

高
浜
虚
子
の
小
説
『
柿
二
ツ
』（
新
橋
堂
、
大
正
四
年
五
月
）
に
あ
る
記
述
な
ど
を
傍
証
と
し
つ
つ
、「
刈

萱
の
ま
き
」
に
あ
る
「
そ
ハ
我
身
の
片
思
ひ
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
、
二
人
の
関
係
が
「
根
も
葉

も
な
い
こ
と
」
で
あ
っ
た
と
見
て
い
る
。
《
子
規
が
月
香
楼
の
「
娘
」
に
好
意
（
あ
る
い
は
好
意
以

上
の
も
の
）
を
寄
せ
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
若
い
、
「
正
直
」
で
「
真
面
目
」

な
子
規
と
し
て
は
、
是
が
非
で
も
「
雪
冤
」
の
文
章
を
書
い
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
》

*14
と
い
う
至
極
妥
当
な
推
察
に
同
意
し
た
い
。

　

子
規
と
次
第
に
親
し
む
よ
う
に
な
っ
た
明
治
二
十
二
年
、
八
月
に
漱
石
は
学
友
た
ち
と
房
総
に
旅

し
、
そ
れ
を
漢
詩
文
集
『
木
屑
録
』
に
ま
と
め
た
。
十
月
、
帰
京
し
て
そ
れ
を
読
ん
だ
子
規
は
巻
末
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若
き
漱
石
―
夏
目
漱
石
の
正
岡
子
規
へ
の
手
紙
を
読
む
―

武 

田　

充 

啓　
　
　

　

夏
目
漱
石
と
正
岡
子
規
が
交
換
し
あ
っ
た
書
簡
を
中
心
に
読
み
な
が
ら
、
作
家
に
な
る
以
前
の
漱

石
が
人
間
や
人
生
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
見
方
や
考
え
方
、
思
想
を
も
っ
て
い
た
か
を
確
認
す
る
。

出
会
い
の
当
時
の
彼
ら
二
人
に
は
共
通
し
て
性
に
対
す
る
ロ
マ
ン
的
な
態
度
が
窺
え
る
。
ま
た
彼
ら

の
す
れ
違
い
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
考
の
特
徴
と
文
学
に
対
す
る
姿
勢
の
違
い
が
読
み
と
れ
る
。
子

規
は
問
題
を
外
へ
と
展
開
さ
せ
る
か
た
ち
で
問
お
う
と
し
、
「
自
信
」
と
「
孤
立
」
を
抱
え
た
漱
石

は
問
題
を
論
理
的
か
つ
分
析
的
に
解
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
孤
立
」
は
漱
石
を
厭
世
的
に

し
、
刹
那
的
行
動
を
誘
発
す
る
が
、
二
人
の
漢
詩
の
や
り
と
り
か
ら
将
来
へ
の
展
望
の
あ
る
な
し
の

違
い
を
見
る
。
続
い
て
漱
石
の
嫂
登
世
に
対
す
る
人
物
評
か
ら
、
漱
石
の
人
間
観
や
「
生
来
」
と
「
教

育
」
に
対
す
る
弁
証
法
的
な
考
え
方
を
探
り
、
最
後
に
人
生
に
対
す
る
態
度
の
違
い
を
浮
き
彫
り
に

す
る
。
漱
石
は
「
有
用
の
人
」
で
あ
ろ
う
と
し
た
人
で
あ
る
と
同
時
に
「
食
ツ
テ
居
レ
バ
ソ
レ
デ
ヨ

ロ
シ
イ
」
と
考
え
る
人
で
も
あ
っ
た
。

　
　

は
じ
め
に

　

夏
目
漱
石
と
正
岡
子
規
と
の
交
流
の
な
か
か
ら
、
と
く
に
は
子
規
と
交
換
し
あ
っ
た
書
簡
に
残
さ

れ
た
言
葉
を
中
心
に
、
作
家
に
な
る
前
の
漱
石
の
人
間
や
人
生
に
対
す
る
見
方
や
考
え
方
、
す
な
わ

ち
漱
石
の
思
想
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
趣
意
で
あ
る
。

　

漱
石
が
自
伝
的
な
小
説
『
道
草
』
（
大
正
四
年
）
を
書
い
た
の
は
晩
年
で
あ
る
*1
。
そ
の
『
道
草
』

に
は
、
「
遠
い
所
か
ら
帰
っ
て
来
」
た
主
人
公
健
三
が
、
す
で
に
十
数
年
前
に
縁
を
切
っ
た
は
ず
の

か
つ
て
の
養
父
島
田
や
養
母
お
常
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
金
を
無
心
さ
れ
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。

養
父
母
だ
け
で
は
な
い
。
一
族
の
誰
も
が
健
三
（
の
収
入
）
を
「
活
力
の
心
棒
」
と
し
て
頼
る
の
で

あ
る
。
小
説
の
最
後
で
健
三
は
「
向
後
一
切
の
関
係
を
断
つ
」
こ
と
を
条
件
に
ま
と
ま
っ
た
金
を
島

田
に
渡
す
。
そ
れ
で
「
す
っ
か
り
片
付
い
ち
ゃ
っ
た
」
と｢

安
心｣

す
る
妻
の
お
住
に
対
し
て
、
健

三
は
「
世
の
中
に
片
付
く
な
ん
て
も
の
は
殆
ど
あ
り
ゃ
し
な
い
。
一
遍
起
っ
た
事
は
何
時
ま
で
も
続

く
の
さ
。
た
だ
色
々
な
形
に
変
る
か
ら
他
に
も
自
分
に
も
解
ら
な
く
な
る
だ
け
の
事
さ
」
と
返
す
。

こ
こ
に
は
人
と
人
と
の
関
係
や
運
命
が
〈
片
付
か
な
い
〉
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
そ
れ
が
主
人

公
の
言
葉
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
作
家
漱
石
自
身
の
思
想
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

む
ろ
ん
小
説
は
作
家
の
思
想
を
直
接
に
表
現
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
作
品
の
う
ち
に
何
ら
か
の

か
た
ち
で
作
家
自
身
の
思
想
が
反
映
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
夏
目
漱
石
と
い
う
作
家
の
思
想
が
形
成

さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
幼
少
体
験
（
養
子
に
出
さ
れ
た
こ
と
、
母
親
や
兄
た
ち
の
死
な
ど
）
、

大
学
院
ま
で
の
教
育
経
験
（
教
師
た
ち
や
友
人
た
ち
と
の
交
流
）
、
松
山
や
熊
本
で
の
中
学
校
や
高

等
学
校
の
教
員
と
し
て
の
職
業
経
験
、
留
学
と
そ
の
前
後
の
大
学
教
員
と
し
て
の
生
活
な
ど
は
、
そ

れ
ぞ
れ
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　

『
道
草
』
は
、
互
い
に
理
解
し
合
う
こ
と
が
困
難
な
夫
婦
生
活
を
軸
に
、
養
子
に
出
さ
れ
、
留
学
し
、

大
学
教
員
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
の
漱
石
自
身
の
経
験
を
題
材
に
し
た
小
説
で
あ
り
、
漱
石
が
や
が
て

作
家
と
な
る
ま
で
の
自
己
確
認
の
物
語
と
し
て
も
読
め
る
作
品
で
あ
る
*2
。
自
身
の
過
去
を
題
材
に
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病
気
の
患
者
を
治
癒
す
る
こ
と
よ
り
も
、
同
胞
が
銃
殺
さ
れ
る
の
を
笑
っ
て
眺
め
て
い
る
よ
う
な

中
国
人
の
精
神
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
の
方
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
感
じ
た
〈
私
〉
は
医
学
を
捨
て
、

や
が
て
作
家
「
魯
迅
」
と
し
て
文
学
の
道
を
歩
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
こ
の
劇
的
な
場
面
は
、
第

一
小
説
集
『
吶
喊
』
（
一
九
二
三
）
の
「
自
序
」
以
来
、
魯
迅
が
繰
り
返
し
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

真
実
か
否
か
は
評
価
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
仙
台
が
世
界
的
な
文
豪
「
魯
迅
」
誕

生
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
町
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
か
ろ
う
。
現
在
、
仙
台
市
博
物
館
敷
地
内
に

「
魯
迅
の
碑
」
（
一
九
六
〇
年
設
置
）
と
「
魯
迅
像
」
（
二
〇
〇
一
年
設
置
）
、
ま
た
東
北
大
学
の
片
平

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
「
魯
迅
先
生
像
」
（
一
九
九
二
年
設
置
）
が
あ
る
。

　
　

ま
と
め

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
仙
台
に
生
ま
れ
仙
台
で
亡
く
な
っ
た
土
井
晩
翠
、
仙
台
で
教
師
と
し

て
約
一
年
を
過
ご
し
た
島
崎
藤
村
、
仙
台
に
生
ま
れ
て
仙
台
で
学
ん
だ
が
、
そ
の
後
故
郷
に
は
戻
ら

な
か
っ
た
真
山
青
果
、
そ
し
て
仙
台
で
約
一
年
半
学
ん
で
中
国
へ
戻
っ
た
魯
迅
の
四
人
の
文
学
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
残
し
た
作
品
の
中
で
「
仙
台
」
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
来
た
の
か
検
証
し
た
。
詩
人
の
晩

翠
と
藤
村
は
歌
枕
的
発
想
で
浪
漫
的
に
仙
台
を
美
し
く
描
い
た
が
、
青
果
は
自
然
主
義
的
な
視
点
で

仙
台
の
暗
部
を
描
き
出
し
た
。
そ
し
て
文
豪
「
魯
迅
」
は
仙
台
で
誕
生
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

現
在
、仙
台
に
は
伊
集
院
静（
一
九
五
〇
〜
）、熊
谷
達
也（
一
九
五
八
〜
）、佐
伯
一
麦（
一
九
五
九
〜
）、

伊
坂
幸
太
郎
（
一
九
七
一
〜
）
ら
の
作
家
が
住
ん
で
、
執
筆
活
動
に
励
ん
で
い
る
。
彼
ら
も
ま
た
作

品
の
中
で
彼
ら
の
「
仙
台
」
像
を
描
い
て
い
る
が
、そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

　

注

（
１
）　

久
保
忠
夫
編
「
年
譜
」
（
日
本
近
代
文
学
大
系
一
八
『
土
井
晩
翠
・
薄
田
泣
菫
・
蒲
原
有
明
集
』

昭
和
四
七
、
角
川
書
店
）

（
２
）　

久
保
忠
夫
「
注
」
。
注
（
１
）
に
同
じ
。

（
３
）　

小
松
健
一
『
カ
メ
ラ
紀
行　

文
学
の
風
景
を
ゆ
く
』
（
P
H
P
エ
ル
新
書
、
二
〇
一
〇
）

（
４
）　

榎
本
隆
司
編
「
年
譜
」
（
明
治
文
学
全
集
七
〇
『
眞
山
青
果
・
近
松
秋
江
集
』
昭
和
四
八
、

筑
摩
書
房
）

　

主
な
参
考
文
献
（
本
文
に
挙
げ
た
以
外
の
も
の
）

工
藤
英
寿
責
任
編
集
『
ふ
る
さ
と
文
学
館　

第
五
巻
【
宮
城
】
』
（
一
九
九
四
、
ぎ
ょ
う
せ
い
）

金
沢
規
雄
『
近
代
文
学
と
仙
台
』
Ⅰ
・
Ⅱ
（
一
九
六
五
、
日
曜
随
筆
社
）

同
『
二
本
の
シ
ラ
カ
シ
の
木　

近
代
文
学
と
仙
台
』
（
一
九
九
二
、
里
文
出
版
）

金
沢
規
雄
・
横
井
博
・
浅
野
晃
編
『
奥
の
細
道
と
み
ち
の
く
文
学
の
旅
』
（
一
九
八
九
、
里
文
出
版
）

藤
一
也
『
島
崎
藤
村
「
若
菜
集
」
の
世
界
』
（
一
九
八
一
、
万
葉
堂
出
版
）

仙
台
に
お
け
る
魯
迅
の
記
録
を
調
べ
る
会
編
『
仙
台
に
お
け
る
魯
迅
の
記
録
』（
一
九
七
八
、
平
凡
社
）

阿
部
兼
也
『
魯
迅
の
仙
台
時
代　

魯
迅
の
日
本
留
学
の
研
究
』
（
一
九
九
九
、
東
北
大
学
出
版
会
）

付
記　

そ
れ
ぞ
れ
引
用
し
た
テ
ク
ス
ト
は
、す
べ
て
工
藤
英
寿
責
任
編
集
『
ふ
る
さ
と
文
学
館　

第
五
巻
【
宮
城
】
』

（
一
九
九
四
、
ぎ
ょ
う
せ
い
）
に
拠
っ
た
。

　

な
お
小
稿
は
、
平
成
二
十
八
年
度
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
公
開
講
座
「
日
本
文
学
講
座
Ⅸ
」
第
３
回
「
近

代
文
学
と
仙
台
」
に
お
け
る
講
演
を
も
と
に
大
幅
に
加
筆
・
訂
正
を
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
教
職
員
の
皆
様
、
そ
し
て
拙
い
発
表
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
参
加
者
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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の
老
廃
物
」
を
流
す
「
芥
川
」
と
し
て
映
っ
て
い
た
の
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

　

「
南
小
泉
村
」で
は
仙
台
の
街
は
中
心
的
に
語
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
晩
翠
や
藤
村
が
「
広
瀬
川
」

「
宮
城
野
」
な
ど
の
歌
枕
的
景
物
を
通
し
て
詩
情
豊
か
に
美
し
く
謳
い
揚
げ
た
仙
台
が
、
現
実
的
に

は
隣
村
へ
「
老
廃
物
を
排
泄
す
る
」
街
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
赤
裸
々
に
剔
抉
し
て
い
る
。
た
と

え
興
味
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
医
学
を
学
び
、
解
剖
学
的
な
視
点
を
手
に
入
れ
た
〈
僕
〉
だ
か
ら
こ

そ
、
都
会
の
暗
部
が
明
瞭
に
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
榎
本
隆
司
の
編
に
よ
る
年
譜
（
４
）

に
よ
れ
ば
、
彼
が
仙
台
に
戻
っ
た
こ
と
は
そ
の
後
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
後
年
、
雑
誌
『
宮
城
県
人
』
に
「
仙
台
方
言
考
」
（
大
正
一
四
）
と
い
う

研
究
書
や
、
「
林
子
平
の
父
」
（
同
年
）
「
原
田
甲
斐
の
最
期
」
（
昭
和
六
年
）
と
い
っ
た
仙
台
に
関
わ

る
創
作
も
残
し
て
お
り
、
「
故
郷
」
仙
台
と
の
関
係
は
切
れ
な
か
っ
た
。

　

青
果
は
昭
和
二
三
年
三
月
に
静
岡
県
沼
津
市
の
自
宅
で
脳
溢
血
に
よ
り
急
逝
す
る
。
享
年
、
七
一

歳
だ
っ
た
。
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
、
南
小
泉
に
近
い
仙
台
の
養
種
園
（
伊
達
家
の
農
園
）
に

彼
を
顕
彰
す
る
文
学
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
碑
に
は
「
羽
虫
は
何
故
か
は
知
ら
ん
だ
ろ
う　

そ
れ
で
も

飛
ば
ず
に
ゐ
ら
れ
な
い
の
だ
よ
」
と
い
う
戯
曲
「
頼
山
陽
」
の
一
節
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
な
お
同
地

は
現
在
、
若
林
区
役
所
の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

魯
迅
の
仙
台

　

青
果
こ
と
真
山
彬
が
第
二
高
等
学
校
医
学
部
を
中
退
し
て
南
小
泉
で
代
診
を
行
っ
て
い
た
頃
、
周

樹
人
青
年
は
南
京
で
学
業
に
励
ん
で
い
た
。
浙
江
省
紹
興
で
生
ま
れ
育
っ
た
彼
は
、
一
九
〇
二
年
（
明

治
三
五
）
三
月
に
南
京
の
江
南
陸
師
学
堂
附
設
砿
務
鉄
路
学
堂
を
卒
業
す
る
と
、
南
洋
官
費
留
学
生

と
し
て
来
日
し
、
東
京
で
留
学
生
の
教
育
機
関
で
あ
っ
た
弘
文
学
院
に
学
ん
だ
。
医
学
を
志
す
よ
う

に
な
っ
た
周
青
年
は
、
明
治
三
七
年
九
月
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
に
入
学
す
る
。
同
校
は
、
真
山
彬

青
年
が
中
退
し
た
第
二
高
等
学
校
の
医
学
部
が
分
離
独
立
し
た
も
の
だ
っ
た
。
周
青
年
が
仙
台
の
学

校
を
選
ん
だ
理
由
は
、
留
学
生
が
誰
も
い
な
い
か
ら
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
そ
れ
は
後
年
発
表
さ
れ

た
「
藤
野
先
生
」
で
語
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
私
は
、
仙
台
の
医
学
専
門
学
校
へ
行
く
こ
と
に
し
た
。
東
京
を
出
発
し
て
、
間
も
な

く
、
あ
る
駅
に
着
い
た
。
「
日
暮
里
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
、
私
は
い
ま
だ
に
そ
の
名

を
記
憶
し
て
い
る
。
そ
の
次
は
「
水
戸
」
を
お
ぼ
え
て
い
る
だ
け
だ
。
こ
れ
は
明
の
遺
民
、
朱

舜
水
先
生
が
客
死
さ
れ
た
地
だ
。
仙
台
は
市
で
は
あ
る
が
、
大
き
く
な
い
。
冬
は
ひ
ど
く
寒
か
っ

た
。
中
国
の
学
生
は
、
ま
だ
い
な
か
っ
た
。

　

お
そ
ら
く
物
は
稀
な
る
を
も
っ
て
貴
し
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
北
京
の
白
菜
が
浙
江
へ
運

ば
れ
る
と
、
先
の
赤
い
ヒ
モ
で
根
元
を
ゆ
わ
え
ら
れ
、
果
物
屋
の
店
頭
に
さ
か
さ
に
吊
さ
れ
、

そ
の
名
も
「
山
東
菜
」
と
尊
ん
で
呼
ば
れ
る
。
福
建
に
野
生
す
る
蘆
薈
が
北
京
へ
行
く
と
、
温

室
へ
招
じ
入
れ
ら
れ
て
「
龍
舌
蘭
」
と
美
称
さ
れ
る
。
私
も
、
仙
台
へ
来
て
か
ら
、
ち
よ
う
ど

こ
の
よ
う
な
優
待
を
受
け
た
。
学
校
が
授
業
料
を
免
除
し
て
く
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
二
、
三

の
職
員
は
、
私
の
た
め
に
食
事
や
住
居
の
世
話
ま
で
し
て
く
れ
た
。
最
初
、
私
は
監
獄
の
そ
ば

の
宿
屋
に
泊
つ
て
い
た
。
初
冬
の
こ
ろ
で
、
も
う
か
な
り
寒
い
と
い
う
の
に
、
ま
だ
蚊
が
た
く

さ
ん
い
た
。
し
ま
い
に
は
全
身
に
フ
ト
ン
を
引
つ
か
ぶ
り
、
頭
と
顔
は
着
物
で
く
る
み
、
息
を

す
る
た
め
に
鼻
の
穴
だ
け
を
出
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。
こ
の
絶
え
ず
息
が
出
て
い
る
場
所
へ

は
、
蚊
も
食
い
つ
き
よ
う
が
な
い
の 

で
、
や
つ
と
ゆ
つ
く
り
眠
れ
た
。
食
事
も
悪
く
な
か
つ
た
。

だ
が
、
あ
る
先
生
は
、
こ
の
宿
屋
が
囚
人
の
賄
い
を
請
負
つ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
下
宿
し
て

い
る
の
は
適
当
で
な
い
と
い
つ
て
、
し
き
り
に
勧
告
し
た
。
宿
屋
が
囚
人
の
賄
い
を
兼
業
す
る

の
は
私
に
関
係
の
な
い
こ
と
だ
と
思
つ
た
が
、
好
意
も
だ
し
が
た
く
、
ほ
か
に
適
当
な
下
宿
を

探
す
よ
り
仕
方
な
か
つ
た
。
か
く
て
別
の
家
に
引
越
し
た
。
監
獄
か
ら
は
遠
く
な
つ
た
が
、
お

蔭
で
喉
へ
通
ら
ぬ
芋
が
ら
の
汁
を
毎
日
吸
わ
せ
ら
れ
た
。

　

あ
く
ま
で
平
成
現
在
の
話
で
は
あ
る
が
、
最
も
寒
い
一
月
で
も
紹
興
の
平
均
気
温
は
四
・
五
度
、

南
京
の
そ
れ
は
二
・
四
度
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
東
京
は
五
・
二
度
、
仙
台
は
一
・
六
度
で
あ
り
、〈
私
〉

の
「
冬
は
ひ
ど
く
寒
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
は
正
直
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
仙
台
の
冬
は
寒

い
。
〈
私
〉
に
と
っ
て
仙
台
と
い
う
町
は
何
よ
り
「
寒
い
町
」
で
あ
っ
た
。

　

明
治
三
七
年
九
月
、
周
青
年
は
下
宿
「
佐
藤
屋
」
に
入
っ
た
。
し
か
し
「
あ
る
先
生
」
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
よ
っ
て
一
一
月
ご
ろ
「
宮
川
宅
」
に
居
を
移
し
て
い
る
。
「
宿
屋
が
囚
人
の
賄
い
を
兼
業
す

る
の
は
私
に
関
係
の
な
い
こ
と
だ
」
と
考
え
る
〈
私
〉
は
理
性
的
、
合
理
的
な
人
間
で
あ
る
。

　

仙
台
医
専
で
学
業
に
励
ん
で
い
た
〈
私
〉
は
、
徐
々
に
医
学
を
学
ぶ
こ
と
に
意
味
を
見
い
だ
せ
な

く
な
り
、
や
が
て
所
謂
「
幻
灯
事
件
」
に
よ
っ
て
医
学
を
放
棄
す
る
こ
と
に
決
め
る
。
小
説
「
藤
野

先
生
」
で
は
そ
の
場
面
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

私
は
、
つ
づ
い
て
中
国
人
の
銃
殺
を
参
観
す
る
運
命
に
め
ぐ
り
あ
つ
た
。
第
二
学
年
で
は
、
細

菌
学
の
授
業
が
加
わ
り
、
細
菌
の
形
態
は
、
す
べ
て
幻
燈
で
見
せ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
。
一

段
落
す
ん
で
、
ま
だ
放
課
の
時
間
に
な
ら
ぬ
と
き
は
、
時
事
の
画
片
を
映
し
て
み
せ
た
。む
ろ
ん
、

日
本
が
ロ
シ
ア
と
戦
つ
て
勝
つ
て
い
る
場
面
ば
か
り
で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、 

ひ
よ
つ
こ
り
、

中
国
人
が
そ
の
な
か
に
ま
じ
つ
て
現
わ
れ
た
。
ロ
シ
ア
軍
の
ス
パ
イ
を
働
い
た
か
ど
で
、
日
本

軍
に
捕
え
ら
れ
て
銃
殺
さ
れ
る
場
面
で
あ
つ
た
。
取
囲
ん
で
見
物
し
て
い
る
群
集
も
中
国
人
で

あ
り
、
教
室
の
な
か
に
は
、
ま
だ
ひ
と
り
、
私
も
い
た
。
／
「
萬
歳
！
」
彼
ら
は
、
み
な
手
を

拍
つ
て
歓
声
を
あ
げ
た
。
／
こ
の
歓
声
は
、
い
つ
も
一
枚
映
す
た
び
に
あ
が
つ
た
も
の
だ
つ
た

が
、
私
に
と
つ
て
は
、
こ
の
と
き
の
歓
声
は
、
特
別
に
耳
を
刺
し
た
。
そ
の
後
、
中
国
へ
帰
つ

て
か
ら
も
、
犯
人
の
銃
殺 

を
の
ん
き
に
見
物
し
て
い
る
人
々
を
見
た
が
、
彼
ら
は
き
ま
つ
て
、

酒
に
酔
つ
た
よ
う
に
喝
采
す
る
─
─
あ
あ
、
も
は
や
言
う
べ
き
言
葉
は
な
い
。
だ
が
、
こ
の
と

き
、
こ
の
場
所
に
お
い
て
、
私
の
考
え
は
変
つ
た
の
だ
。
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貧
困
生
活
の
中
、
問
題
作
『
破
戒
』
（
明
治
三
九
）
を
自
費
出
版
す
る
。
同
作
は
、
翌
年
発
表
さ
れ

た
田
山
花
袋
の
『
蒲
団
』
と
と
も
に
、
日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
自
然
主
義
文
学
の
嚆
矢
と
見
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
後
、『
春
』『
家
』『
新
生
』『
夜
明
け
前
』
と
い
っ

た
長
篇
小
説
を
残
し
、
近
代
文
学
史
の
中
で
も
重
き
を
置
く
小
説
家
と
な
っ
て
行
っ
た
。

　

一
方
、
晩
翠
も
詩
作
を
や
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
彼
は
文
芸
の
創
作
自
体
か
ら
離
れ
、
英
語
教
師
・

英
文
学
者
と
し
て
残
り
の
人
生
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
、
Ｋ
・

Ｓ
鋼
の
発
見
者
で
あ
る
本
多
光
太
郎
、
赤
痢
菌
の
発
見
者
で
あ
る
志
賀
潔
と
と
も
に
、
初
の
「
仙
台

市
名
誉
市
民
」
の
称
号
を
贈
ら
れ
た
。
翌
二
五
年
に
は
、
詩
人
と
し
て
は
初
め
て
文
化
勲
章
を
受
章

し
、
さ
ら
に
翌
年
制
定
さ
れ
た
文
化
功
労
者
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
藤
村
は
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
六
月
一
六
日
、
四
〇
年
ぶ
り
に
仙
台
を
訪
れ
て

い
る
。
翌
一
七
日
に
は
午
前
中
、
前
年
一
一
月
に
八
木
山
桜
が
岡
の
地
（
現
在
、
八
木
山
動
物
公
園

が
あ
る
と
こ
ろ
）
に
建
立
さ
れ
た
詩
碑
（
藤
村
の
手
に
よ
る
「
草
枕
」
の
第
一
〇
・
一
一
聯
が
刻
ま

れ
た
も
の
）
を
見
、
夜
は
「
春
日
」
に
て
開
か
れ
た
歓
迎
晩
餐
会
に
出
席
し
て
晩
翠
と
旧
交
を
温
め

て
い
る
。
藤
村
は
六
年
後
の
昭
和
一
八
年
八
月
に
満
七
一
歳
で
亡
く
な
り
、
こ
の
時
が
最
後
の
仙
台

訪
問
、
そ
し
て
管
見
の
限
り
で
は
最
後
の
晩
翠
と
の
邂
逅
と
な
っ
た
。

　

藤
村
の
死
か
ら
九
年
後
の
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
八
月
、
晩
翠
の
「
荒
城
の
月
」
詩
碑
が
仙

台
城
址
に
建
立
さ
れ
た
。
晩
翠
は
こ
の
二
ヶ
月
後
、
満
八
〇
歳
で
永
眠
す
る
。

　

な
お
、
藤
村
の
詩
碑
は
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
に
八
木
山
か
ら
青
葉
城
址
の
晩
翠
の
詩
碑
の

近
く
に
移
さ
れ
、
さ
ら
に
ま
た
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
九
月
に
仙
台
駅
東
口
の
名
掛
丁
「
藤
村

広
場
」
（
藤
村
が
下
宿
し
た
三
浦
屋
の
跡
地
）
に
移
さ
れ
た
。
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
平
成
に
か
け
て

の
四
十
年
間
で
は
あ
っ
た
が
、
明
治
三
〇
年
代
初
頭
に
藤
晩
と
並
び
称
さ
れ
一
世
を
風
靡
し
た
仙
台

に
ゆ
か
り
の
あ
る
両
者
の
詩
碑
が
、
仙
台
の
街
を
見
下
ろ
し
て
立
っ
て
い
る
の
に
は
感
慨
深
い
も
の

が
あ
る
。「
杜
の
都
、仙
台
は
日
本
の
新
詩
体
・ 

近
代
詩
発
祥
の
地
と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ぬ
」（
３
）

と
言
う
小
松
健
一
の
言
葉
に
も
、
諾
う
も
の
が
あ
る
。

　
　

真
山
青
果
の
仙
台

　

藤
村
が
仙
台
を
離
れ
て
上
京
し
、
晩
翠
が
東
京
帝
大
の
大
学
院
に
進
学
し
た
明
治
三
〇
年
、
一
八

歳
の
真
山
彬
青
年
は
東
京
か
ら
仙
台
に
戻
り
、
第
二
高
等
学
校
医
学
部
に
入
学
し
た
。

　

彼
は
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
、
仙
台
の
裏
五
番
丁
三
番
地
に
生
ま
れ
た
。
父
は
小
学
校
の
校

長
を
務
め
た
教
育
者
で
あ
る
。
明
治
二
四
年
、
前
述
し
た
東
華
学
校
に
入
学
す
る
が
、
翌
年
学
校
が

宮
城
県
尋
常
中
学
校
へ
発
展
的
解
消
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
同
校
の
一
年
生
と
な
る
。
後
に
「
民
本
主

義
」
を
提
唱
す
る
政
治
学
者
・
吉
野
作
造
（
一
八
七
八
〜
一
九
三
三
。
現
、
大
崎
市
古
川
出
身
）
や
、

横
光
利
一
ら
大
正
末
の
新
し
い
文
学
潮
流
を
「
新
感
覚
派
」
と
名
付
け
た
文
藝
評
論
家
・
千
葉
亀
雄

（
一
八
七
八
〜
一
九
三
五
。
酒
田
市
生
ま
れ
、
美
里
町
小
牛
田
出
身
）
ら
が
同
級
生
だ
っ
た
が
、
落

第
を
機
に
退
学
し
て
東
京
の
日
本
中
学
に
編
入
し
た
。
仙
台
に
戻
っ
て
第
二
高
等
学
校
医
学
部
（
東

北
大
学
医
学
部
の
前
身
の
一
つ
）
に
入
学
し
た
も
の
の
長
続
き
せ
ず
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）

退
学
す
る
。
そ
の
後
、
郡
立
病
院
の
薬
局
生
や
開
業
医
の
代
診
な
ど
職
を
転
々
と
し
た
。
明
治
三
六

年
（
一
九
〇
三
）
再
上
京
し
、
佐
藤
紅
緑
の
家
に
寄
寓
し
た
。
の
ち
新
潮
社
の
記
者
と
な
り
小
栗
風

葉
の
知
遇
を
得
る
。
藤
村
が
『
破
戒
』
を
発
表
し
た
翌
年
の
明
治
四
〇
年
、
「
真
山
青
果
」
の
名
で

発
表
し
た
「
南
小
泉
村
」
（
『
新
潮
』
明
四
〇
・
五
）
が
自
然
主
義
全
盛
の
文
壇
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

小
説
家
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

「
南
小
泉
村
」
と
い
う
村
は
実
在
し
な
い
が
、
彼
は
再
び
上
京
す
る
前
、
仙
台
に
隣
接
す
る
「
七

郷
村
南
小
泉
」
で
医
師
の
代
診
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
時
の
経
験
が
「
南
小
泉
村
」
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。

　

仙
台
の
西
北
の
隅
か
ら
入
つ
て
、
愛
宕
山
の
裾
を
南
へ
東
へ
と
流
れ
る
の
が
広
瀬
川
、
埋
木

と
鮎
で
名
高
い
川
で
あ
る
。
そ
の
川
下
の
誓
願
寺
の
渡
場
か
ら
堰
分
れ
て
、
南
方
の
町
々
を
通

つ
て
東
を
指
す
枝
川
を
六
郷
川
と
云
ふ
、
南
小
泉
は
そ
の
又
枝
分
れ
の
小
溝
に
沿
う
た
小
村
で
、

そ
の
近
傍
の
小
字
を
併
せ
て
、
今
で
は
六
郷
村
に
組
入
つ
て
居
る
。
戸
数
は
や
つ
と
二
百
戸
許
、

細
長
い
家
続
き
、
土
地
が
湿
る
所
為
か
無
花
果
が
好
く
そ
だ
つ
所
で
あ
る
。
［
中
略
］
米
は
水

車
屋
か
ら
買
つ
て
喰
べ
る
―
―
、
田
舎
は
田
舎
で
も
此
辺
は
大
抵
一
升
買
を
し
て
居
る
。
そ
の

他
の
買
物
や
何
か
は
皆
仙
台
の
河
原
町
を
調
法
し
て
居
る
。
こ
の
辺
で
は
か
ア
ら
町

0

0

0

0

と
言
慣
し

て
、
鉄
道
線
路
を
踏
切
つ
て
行
く
と
、
十
二
三
町
と
も
無
い
位
で
あ
る
。
小
学
校
の
生
徒
は
半

分
は
仙
台
に
、
半
分
は
吹
曝
の
田
圃
を
東
路
に
一
里
ば
か
り
、
荒
井
と
云
ふ
小
村
に
行
く
、
そ

こ
に
六
郷
村
の
役
場
も
駐
在
所
も
あ
る
。
／
大
き
な
町
に
は
、
き
つ
と
、
そ
こ
か
ら
吐
出
す
芥

川
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
町
の
老
廃
物
を
排
泄
す
る
の
だ
。
そ
し
て
、
最
寄
の
小
村
は
、
大
抵
、

そ
の
小
川
に
沿
う
て
部
落
す
る
。
南
小
泉
村
も
や
が
て
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
百
姓
と
し
て
独
立

の
百
姓
で
は
無
く
、
多
く
は
都
会
の
下
澱
に
な
つ
て
生
活
を
立
て
ゝ
居
る
。
鄙
し
い
の
は
素
よ

り
そ
の
筈
だ
。
丁
度
其
の
居
ま
は
り
の
田
畠
が
、
町
か
ら
流
れ
出
る
、
湯
の
垢
、
染
屋
の
紺
汁
、

洗
水
、
灰
汁
、
塵
埃
に
灌
漑
さ
れ
る
や
う
な
も
の
だ
。
［
中
略
］
（
傍
点
マ
マ
）

　

や
は
り
〈
僕
〉
を
単
純
に
作
者
・
青
果
と
す
る
こ
と
は
憚
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
実
際
に

南
小
泉
地
区
で
代
診
を
し
た
経
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
慮
す
れ
ば
、
〈
僕
〉
と
作
者
を
ほ
ぼ
同
一
視

し
て
も
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。

　

さ
て
、
南
小
泉
は
広
瀬
川
の
支
流
・
六
郷
川
か
ら
「
又
枝
分
れ
の
小
溝
に
沿
う
た
小
村
」
で
あ
る
。

〈
僕
〉
は
広
瀬
川
を
「
埋
木
と
鮎
で
名
高
い
川
で
あ
る
」
と
言
う
（
実
を
言
え
ば
、
埋
木
で
名
高
い

の
は
広
瀬
川
の
本
流
で
あ
る
名
取
川
な
の
だ
が
、
こ
こ
で
そ
の
是
非
は
問
う
ま
い
）
。
そ
の
一
方
で
、

広
瀬
川
が
「
町
の
老
廃
物
を
排
泄
」
し
た
「
芥
川
」
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
「
老
廃
物
を

排
泄
す
る
」
と
い
う
表
現
は
、
い
か
に
も
医
学
を
学
ん
だ
人
物
に
ふ
さ
わ
し
い
。
広
瀬
川
は
先
に
見

た
よ
う
に
、
晩
翠
が
そ
の
岸
辺
に
佇
ん
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
詩
情
を
か
き
立
て
た
場
所
で
あ
る
。

浪
漫
主
義
詩
人
の
眼
に
は
美
し
く
映
っ
た
広
瀬
川
も
、
医
学
を
学
ん
だ
自
然
主
義
作
家
の
眼
に
は
「
町
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風
に
吹
か
れ
て
飄
り

朝
の
黄
雲
に
と
も
な
は
れ

夜
白
河
を
越
え
て
け
り

道
な
き
今
の
身
な
れ
ば
か

わ
れ
は
道
な
き
野
を
慕
ひ

思
ひ
乱
れ
て
み
ち
の
く
の

宮
城
野
に
ま
で
迷
ひ
き
ぬ

心
の
宿
の
宮
城
野
よ

乱
れ
て
熱
き
吾
身
に
は

日
影
も
薄
く
草
枯
れ
て

荒
れ
た
る
野
こ
そ
う
れ
し
け
れ

ひ
と
り
さ
み
し
き
吾
耳
は

吹
く
北
風
を
琴
と
聴
き

悲
み
深
き
吾
目
に
は

色
彩
な
き
石
も
花
と
見
き

あ
ゝ
孤
独
の
悲
痛
を

味
ひ
知
れ
る
人
な
ら
で

誰
に
か
た
ら
ん
冬
の
日
の

か
く
も
わ
び
し
き
野
の
け
し
き

都
の
か
た
を
な
が
む
れ
ば

空
冬
雲
に
覆
は
れ
て

身
に
ふ
り
か
ゝ
る
玉
霰

袖
の
氷
と
閉
ぢ
あ
へ
り
（
第
八
〜
一
三
聯
）

　

「
さ
び
し
き
か
た
」
と
は
「
み
ち
の
く
」
東
北
方
面
で
あ
り
、〈
わ
れ
〉
は
「
白
河
を
越
え
て
」
「
み

ち
の
く
の
宮
城
野
に
ま
で
迷
ひ
き
」
た
の
で
あ
っ
た
。
宮
城
野
は
「
心
の
宿
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
場
所
で
は
あ
る
も
の
の
、
「
ひ
と
り
さ
み
し
」
く
「
孤
独
の
悲
痛
」
を
感
じ
て
い
る
〈
わ
れ
〉
は
、

東
京
が
恋
し
く
て
「
都
の
か
た
を
な
が
」
め
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。
仙
台
で
作
っ
た
詩
稿
を
毎
月

の
よ
う
に
『
文
学
界
』
へ
送
っ
て
い
た
藤
村
の
目
は
、
や
は
り
東
京
を
向
い
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
「
心
の
宿
の
宮
城
野
」
と
い
う
章
句
は
改
訂
版
『
藤
村
詩
集
』
（
春
陽
堂
、
大
正
元
・

一
二
）
の
「
改
訂
詩
集
の
序
」
や
、
そ
れ
を
改
訂
し
た
『
藤
村
詩
抄
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
二
・
七
）

の
序
「
抄
本
を
出
す
に
つ
き
て
」
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
お
り
、
藤
村
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
必
ず

と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
触
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
念
の
た
め
、
前
者
の
一
部
を
確
認
し
て
お
く
。

明
治
二
十
九
年
の
秋
、
私
は
仙
台
へ
行
つ
た
。
あ
の
東
北
の
古
い
静
か
な
都
会
で
私
は
一
年
ば

か
り
を
送
つ
た
。
私
の
生
涯
は
そ
こ
へ
行
つ
て
初
め
て
夜
が
明
け
た
や
う
な
気
が
し
た
。
私
は

仙
台
の
客
舎
で
書
い
た
詩
稿
を
毎
月
東
京
へ
送
つ
て
、
そ
の
以
前
か
ら
友
人
同
志
で
出
し
て
居

た
雑
誌
『
文
学
界
』
に
載
せ
た
。
そ
れ
を
集
め
て
公
に
し
た
の
が
私
の
第
一
の
集
だ
。

　

そ
し
て
前
述
の
第
一
〇
・
一
一
聯
が
引
用
さ
れ
て
「
私
が
一
生
の
曙
は
斯
様
な
風
に
し
て
開
け
て

来
た
」
と
す
る
。
同
様
の
趣
旨
の
文
は
散
見
さ
れ
、
例
え
ば
昭
和
一
一
年
刊
行
の
『
早
春
』
（
昭
和

一
一
）
で
は
、
「
東
北
の
方
へ
出
掛
け
て
行
つ
て
、
漸
く
わ
た
し
は
一
切
か
ら
離
れ
る
こ
と
の
出
来

る
古
い
仙
台
の
都
会
に
身
を
置
き
得
た
や
う
な
心
地
が
し
た
。
こ
の
早
春
の
記
念
の
中
に
も
あ
る
や

う
に
、
ま
だ
年
若
な
わ
た
し
の
胸
に
よ
く
浮
か
ん
で
来
た
も
の
は
、
『
詩
歌
は
静
か
な
る
と
こ
ろ
に

て
想
ひ
起
し
た
る
感
動
な
り
』
の
言
葉
で
あ
つ
た
。
黙
し
が
ち
な
わ
た
し
の
唇
は
ほ
ど
け
て
き
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
詩
が
わ
た
し
の
胸
か
ら
迸
る
や
う
に
流
れ
て
来
た
」
と
も
書
い
て
い
る
。
藤
村

に
と
っ
て
の
仙
台
は
、
な
に
よ
り
「
古
い
静
か
な
都
会
」
「
静
か
な
る
と
こ
ろ
」
で
あ
っ
た
。

　
　

藤
村
と
晩
翠
の
そ
の
後

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
旅
」
を
意
味
す
る
語
を
題
と
し
、
ま
た
そ
の
中
で
宮
城
野
を
「
心
の
宿
」

と
歌
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
藤
村
は
「
草
枕
」
を
書
い
た
時
点
、
す
な
わ
ち
遅
く
と
も
明

治
三
〇
年
の
二
月
以
前
に
は
、
仙
台
を
後
に
す
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
こ
の
赴
任
を
あ
く
ま
で
「
宮

城
野
行
き
」
と
い
う
「
旅
」
に
し
て
し
ま
う
こ
と
、
を
考
え
て
い
た
と
見
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

付
け
加
え
て
言
え
ば
、
先
に
挙
げ
た
「
改
訂
詩
集
の
序
」
に
お
い
て
も
、
下
宿
三
浦
屋
の
こ
と
を
「
客

舎
」
す
な
わ
ち
「
旅
館
」
と
述
べ
て
お
り
、
藤
村
が
自
身
を
能
因
―
西
行
―
芭
蕉
に
連
な
る
漂
泊
者

の
系
譜
に
置
い
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
う
い
っ
た
観
念
以
上
に
現
実
的
に
み
ち
の
く
行
き
を
一
過
性

の
旅
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
帰
京
し
た
藤
村
は

二
年
後
の
明
治
三
二
年
、
木
村
熊
二
が
創
設
し
た
小
諸
義
塾
の
教
師
と
し
て
信
州
へ
向
か
っ
た
の
で

あ
っ
た
。

　

藤
村
が
仙
台
を
離
れ
た
明
治
三
〇
年
、
晩
翠
は
東
京
帝
大
を
卒
業
し
、
大
学
院
に
進
学
し
て
い
る
。

藤
村
が
「
故
郷
」
馬
籠
に
比
較
的
近
い
信
州
小
諸
に
赴
任
し
た
次
の
年
、
明
治
三
三
年
の
二
月
に
晩

翠
は
母
校
・
第
二
高
等
学
校
の
教
授
と
し
て
「
故
郷
」
仙
台
に
戻
る
。
彼
は
翌
年
六
月
か
ら
三
七
年

一
一
月
に
か
け
て
三
年
半
に
亘
っ
て
西
欧
へ
私
費
留
学
を
す
る
が
、
そ
の
後
仙
台
に
戻
っ
て
昭
和
九

年
（
一
九
三
四
）
の
定
年
ま
で
二
高
に
勤
続
し
た
。
彼
に
と
っ
て
「
故
郷
」
仙
台
は
住
み
心
地
の
良

い
場
所
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

藤
村
は
明
治
三
八
年
、
小
諸
義
塾
を
辞
職
し
て
上
京
す
る
。
そ
し
て
、
詩
か
ら
小
説
の
創
作
に
転
じ
、
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る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
広
瀬
川
は
仙
台
市
内
を
流
れ
る
清
流
で
あ
り
、
仙
台
市
民
に
と
っ
て
の
「
母

な
る
川
」
で
あ
る
。

　

さ
て
、
〈
わ
れ
〉
は
「
都
の
塵
を
逃
れ
」
て
「
故
郷
」
仙
台
へ
帰
り
、
母
な
る
「
広
瀬
川
」
の
岸

に
ひ
と
り
黙
っ
て
「
心
も
空
に
佇
」
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
故
郷
」
は
塵
（
「
砂
塵
」
で
あ
る

と
同
時
に
「
俗
世
間
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
」
「
世
俗
の
汚
れ
」
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
）
の
な
い
清

浄
な
空
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
故
郷
」
に
も
も
は
や
「
昨
日
の
春
は
跡

も
無
」
く
、
「
雲
間
を
洩
る
ゝ
夏
の
月
」
が
輝
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
春
」
は
四
季
の
一
つ

で
あ
る
と
同
時
に
、
「
野
薔
薇
の
薫
り
」
に
満
ち
た
人
生
の
「
春
」
を
指
し
て
も
い
る
と
思
わ
れ
る
。

換
言
す
れ
ば
「
人
生
に
お
け
る
春
」
す
な
わ
ち
「
青
春
時
代
」
が
す
で
に
失
わ
れ
、
今
や
「
人
生
の
夏
」

す
な
わ
ち
「
壮
年
期
」
に
差
し
掛
か
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の

詩
に
注
釈
を
施
し
て
い
る
久
保
氏
は
「
夏
休
み
の
帰
省
で
あ
ろ
う
」
（
２
）

と
す
る
が
、
前
述
の
通
り

詩
を
虚
構
と
考
え
れ
ば
必
ず
し
も
作
者
＝
晩
翠
の
帰
省
の
場
面
と
限
定
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。

　

仮
に
〈
わ
れ
〉
を
晩
翠
そ
の
人
と
し
て
み
た
と
き
、
明
治
三
一
年
に
数
え
二
八
歳
だ
っ
た
晩
翠
は

仙
台
の
広
瀬
川
に
佇
ん
で
「
人
生
の
春
」
の
終
わ
り
を
感
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
前
々
年

に
あ
た
る
明
治
二
九
年
か
ら
約
一
年
間
、
仙
台
の
地
に
て
「
人
生
の
春
」
が
確
か
に
訪
れ
る
の
を
感

じ
て
い
た
文
学
者
が
い
た
。
仙
台
神
学
校
か
ら
名
称
を
変
更
し
た
ば
か
り
の
東
北
学
院
に
勤
め
て
い

た
藤
村
こ
と
島
崎
春
樹
が
そ
の
人
で
あ
る
。

　
　
　

島
崎
藤
村
の
仙
台

　

藤
村
こ
と
島
崎
春
樹
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）、
筑
摩
県
馬
籠
村
（
現
在
の
岐
阜
県
中
津
川
市
馬

籠
）
に
生
ま
れ
た
。
生
家
は
江
戸
時
代
に
本
陣
、
庄
屋
、
問
屋
を
か
ね
た
旧
家
で
あ
っ
た
。
同
一
四

年
（
一
八
八
一
）
九
歳
で
兄
と
と
も
に
上
京
し
、
同
郷
の
吉
村
家
に
寄
宿
し
な
が
ら
日
本
橋
の
泰
明

小
学
校
に
通
う
。
同
二
〇
年
、
明
治
学
院
普
通
部
本
科
に
入
学
し
、
翌
年
木
村
熊
二
（
一
八
四
五
〜

一
九
二
七
）
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
。
同
二
四
年
に
明
治
学
院
を
卒
業
し
て
翌
年
、
木
村
が
開
い
た
明
治

女
学
校
の
教
師
と
な
る
。
さ
ら
に
翌
二
六
年
一
月
、
雑
誌
『
文
学
界
』
の
創
刊
に
参
加
し
た
後
、
明

治
女
学
校
を
辞
職
し
て
放
浪
の
旅
に
出
、
明
治
二
九
年
に
仙
台
へ
赴
任
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

藤
村
の
仙
台
時
代
に
つ
い
て
は
、
藤
一
也
の
『
島
崎
藤
村
の
仙
台
時
代
―
『
若
菜
集
』
を
め
ぐ
っ

て
』
（
萬
葉
堂
書
店
、
昭
和
五
二
・
九
）
が
詳
し
い
。
藤
氏
の
作
成
し
た
詳
細
な
年
譜
よ
り
一
部
を
引

用
す
る
。

明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
二
五
歳

九
月
四
日　

東
北
学
院
教
師
と
し
て
仙
台
に
着
任
。
駅
前
旅
館
「
針
久
」
支
店
に
投
宿
す
る
。

九
月
一
一
日
（
金
）　

第
二
学
期
始
業
式
。
藤
村
、
初
め
て
生
徒
に
紹
介
さ
れ
る
。

九
月
一
九
日
（
土
）
―
二
〇
日
（
日
）　

布
施
淡
（
池
雪
）
と
共
に
松
島
に
遊
ぶ
（
「
松
島
だ
よ

り
」
）
。
こ
の
頃
、
既
に
居
を
布
施
淡
の
家
（
池
雪
庵
）
の
一
室
に
移
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
月
（
一
〇
月
）
初
旬
、
淡
の
家
族
と
共
に
支
倉
町
一
〇
番
地
の
田
代
家
の
隠
宅
に
移
る
。

一
〇
月
二
四
日
（
土
）　

出
村
悌
三
郎
［
引
用
者
注
―
東
北
学
院
の
同
僚
］
と
散
策
し
、
賢
淵

［
同
―
広
瀬
川
の
淵
］
の
茶
屋
一
見
亭
で
秋
の
一
日
を
楽
し
む
。
［
中
略
］
帰
宅
し
て
「
ハ
ヽ
ビ

ヤ
ウ
キ
ス
グ
コ
イ
」
の
電
報
を
見
、
急
遽
夜
行
に
て
上
京
。

一
〇
月
二
五
日
（
日
）　

母
縫
子
、
コ
レ
ラ
の
た
め
東
京
本
所
の
避
病
院
に
て
死
去
。

一
〇
月
三
一
日　

母
の
遺
骨
を
持
ち
中
津
川
を
へ
て
馬
籠
に
帰
る
。

一
一
月
七
日
（
土
）　

小
諸
義
塾
の
木
村
熊
二
の
も
と
へ
。
そ
こ
に
一
泊
。

一
一
月
八
日
（
日
）　

小
諸
よ
り
仙
台
へ
向
け
て
発
つ
。

帰
仙
後
、
間
も
な
く
名
懸
町
六
二
番
地
（
現
在
の
名
掛
丁
一
二
〇
番
地
）
の
旅
宿
兼
下
宿
屋
の

三
浦
屋
に
宿
を
移
す
。

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
二
六
歳

こ
の
頃
［
引
用
者
注
―
一
月
中
旬
］
、
土
井
晩
翠
（
当
時
東
大
生
）
に
伴
わ
れ
高
山
樗
牛
に
あ
う
。

二
高
に
は
高
山
樗
牛
、
佐
々
醒
雪
な
ど
の
知
名
な
文
学
者
が
、
河
北
新
報
に
は
佐
藤
紅
緑
が
い

た
。

二
月
二
一
日
（
日
）　

詩
集
『
若
菜
集
』
出
版
を
決
意
し
、
そ
の
た
め
、
一
関
の
熊
谷
太
三
郎
［
引

用
者
注
―
か
つ
て
家
庭
教
師
と
し
て
英
語
を
教
え
た
人
物
］
よ
り
、
三
十
円
の
借
金
を
す
る
。

六
月
二
六
日
（
土
）　

在
仙
詩
人
ら
、
や
が
て
東
京
に
帰
る
藤
村
の
た
め
、
送
別
の
宴
を
「
陸

奥
の
園
」
（
南
町
通
り
）
に
て
行
う
。

七
月
一
日
（
木
）　

夜
行
に
て
離
仙
上
京
す
。
在
仙
の
文
士
数
十
名
が
こ
れ
を
仙
台
停
車
場
に

見
送
っ
た
。

　

藤
村
は
『
文
学
界
』
の
明
治
三
〇
年
二
月
号
に
「
草
枕
」
を
発
表
し
た
。
七
五
調
四
句
を
一
聯
と

し
て
三
十
聯
か
ら
成
る
長
詩
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
「
草
枕
」
と
は
旅
な
ど
を
意
味
す
る
言
葉

で
あ
り
、
ま
た
旅
な
ど
に
か
か
る
枕
詞
で
も
あ
る
。
藤
村
は
「
草
枕
」
と
い
う
言
葉
が
好
き
だ
っ
た

よ
う
で
、
本
詩
の
ほ
か
に
も
同
名
の
詩
を
発
表
し
て
い
る
（
『
文
学
界
』
明
治
二
七
年
一
月
号
と
『
新

小
説
』
明
治
三
三
年
三
月
号
）
。
ま
た
、
「
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り
」
（
原
題
「
旅
情
」
、
初
出
『
明

星
』
明
治
三
三
・
四
）
の
最
終
句
「
草
枕
し
ば
し
慰
む
」
は
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。

　

作
品
の
評
価
は
毀
誉
褒
貶
相
半
ば
し
て
い
る
が
、
と
に
か
く
『
若
菜
集
』
お
よ
び
藤
村
の
代
表
作

と
い
う
の
は
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
て
、
作
品
の
冒
頭
「
わ
れ
は
千
鳥
に
あ
ら
ね
ど
も
／
心
の
羽
を
う
ち
ふ
り
て
／
さ
び
し
き
か
た

に
飛
べ
る
か
な
」
と
、
自
分
は
千
鳥
で
は
な
い
が
、
千
鳥
の
よ
う
に
「
さ
び
し
き
か
た
に
飛
」
ん
だ

と
言
う
。
晩
翠
の
場
合
と
同
様
、〈
わ
れ
〉
即
作
者
・
藤
村
と
考
え
る
の
は
戒
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
の
場
合
も
〈
わ
れ
〉
と
作
者
と
の
距
離
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
れ
ば
落
葉
と
身
を
な
し
て
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に
は
全
国
か
ら
優
秀
な
学
生
が
大
勢
集
ま
っ
て
来
た
。
こ
こ
で
は
文
学
者
に
限
定
し
て
、
同
校
に
席

を
置
い
た
主
な
人
物
を
挙
げ
て
み
る
。

●　
　

高
山
樗
牛
（
一
八
七
一
〜
一
九
〇
二
）
文
藝
評
論
家
。
山
形
県
の
生
ま
れ
。
本
名
は
林
次
郎
。

代
表
作
は
『
滝
口
入
道
』
（
一
八
九
四
）
。
の
ち
二
高
教
授
。

●　
　

土
井
晩
翠
（
後
述
）

●　
　

河
東
碧
梧
桐
（
一
八
七
三
〜
一
九
三
七
）
・
高
浜
虚
子
（
一
八
七
四
〜
一
九
五
九
）
と
も
に

松
山
生
ま
れ
。
明
治
二
七
年
（
一
八
九
）
の
制
度
改
革
に
伴
い
第
三
高
等
学
校
か
ら
第
二
高

等
学
校
へ
転
入
す
る
が
、
一
年
も
経
た
ず
に
中
退
し
た
。

●　
　

大
須
賀
乙
字
（
一
八
八
一
〜
一
九
二
〇
）
俳
人
。
福
島
県
の
生
ま
れ
。
本
名
は
績
。

●　
　

山
口
青
邨
（
一
八
九
二
〜
一
九
八
八
）
俳
人
。
岩
手
県
の
生
ま
れ
。
本
名
は
吉
朗
。

●　
　

久
板
栄
二
郎
（
一
八
九
八
〜
一
九
七
六
）
劇
作
家
。
宮
城
県
岩
沼
町
生
ま
れ
。

●　
　

富
永
太
郎
（
一
九
〇
一
〜
一
九
二
五
）
詩
人
。
東
京
の
生
ま
れ
。

 　

本
稿
で
は
仙
台
に
生
ま
れ
育
っ
た
、
ま
た
仙
台
で
学
び
、
あ
る
い
は
教
え
た
文
学
者
た
ち
が
残

し
た
文
学
作
品
に
描
か
れ
た
仙
台
の
姿
を
検
証
す
る
。
具
体
的
に
は
、
土
井
晩
翠
（
一
八
七
一
〜

一
九
五
二
）
の
詩
「
広
瀬
川
」
（
明
治
三
一
）
、
島
崎
藤
村
（
一
八
七
二
〜
一
九
四
二
）
の
詩
「
草
枕
」

（
明
治
三
〇
）
、
真
山
青
果
（
一
八
七
八
〜
一
九
四
八
）
の
小
説
「
南
小
泉
村
」
（
明
治
四
〇
）
、
そ
し

て
魯
迅
（
一
八
八
一
〜
一
九
三
六
）
の
小
説
「
藤
野
先
生
」
（
一
九
二
六
）
を
取
り
上
げ
る
。
生
年

を
見
れ
ば
分
か
る
通
り
、
最
年
長
の
晩
翠
か
ら
最
年
少
の
魯
迅
ま
で
年
齢
差
は
十
歳
で
あ
り
、
作
品

に
描
か
れ
て
い
る
の
は
す
べ
て
明
治
三
〇
年
代
の
仙
台
お
よ
び
そ
の
近
郊
で
あ
る
。
彼
ら
が
描
い
た

仙
台
像
を
通
し
て
、
仙
台
と
は
如
何
な
る
街
な
の
か
、
ま
た
作
家
の
性
質
・
感
性
に
よ
っ
て
文
学
は

如
何
に
形
を
変
え
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
考
え
て
み
た
い
。

　
　

土
井
晩
翠
の
仙
台

　

晩
翠
こ
と
土
井
林
吉
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
仙
台
の
北
鍛
冶
町
に
生
ま
れ
た
。
実
家
は
代
々

七
郎
兵
衛
を
名
乗
る
裕
福
な
質
屋
で
あ
り
、
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
彼
は
家
業
を
継
ぐ
運
命
に
あ
っ

た
。
祖
父
の
言
に
よ
り
進
学
を
諦
め
て
家
業
の
見
習
い
に
励
む
が
、
明
治
二
一
年
、
希
望
が
叶
っ
て

第
二
高
等
中
学
校
補
充
科
二
年
に
入
学
す
る
。
五
年
後
の
明
治
二
六
年
六
月
、
二
高
の
校
友
会
誌
『
尚

志
会
雑
誌
』
が
創
刊
さ
れ
、
林
吉
青
年
は
「
晩
翠
生
」
の
号
を
用
い
て
長
詩
「
謫
居
」
を
発
表
し
た
。

詩
人
「
土
井
晩
翠
」
の
誕
生
で
あ
る
。

　

翌
二
七
年
七
月
、
晩
翠
は
二
高
を
卒
業
し
て
上
京
、
九
月
に
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
英
文
学
科

に
入
学
し
た
。
在
学
中
、『
帝
国
文
学
』
の
編
集
委
員
と
な
り
、
編
集
に
従
事
す
る
傍
ら
詩
を
発
表
し
た
。

明
治
三
〇
年
七
月
に
大
学
を
卒
業
し
て
大
学
院
に
進
学
す
る
と
、
翌
三
一
年
に
は
『
帝
国
文
学
』や
『
反

省
雑
誌
』
に
詩
を
数
多
く
発
表
す
る
よ
う
に
な
る
。
久
保
忠
夫
は
「
こ
の
年
に
い
た
っ
て
晩
翠
の
詩

は
ピ
ー
ク
に
達
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
」
（
１
）

と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
て
、こ
の
年
八
月
の
『
反
省
雑
誌
』
に
「
夕
の
声
」
の
総
題
の
も
と
で
発
表
さ
れ
た
一
篇
が
「
広

瀬
川
」
で
あ
る
。
七
五
調
六
句
を
一
聯
と
し
て
四
聯
か
ら
な
る
こ
の
詩
を
す
べ
て
引
用
し
た
い
。

都
の
塵
を
逃
れ
来
て

今
わ
が
帰
る
故
郷
の

夕
凉
し
き
広
瀬
川

野
薔
薇
の
薫
り
消
え
失
せ
て

昨
日
の
春
は
跡
も
無
き

岸
に
無
言
の
身
は
ひ
と
り
。

時
を
も
忘
れ
身
も
忘
れ

心
も
空
に
佇
ず
め
ば

風
は
凉
し
く
影
冴
え
て

雲
間
を
洩
る
ゝ
夏
の
月

一
輪
霞
む
朧
夜
の

花
の
夢
い
ま
い
づ
こ
ぞ
や
。

憂
よ
思
よ
一
春
の

過
ぎ
て
跡
な
き
夢
の
ご
と

に
が
き
涙
も
お
も
ほ
へ
ば

今
に
無
量
の
味
は
あ
り

浮
世
を
捨
て
ゝ
お
く
つ
き
の

暗
に
と
こ
し
へ
眠
ら
ん
と

願
ひ
し
そ
れ
も
幸
な
り
き
。

流
は
ゆ
る
し
水
清
し

楽
の
、
光
の
、
波
の
ま
に

す
ゞ
し
く
澄
め
る
夜
半
の
月
、

あ
ゝ
自
然
の
心
こ
ゝ
ろ
に
て

胸
に
思
の
な
か
り
せ
ば

楽
し
か
る
べ
き
人
の
世
を 

　

詩
は
文
藝
作
品
で
あ
り
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
ゆ
え
、
こ
の
作
品
に
登
場
す
る
〈
わ
れ
〉
を
そ
の

ま
ま
作
者
＝
土
井
晩
翠
と
短
絡
す
る
の
は
憚
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、「
広
瀬
川
」
が
「
故
郷
」

に
流
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
〈
わ
れ
〉
と
作
者
と
は
限
り
な
く
近
い
設
定
に
あ
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近
代
文
学
の
中
の
仙
台

千 

葉　

幸 

一 

郎　
　
　

　
　

は
じ
め
に　

―
仙
台
と
い
う
街
―

　

仙
台
市
は
宮
城
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
り
、
十
一
番
目
の
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
は

慶
長
五
年
（
西
暦
一
六
〇
一
）
伊
達
政
宗
が
青
葉
山
に
城
を
築
き
始
め
、
当
地
の
名
を
「
千
代
」
か

ら
「
仙
台
」
へ
改
め
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
以
後
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
仙
台
は
伊
達
六
二
万
石

の
城
下
町
と
し
て
勇
名
を
馳
せ
、
ま
た
維
新
後
も
東
北
最
大
の
都
市
と
し
て
発
展
し
た
。

　

さ
て
、
仙
台
市
の
市
制
百
二
十
周
年
を
記
念
し
て
制
作
さ
れ
た
『
一
〇
〇
年
前
の
仙
台
を
歩
く
―

仙
台
地
図
さ
ん
ぽ
』
（
せ
ん
だ
い
一
二
〇
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
委
員
会
、
二
〇
〇
九
・
五
）
と
い
う
書
籍

に
、
仙
台
市
は
巻
頭
広
告
を
載
せ
て
次
の
よ
う
に
謳
っ
て
い
る
。
自
画
自
賛
の
風
が
な
い
で
も
な
い

が
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
説
明
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
引
用
し
た
い
。

明
治
も
半
ば
の
二
二
年
、
仙
台
は
全
国
三（

マ
マ
）

八
都
市
の
一
つ
と
し
て
市
制
を
施
行
し
ま
し
た
。
当

時
の
人
口
は
八
六
三
五
三
人
。
世
帯
数
は
一
六
八
〇
六
世
帯
。
や
が
て
軍
事
・
司
法
・
運
輸
・

通
信
な
ど
地
方
統
轄
の
た
め
の
国
の
機
関
や
、
東
北
帝
国
大
学
（
現
東
北
大
学
）
な
ど
重
要
な

教
育
機
関
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
島
崎
藤
村
が
教
鞭
を
と
り
、
魯
迅
が
学
ぶ
東
北
の
文
教
都
市

は
、
い
つ
し
か
「
学
都
仙
台
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
［
中
略
］
平
成
元
年
に
は

東
北
地
方
初
の
政
令
指
定
都
市
に
移
行
し
、
ま
た
平
成
一
一
年
に
は
人
口
一
〇
〇
万
人
を
突
破
。

新
し
い
産
業
や
文
化
を
生
み
出
し
、
数
多
く
の
魅
力
的
な
側
面
を
持
つ
街
へ
と
育
っ
て
お
り
、

美
し
い
環
境
や
活
力
を
持
続
で
き
る
二
一
世
紀
型
の
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
四
月
一
日
に
市
制
施
行
さ
れ
た
際
の
仙
台
市
の
人
口
は
、
今
の
大
和

郡
山
市
の
人
口
八
七
八
〇
二
人
に
ほ
ぼ
等
し
く
（
ち
な
み
に
言
う
と
大
和
郡
山
市
の
現
在
の
世
帯
数

は
三
七
六
三
二
戸
、
平
成
二
八
年
八
月
三
一
日
現
在
）
、
直
近
の
人
口
は
一
〇
八
四
九
八
九
人
と
い

う
こ
と
で
あ
る
（
平
成
二
八
年
九
月
一
日
現
在
。
仙
台
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
）
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
の
引
用
に
「
文
教
都
市
」
「
学
都
仙
台
」
と
い
う
表
現
が
あ
っ
た
が
、
市
制
を
敷

い
た
前
後
、
市
内
に
は
多
く
の
学
校
が
創
立
さ
れ
た
。
ま
ず
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
ミ
ッ
シ
ョ

ン
系
の
学
校
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
て
い
る
。
仙
台
神
学
校
（
明
治
二
四
年
九
月
に
東
北
学
院
と
改

称
）
、
宮
城
女
学
校
（
宮
城
学
院
の
前
身
）
、
東
華
学
校
（
明
治
二
五
年
廃
校
と
な
り
、
同
年
、
宮
城

県
尋
常
中
学
校
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
）
の
三
校
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
仙
台
神
学
校
に
は
岩
野

美
衛
（
詩
人
・
小
説
家
、
岩
野
泡
鳴
。
淡
路
島
の
生
ま
れ
、
一
八
七
三
〜
一
九
二
〇
）
、
宮
城
女
学

校
に
は
星
良
（
文
筆
家
、
相
馬
黒
光
。
仙
台
生
ま
れ
、
一
八
七
六
〜
一
九
五
五
）
、
東
華
学
校
に
は

児
玉
伝
八
（
詩
人
、
児
玉
花
外
。
京
都
生
ま
れ
、
一
八
七
四
〜
一
九
四
三
）
、
真
山
彬
（
詳
細
は
後
述
）

が
学
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
同
年
四
月
の
第
一
次
中
学
校
令
（
明
治
一
九
年
勅
令
第
一
五
号
）
公
布

に
よ
っ
て
全
国
に
五
つ
の
高
等
中
学
校
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
仙
台
に
は
翌
二
〇
年
四
月
に

第
二
高
等
中
学
校
が
設
立
さ
れ
た
（
略
称
、
二
高
。
明
治
二
七
年
の
高
等
学
校
令
に
よ
っ
て
第
二
高

等
学
校
へ
改
称
）
。
同
年
、
東
北
本
線
の
上
野
―
仙
台
間
が
全
線
開
通
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
二
高
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季 七 恋 旅 述 植 動 山 水 居 降 聳 光 神 釈 人 名 衣 時 夜 風 聞

51 あとよりも　しくれてすくる　そらならし 降冬

52 いたまにかかる　たけのおきふし 竹 竹 □

53 ささかにの　いともあらかき　かせふれて 風居

54 しつかあたりは　ゆききまれなり 人

55 いととなほ　ふるきみやこと　なりけらし 述

虫

56 かみよのすゑは　あやしおほはら 神 名

57 ことのはを　けふのみゆきに　つらねいて

58 ねのひしつつも　くらすもろひと 春 □ □ 人 夕

59 つきやまは　かすめるにはの　かけひろみ 春 □ 居 聳

60 いけのこほりも　とけわたるいろ 水春

61 しつみしも　かつうきくさの　おひそひて 草 水

62 つくれるあとも　あらぬちまちた 田

63 さひしさや　しかたちならす　つきのもと 秋 月 獣 光 夜

64 かたしくのへを　きりこむるそて 秋 旅 □ 聳 衣 夜

65 やすむまは　あきのくさかり　ねふりゐて 人□秋

66 かへるうまやは　のるにまかする □ □

67 あかすしも　かりはのみちの　くれわたり 夕□冬

68 いくかかはなに　まくらかりけむ ×木枕春

69 うめさけは　わかすみなれぬ　いほしめて 春 木 居 人

70 かすむのもりそ　となりとはなる 人聳居春

71 ひまそふや　つもるそともの　ゆきならむ 降居春

72 みつもたききも　ひろひくむやま × 山 水

73 みをすてて　いりぬるたにの　おくふかみ 述 山 人

74 くちたるままに　たえしかけはし 山

75 さみたれの　ふるのなかみち　はるかにて 名降夏

76 くものかさなる　すきのいくもと 木 聳

77 あけかたの　つきになきゆく　むらからす 秋 月 鳥 光 △ 夜

78 あきはみやゐや　よさむなるらむ 夜神秋

79 つゆしもの　ゆきあひのまは　ふりそひて 降秋

80 あしのまろやの　あらはなるかけ × 居

81 ふゆまても　おくてのいなは　かりのこし 冬 草

82 すすきのかれふ　ふみしたくあと 冬 草

83 さきたつを　みちのしるへの　ゆきのくれ 冬 旅 降 夕

84 すみかのかたは　こまいはふなり 獣 □

85 ほともなく　かものまつりや　すきぬらむ 名神夏

86 いまもみそきに　おもふそのかみ 神水夏

87 うけつきし　よよにかはらす　つかへきて

88 とのゐまうしも　おなしよのつき 夜光月秋

89 つゆのまも　うちねぬままに　あけわたり 夜△降秋

90 あきになすをも　まちしくやしさ 秋 恋

91 たのみつる　なかこそあさき　えにしなれ 恋

92 しのふかひなく　なやもれにけむ 恋

93 やますみも　はなゆゑひとの　おとつれて 春 木 山 人

94 うすきかすみは　とさしてもなに 聳□春

95 ともしひは　そむけもあへぬ　はるのかせ 風夜春

96 なみもおとそひ　かへるつりふね 聞水船

97 くれはつる　いりえのむらは　かねなりて ×夕□水

98 やとりさためぬ　そてそものうき 旅 □ 衣

99 わかれつつ　またたれをかは　とひぬらむ 人恋

00 あたなるひとに　ちきるはかなさ 人恋

名
　
裏

慶長三年四月十九日「何垣」去嫌一覧（Ⅱ）

三
　
表

三
　
裏

名
　
表
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季 七 恋 旅 述 植 動 山 水 居 降 聳 光 神 釈 人 名 衣 時 夜 風 聞

01 をるはなの　おとやつきみる　なつこたち 夏 月 木 光 夜 聞

02 こすのみとりに　あけやすきやま 夏 山 居 △ 夜

03 ほとときす　まつよのとほそ　あめはれて 夏 鳥 居 降 夜

04 むらむらになる　なかそらのくも 聳

05 ひのかけや　あらしのすゑに　のこるらむ 光 風

06 ひとすちしろき　をちのかはなみ 水

07 あさほらけ　たなかのなかれ　けふりいてて 田 水 □ 朝

08 しもおきあへぬ　あしのはつたひ 冬 草 水 降

09 ぬるとりや　そこともわかす　さわくらむ 鳥 ×

10 またあけやらぬ　をののかたはら × △ 夜

11 かせにしも　きりたちまよふ　やまかくれ 秋 山 □ 聳 風

12 みちとめゆけは　そてのつゆけさ 秋 降 衣

13 ころもうつ　おとかすかなる　つきのくれ 秋 衣月 光 衣 夕 × 聞

14 かけにやすめる　ふかくさのさと 居 名

15 さくらさく　はるにむかしの　あととひて 春 述 木

16 かはらぬともや　うくひすのこゑ 春 鳥 × 聞

17 けふことに　かすめるのへを　わけならし 春 旅 聳

18 いつくかたひの　ゆくへならまし 旅

19 かりそめの　うきよはかなき　やとりにて 旅 □

20 おなしはちすと　なほちきらはや 恋 □ ×

21 あひおもふ　こころはさらに　あさからす 恋

22 ひめおきつつも　ゆるすのりのし 釈

23 つねにしも　かよひなれたる　ふるてらに 釈

24 うつみのこせる　こけのしたみち 述 草

25 はなおつる　きしねつたひの　みつのおと 春 木 水 聞

26 あめよりのちの　かすむをやまた 春 田 山 降 聳

27 しはのとに　はるのあさつゆ　もりいりて 春 × 居 降 朝

28 のとけきつきの　ひかりすくなし 春 月 光 夜

29 ひとつらの　つはさみたれて　かへるかり 春 鳥

30 かせもはけしく　くれそむるそら 夕 風

31 はらひゆく　かけにもみちの　ちりつもり 冬 木

32 やまちいつしか　みそれするそて 冬 山 降 衣

33 たひたちし　みやこのあきを　へたてきて 秋 旅

34 ゆめはさめても　あけぬよなかさ 秋 夢 恋 △ 夜

35 わかれての　まくらみにしむ　かねのこゑ 秋 枕 恋 人 夜 聞

36 よそのたよりそ　ともにあやなき

37 いかてかは　ふねさしよせむ　すまのうら 船 水 名

38 ゆふへになれは　たかきなみかせ 水 夕 風

39 いりしほや　まつはらかけて　ひたすらむ 松 木 水

40 ひはかきくもる　をちのやまきは 山 光

41 いそくにも　おもききこりは　やすらひて × 人

42 たもとにゆきの　そそくたひたひ 冬 降 衣

43 おちかみの　すちになみたの　むすほほれ 涙 述

44 そむくへきよを　おもふあはれさ 述

45 かすかすの　こころのやみは　いかかせむ

46 くたすうふねの　つなてわかれぬ 夏 船 鳥 夜

47 つきをまつ　かはへのさとに　たたすみて 秋 月 水 居 光 夜

48 やなきかくれそ　あきはすすしき 秋 木

49 そよめける　はやたのほすゑ　かたよりに 秋 田 □

50 ふるとはみしも　きゆるうすきり 秋 □ 聳

慶長三年四月十九日「何垣」去嫌一覧（Ⅰ）

初
　
表

初
　
裏

二
　
裏

二
　
表
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季 七 恋 旅 述 植 動 山 水 居 降 聳 光 神 釈 人 名 衣 時 夜 風 聞

51 うちかすむ　ほとりにはふる　みしめなは 春 聳 神

52 すゑはそことも　わかぬなはしろ 春 □

53 せきいるる　つつみのなかれ　みつすみて 水

54 つくれるいけの　こころすすしも 夏 水

55 つきかけは　はれしみなみの　ろうのうへ 秋 月 居 光 夜

56 くもさそひゆく　あきかせのそら 秋 聳 風

57 とふほたる　ゆふへのきりに　みえかくれ 秋 虫 □ 聳 夕

58 なひきそひたる　かけのむらたけ 竹 竹

59 まつたてる　おくにすまひや　こもるらむ 松 木 □

60 ほのかなりける　そてのゆきかひ 衣

61 よをうみに　われもうかへる　おきつふね 船 述 水 人

62 つひのいのちの　すゑはおほえす 述

63 おほけなき　ちきりなからも　しのひきて 恋

64 かたらはぬにも　かへるよはうし 恋 夜

65 あたなるは　かならすとても　たのまれす 恋

66 いつかはまたも　あふさかのせき 恋 山 名

67 かへりみや　みやこのほかの　やまならむ 旅 山

68 とほさかりつつ　かすむかりかね 春 鳥 聳

69 えのみつの　いろものとけき　あさほらけ 春 水 朝

70 あはれなにはの　はるのよのつき 春 月 光 名 夜

71 あしのやの　とさしをはなに　さしやらて 春 木 居

72 あきののもりの　そてやつゆけき 秋 降 人 衣

73 きりはなほ　かみのやしろを　かこひすて 秋 □ 聳 神

74 とりゐのかけの　かせはすさまし 秋 神 風

75 くれてより　さひしささそな　みわのやま 山 名 夕

76 かきくもりつつ　ゆきのふりくる 冬 降

77 かたかたに　やとりとふへき　みちわかて 旅 □

78 こゑはいつこの　いりあひのかね ▽ × 聞

79 しはひとの　かへるのなかや　とほからむ × 人

80 すきこそやらね　まつのこかくれ 松 木

81 かせのおとは　なみにのこれる　うらつたひ 水 風 聞

82 ひくほとしるき　たかしほのあと 水

83 ましりぬる　まさこのかひの　いろいろに 虫 水

84 ちりもあくたも　かきつめてたく

85 ふゆこもる　さとはわひしき　ゆきのうち 冬 居 降

86 あしたのしもは　ふむかたもなし 冬 降 朝

87 ゆくゆくも　みちのちまたに　たたすみて

88 なつみやすらむ　まくさをそかふ □ □

89 ひとかたは　ほりすてにたる　たをひろみ 田

90 いはふれにける　みつのみなかみ 水

91 つきにしも　ゆふたつくもの　かさなりて 夏 月 聳 光 夕 ×

92 あかぬはしゐに　よはふけぬめり □ 夜

93 ものこしの　こゑもちかよる　ねやのうち 恋 居 夜 聞

94 みしろくきぬの　かをりこそあれ 恋 人 衣

95 をくるまの　ゆくてにはなを　をりそへて 春 木

96 はるのすさひに　よむやまとうた 春

97 みるみるも　みねやかすみの　うつむらむ 春 山 聳

98 かけもまたきに　くるるあめのひ 降 □ 夕

99 ひとこゑは　それとしられぬ　ほとときす 夏 鳥 聞

00 まとろむほとも　みしかよのそら 夏 夜

名
　
裏

慶長三年二月晦日「初何」去嫌一覧（Ⅱ）

三
　
表

三
　
裏

名
　
表
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季 七 恋 旅 述 植 動 山 水 居 降 聳 光 神 釈 人 名 衣 時 夜 風 聞

01 はなそのの　すゑたのみある　わかきかな 春 木

02 聞居鳥春ゑこのすひくう　くなきにはきの

03 あはゆき 光降春てえきつか　はたかすさのひ　の

04 したもえわたる　のははるかなり 春 □

05 あらしおく　さはへつたひの　をたのはら 田 水

06 山ちみのひあまや　やれなえたえた

07 かけはしに　つきもかたふく　かけみえて 秋 月 山 光 夜

08 こまとめつつも　きりはらふそて 秋 獣 □ 聳 衣

09 夕秋むらぬれく　やはりかのきあ　くなもとほ

10 すすきかすゑそ　わけのこしぬる 秋 草

11 降秋てひそきお　すへあもれほこ　たたはゆつ

12 風朝せかさあのへの　なりけえたきふ

13 かたよりて　をふねやきしに　かかるらむ 船 水

14 水冬くゆちとりほこ　はみさあのつみ

15 さえさゆる　つき 夜光月冬てけふけふ　はりかひの

16 ひとやねぬらし　たまたれのうち 恋 居 人 夜

17 しのひいる　とほそのこたへ　おほつかな 恋 居

18 うらみむことも　なほそまされる 恋

19 ×△恋れなはけあ　にきむそきむそ　たたりきち

20 衣恋涙もしなかたみな　るまあにともた

21 ふるつかの　あたりはくさの　かけたかみ 述 草

22 名ちみそほののを　ぬらやもきつつ

23 ゆきにしも　とふひとまれの　やまのおく 冬 山 降 人

24 なかめさひしき　しはのとのつき 秋 月 × 居 光 夜

25 もみちはの　かつかつもたた　ちりつくし 秋 木

26 聞獣秋ねのかしるれな　たはもにかすか

27 風×朝枕しらあさあ　るくすにらくま　してたはそ

28 ×旅夢めゆのしふりか　るつみとつつう

29 衣旅衣もろこひた　るけにきてたへ　もにりかゆ

30 なみよりなみの　をちのはやふね 船 旅 水

31 聞水山てしはとお　るつおりきなみ　のつみまや

32 聳降もくのりはまあ　つたにらむらむ

33 おひつるる　たききやおもき　みちならし ×

34 人むけちまやもと　のとあるるくお

35 聞鳥秋てへそゑこ　にたかしゐちお　もりかくゆ

36 とほきたのもそ　かりのこしぬる 秋 田 □

37 つきになる　やまのかけのは　くれわたり 秋 月 山 光 夕 ×

38 聞夜釈らはたかのらて　けひひそこねか

39 釈□はにのりの　きしれうはふあ　にめそりか

40 ともなひつつも　いつるふなひと 船 水 人

41 聞てにへらし　のらさとこほな　もねのえふ

42 ×△神冬るけにてはけあ　そらくかふたう

43 衣降衣冬みかふもし　るゆほおさむさ　のてもろこ

44 おちはやかれて　のこるきくのか 冬 草

45 居りさまれあ　かみすくふたか　へさきかま

46 風ひたひたのせか　るれなくしけは

47 夜述夢てにしかむ　もへくゆのめゆ　はされはあ

48 人述てはのみきらつ　はくむそにきと

49 はなにさへ　れいならぬまは　ひきこもり 春 木

50 神□春しかなかなもひ　ほなはみいのも

慶長三年二月晦日「初何」去嫌一覧（Ⅰ）

初
　
表

初
　
裏

二
　
裏

二
　
表

□
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季 七 恋 旅 述 植 動 山 水 居 降 聳 光 神 釈 人 名 衣 時 夜 風 聞

51 うすらひも　とけぬるかたや　わかつらむ 春 水

52 おくるるほとを　いそくかはふね 船 水

53 くさかりの　かへるさたとる　さととほみ □ 居 人

54 くれてかすかに　ふえのねそする 夕 聞

55 よはやたた　ちきりしままに　まちぬらむ 恋 夜

56 しのふとさしを　つきにかためぬ 秋 月 恋 □ 光 夜

57 まつむしの　ほのめきよれは　をきのおと 秋 草 虫 聞

58 ならすあふきそ　しはしおきぬる 秋

59 さかつきの　かすさへみゆる　ゑひここち

60 ときしみのりも　いたつらにきく 釈

61 あるものと　みをおもはぬも　うきよにて 述 人

62 われのみきみか　めくみつたなき 人

63 ゆるさるる　ならひもしらぬ　さすらへに

64 そのほとほとそ　うらみわひぬる 恋

65 こひちたた　くるしきのみと　おもひやれ 恋

66 あらはれてたに　あひかたきなか 恋

67 たつねこし　ゆかりかひなき　をののおく 名

68 かりのすまひも　ゆきにとちたる 冬 □ 降

69 このころは　すこしたききを　こりつみて ×

70 つかれはてぬる　こまのあはれさ 獣

71 おいゆけは　つゑよりほかは　たのまれす 述

72 いさめおくこそ　こをおもふなれ 述 人

73 すゑひさに　すみもあらすな　いへのかせ □ □

74 かつはみきりを　つくりそめぬる □

75 ひともとの　はなよりはなを　うゑそへて 春 木

76 こそのねさしの　きくのしたもえ 春 草

77 つきやたた　かすめるつゆに　うつるらむ 春 月 降 聳 光 夜

78 むすひもあへぬ　はるのよのしも 春 降 夜

79 むらとりの　ねくらあらそふ　こゑはして 鳥 聞

80 いろやふゆたの　あせにのこれる 冬 田

81 うちそよく　たけのすゑはの　ゆふつくひ 竹 竹 光 夕

82 ふるとはかりの　むらさめのあと 降

83 きりふかき　みやまをゆけは　そてぬれて 秋 山 □ 聳 衣

84 いかたをくたす　あきのかはみつ 秋 水

85 たちのほる　つきはいまはた　かけきよみ 秋 月 光 夜

86 みちはひはらに　つつくをはつせ 木 名

87 かすかなる　いほりもさして　すみけらし 居

88 たくもしはしの　けふりたなひく 煙 聳

89 やまかせに　しくれいくたひ　めくるらむ 冬 山 降 風

90 めさますままに　あけはつるそて 衣 △ ×

91 あつさたた　わすれむとのみ　おきいてて 夏 夜

92 かたるにむねの　おもひもそそふ 恋

93 なかたちの　なくさめかほに　とふもうし 恋 人

94 たえてののちは　かけしかこたし 恋

95 なはかりや　のこるくめちの　はしならむ 山 名

96 くもにこもれる　やまのかたきし 山 水 聳

97 たきなみは　はなのこのまを　つたひきて 春 木 山 水

98 うめかかなかす　やとのやりみつ 春 木 水 居

99 のとかにも　かこふめくりの　あけはなれ 春 △ ×

00 をちこちかけて　かすむののはら 春 聳

名
　
裏

天正十九年正月三日「何船」去嫌一覧（Ⅱ）

三
　
表

三
　
裏

名
　
表
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季 七 恋 旅 述 植 動 山 水 居 降 聳 光 神 釈 人 名 衣 時 夜 風 聞

01 ひきのこせ　のちまたはるの　はつねのひ 春 □ □

02 かすみにましる　そてのいろいろ 春 聳 衣

03 こてふとふ　のはわけすてむ　みちならて 春 旅 虫

04 あまそそきせし　つゆのくさむら 秋 □ 降

05 かせわたる　ゆふへほのかに　みねのつき 秋 月 山 光 夕 × 風

06 あきのはしゐの　まくらすすしも 秋 枕 □ 夜

07 ふけてなほ　たちそふいけの　なみのおと 水 夜 聞

08 まさこのしもを　とりはふくなり 冬 鳥 降 □

09 あさまたき　いつるひかりの　さえさえて 冬 □ 朝

10 おちてはつかに　のこるこかくれ 冬 木

11 かせすくる　こけちのしつく　ふかからし 草 風

12 ふりぬるままに　のきそかたふく 居

13 とひよるも　さすかみちある　すみかにて □

14 たにのとしるき　すゑのかけはし 山 □

15 ここかしこ　いはのはさまた　つくりそへ 田

16 ほそきもつもる　みつのおちあひ 水

17 かはかみの　くもにやあめを　のこすらむ 水 降 聳

18 せのこゑたかく　おくるあきかせ 秋 水 風 聞

19 あかつきに　なるよのつきの　すみまさり 秋 月 光 △ 夜

20 かたしくくさの　まくらすさまし 秋 枕 旅 × 夜

21 ちるはなに　なほやままつの　ひひきいてて 春 松 木 山 聞

22 かすみのひまの　なかそらのゆき 春 降 聳

23 はるあさき　ひかけやさすも　うすからむ 春 光

24 よとむなかれそ　またもこほれる 冬 水

25 みつとりの　くれはてぬれは　とこしめて 冬 鳥 水 × 夕

26 いはほかくれも　かるるくさくさ 冬 草

27 つきやまの　ところかへたる　にはひろみ □ 居

28 きりはれぬまの　まかきしるしも 秋 居 □ 聳

29 さとちかき　しかのねかへる　よはあけて 秋 獣 居 △ 夜 聞

30 つきよりいつる　しはひとのそて 秋 月 光 人 衣 夜

31 かはつらの　ふねはよはふも　とほかれや 船 水

32 なみもみなきる　ゆふたちのあと 夏 水 降

33 まつかせの　こゑもすすしき　やまのかけ 夏 松 木 山 風 聞

34 たつねきつつも　やとりをそかる 旅 □

35 いつのまに　たかはのみちの　くれぬらむ 冬 鳥 夕

36 あさけのかすみ　わけしころもて 春 衣 聳 衣 朝

37 つみためて　かたみにおもき　すみれくさ 春 草

38 のへのわかなも　はるふかきいろ 春 草

39 さはみつの　かつはまされる　あめはれて 水 降

40 つつくたのもに　ひとかよふみゆ 田 人

41 みちはたた　さとはなれなる　いほさひし 居

42 さきたつやまつ　あらましのやま 述 山

43 かせふかは　みねのもみちの　いかならむ 秋 木 山 風

44 こほれそひたる　つゆのはきはら 秋 草 降

45 くれそむる　かたへはむしの　こゑこゑに 秋 虫 夕 聞

46 つきになるのの　すゑのはるけさ 秋 月 旅 光 夜

47 ふるさとを　よなよなおもふ　たひのそら 旅 居 夜

48 いくへかあとに　へたてこしみち 旅

49 はなさかり　くものうちゆく　はるのそて 春 木 聳 衣

50 かすみをさそふ　かせのひとすち 春 聳 風

天正十九年正月三日「何船」去嫌一覧（Ⅰ）

初
　
表

初
　
裏

二
　
裏

二
　
表

49連歌去嫌の総合的再検討
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枯
葉
な
が
ら
も
し
げ
き
笹
原　
　
　
　

（
文
安
月
千
句
・
第
四
「
何
人
」
第
六
〇
～
六
二
句
）

②
物
名
・
詞
字
・
て
に
を
は
の
範
疇
を
異
に
す
る
場
合
、
同
じ
韻
字
が
打
越
に
来
て
も
問
題
と
は

さ
れ
な
い
。
例
え
ば
「
波
」
と
末
尾
に
置
か
れ
た
句
の
打
越
に
、
「
う
ち
霞
み
」
な
ど
と
末
尾

に
置
く
の
は
、
支
障
が
無
い
。

③
て
に
を
は
の
「
て
」
が
韻
字
と
な
っ
た
場
合
、
清
濁
の
相
違
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
例
え
ば
、「
月

出
で
て
」
と
末
尾
に
置
か
れ
た
句
の
打
越
に
「
消
え
や
ら
で
」
な
ど
と
末
尾
に
置
く
こ
と
は
で

き
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
作
法
は
詞
字
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
「
吹
く
」
の
打
越
に
「
過
ぐ
」

な
ど
、
差
し
支
え
な
い
。

　
　
　

Ｚ
、
一
座
二
句
物
・
一
座
三
句
物
・
一
座
四
句
物
・
一
座
五
句
物

　

『
新
式
』
に
は
、
百
韻
一
巻
中
で
の
使
用
回
数
に
制
限
の
あ
る
語
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
一
座
一
句
物
・
一
座
二
句
物
・
一
座
三
句
物
・
一
座
四
句
物
・
一
座
五
句
物
と
呼
ば
れ
る
。

①
一
座
二
句
物
・
一
座
三
句
物
・
一
座
四
句
物
と
さ
れ
る
語
が
複
数
回
使
用
さ
れ
る
場
合
、
そ
の

句
同
士
は
、
互
い
に
懐
紙
を
嫌
い
あ
う
。

②
一
座
五
句
物
は
、
具
体
的
に
は
「
世
」
「
梅
」
「
橋
」
の
三
語
で
、
も
し
こ
れ
ら
が
限
度
一
杯
ま

で
詠
ま
れ
る
な
ら
、
互
い
に
懐
紙
を
嫌
う
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
が
、
実
際
の
場
で
は
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
は
常
識
的
に
起
こ
ら
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
も
懐
紙
を
嫌
い
あ
う
と
し
て
可
で

あ
る
。

　

以
上
、
連
歌
去
嫌
の
基
礎
を
一
通
り
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
無
論
、
連
歌
去
嫌
の
作
法
は
こ
れ

だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
個
別
的
、
特
殊
的
な
事
例
は
、
と
て
も
挙
げ
き
れ
る
も
の
で
は

な
い
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
知
識
が
あ
れ
ば
、
連
歌
の
去
嫌
に
つ
い
て
大
き
な
誤
り
を
す
る
こ
と
は

な
い
は
ず
で
あ
る
。
以
下
、
紹
巴
の
一
座
す
る
百
韻
三
巻
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
そ
の
去
嫌
の
実
態

を
一
覧
表
と
し
て
示
す
。
各
自
で
確
か
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
所
で
あ
る
が
、
私
が
調
査
し
た

範
囲
で
は
、
こ
の
三
巻
中
か
ら
は
、
指
合
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
有
名
な
『
湯
山
三
吟
』
に

お
い
て
「
植
物
」
が
三
句
連
続
し
て
い
る
な
ど
、
宗
祇
の
連
歌
に
指
合
が
間
々
見
ら
れ
る
こ
と
は
、

連
歌
研
究
者
に
は
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
比
較
し
て
、
紹
巴
の
連
歌
に
お

い
て
は
、
指
合
が
非
常
に
稀
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
（
た
だ
し
、
皆
無
で
は
な
い
）
。

紹
巴
の
『
至
宝
抄
』
に
、
「
昔
よ
り
去
嫌
一
段
き
ぶ
く
な
り
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を

言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
所
の
Ａ
～
Ｚ
の
中
、
Ｒ
（
同
字
）
と
Ｙ
（
韻

字
）
と
Ｚ
（
一
座
二
句
物
な
ど
、
た
だ
し
、
一
座
四
句
物
の
「
雪
」
と
一
座
三
句
物
の
「
桜
」
を
除

く
）
と
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
一
覧
表
の
形
に
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
結
果
を
示
す
こ

と
を
割
愛
す
る
が
、
了
解
せ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
　

去　

嫌　

一　

覧　

凡　

例

一
、
花
の
句
、
月
の
句
、
一
座
四
句
物
の
「
雪
」
、
一
座
三
句
物
の
「
桜
」
は
、
本
文
中
に
太
ゴ
シ
ッ

ク
で
示
し
た
。

一
、
「
季
」
の
欄
に
「
春
」
「
夏
」
「
秋
」
「
冬
」
と
あ
る
の
は
、
当
該
句
が
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
で
あ
る

こ
と
を
示
す
。
季
節
を
も
た
な
い
雑
の
句
は
、
空
白
の
ま
ま
で
あ
る
。

一
、
「
七
」
の
欄
に
は
、
七
句
去
物
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
字
で
示
す
。

一
、
「
恋
」
「
旅
」
「
述
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
句
が
、
恋
、
旅
、
述
懐
の
句
で
あ
る
こ

と
を
示
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
句
の
判
定
は
客
観
的
に
は
決
ま
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
に
示
す
結

果
は
、
私
見
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
誤
り
の
多
か
ら
ん
を
危
惧
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
「
植
」
の
欄
に
「
木
」
「
草
」
「
竹
」
と
あ
る
の
は
、
当
該
句
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
木
類
、
草
類
、

竹
類
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
「
□
」
は
、
当
該
句
が
「
植
物
と
は
間
隔
二
句
以
上
」
で
あ

る
こ
と
を
示
す
。

一
、
「
動
」
の
欄
に
「
鳥
」
「
獣
」
「
虫
」
「
魚
」
と
あ
る
の
は
、
当
該
句
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
鳥
類
、
獣

類
、
虫
類
、
魚
類
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
「
□
」
の
意
味
は
、
植
物
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

一
、「
山
」「
水
」「
居
」「
降
」「
聳
」「
光
」「
神
」「
釈
」「
人
」「
名
」「
衣
」「
朝
」「
夕
」「
夜
」「
風
」「
聞
」

と
あ
る
の
は
、
順
に
、
山
類
、
水
辺
、
居
所
、
降
物
、
聳
物
、
光
物
、
神
祇
、
釈
教
、
人
倫
、
名
所
、

衣
類
、
朝
時
分
、
夕
時
分
、
夜
分
、
風
体
、
聞
え
気
味
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
「
□
」
の
意
味
は
、

植
物
・
動
物
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

一
、
山
類
・
水
辺
・
居
所
に
は
「
体
用
の
沙
汰
」
が
あ
る
が
、
こ
の
一
覧
に
は
そ
の
表
示
を
断
念
し

た
。
各
自
で
調
査
を
願
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
採
り
あ
げ
た
作
品
に
は
、
作
法
違
反
は
存
在

し
な
い
。

一
、
朝
時
分
に
間
隔
二
句
の
句
は
、
夕
時
分
に
は
嫌
わ
れ
な
い
。
そ
れ
を
「
△
」
で
示
す
。
夕
時
分

に
間
隔
二
句
の
句
は
、
朝
時
分
に
は
嫌
わ
れ
な
い
。
そ
れ
を
「
▽
」
で
示
す
。

一
、
一
覧
中
の
「
×
」
は
、
そ
の
句
中
に
、
普
通
な
ら
そ
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
る
語
を
含
ん
で
い
る
が
、

句
の
仕
立
て
に
よ
り
そ
れ
を
逃
れ
て
い
る
場
合
、
私
が
連
歌
研
究
者
以
外
の
方
に
は
誤
解
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た
限
り
で
、
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
慶
長
三
年
四
月
十
九
日

「
何
垣
」
の
第
六
八
句
「
い
く
か
か
は
な
に　

ま
く
ら
か
り
け
む
」
の
「
夜
」
の
欄
に
「
×
」
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、「
枕
」
は
、
単
独
な
ら
通
常
夜
分
で
あ
る
が
、
同
一
句
中
に
「
幾
日
」

と
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
夜
分
を
逃
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
、
一
覧
に
用
い
た
百
韻
三
種
の
本
文
は
、
以
下
の
資
料
を
基
礎
と
し
て
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

天
正
十
九
年
正
月
三
日
「
何
船
」
…
…
『
熱
田
神
宮
奉
納
連
歌　

中
』
所
載
清
書
懐
紙
写
真

　
　
　

慶
長
三
年
二
月
晦
日
「
初
何
」
…
…
前
田
家
蔵
清
書
懐
紙

　
　
　

慶
長
三
年
四
月
十
九
日
「
何
垣
」
…
…
『
最
上
義
光
連
歌
集　

第
三
集
』
所
載
清
書
懐
紙
写
真
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Ｕ
、
月
の
句

　

月
の
句
と
は
、
光
物
の
「
月
」
を
持
つ
句
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
単
に
「
有
明
」
と
言
っ
て
も

月
の
句
と
さ
れ
る
。

①
月
の
句
は
、
懐
紙
の
同
一
面
に
複
数
句
詠
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
面
を
嫌
う
。
ま
た
、

月
の
句
は
、
百
韻
一
巻
を
構
成
す
る
四
枚
の
懐
紙
の
名
残
裏
を
除
く
七
つ
の
面
に
、
必
ず
一
句

ず
つ
詠
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
名
残
裏
に
つ
い
て
は
月
の
句
の
有
無
は
問
わ
れ
な
い
）
。

た
だ
し
、
こ
の
作
法
は
、
天
文
末
期
以
降
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の

連
歌
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

②
月
の
句
同
士
は
、
同
時
に
、
「
月
」
の
七
句
去
物
の
作
法
も
適
用
さ
れ
る
。

③
「
有
明
」
と
光
物
の
「
月
」
と
の
間
隔
は
、
以
前
は
間
隔
五
句
以
上
で
可
と
さ
れ
て
い
た
が
、

月
の
句
の
作
法
が
定
着
し
て
以
後
は
、
間
隔
七
句
以
上
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、「
有

明
」
と
月
次
の
「
月
」
と
の
間
隔
も
、
二
句
以
上
か
ら
五
句
以
上
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　

Ｖ
、
恋

　

恋
と
は
、
男
女
の
恋
を
内
容
と
す
る
句
の
範
疇
で
あ
る
。
そ
の
句
が
恋
の
句
で
あ
る
か
否
か
は
、

用
い
ら
れ
て
い
る
語
に
よ
っ
て
は
決
ま
ら
ず
、
そ
の
句
が
出
さ
れ
た
場
の
連
衆
の
解
釈
に
よ
っ
て
決

ま
る
。
作
法
書
の
中
に
は
、
恋
の
語
と
し
て
「
夢
」
と
か
「
涙
」
と
か
を
列
挙
す
る
も
の
が
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
の
句
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
恋
の
句
と
な
る
わ
け

で
も
な
く
、
ま
た
、
恋
の
句
と
さ
れ
る
た
め
に
は
そ
れ
ら
の
語
が
必
ず
用
い
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
点
で
、
Ａ
～
Ｕ
の
範
疇
の
判
定
が
、
用
い
ら
れ
て
い
る
語
に
よ
っ
て

客
観
的
に
決
ま
る
の
と
は
決
定
的
に
異
な
る
。

①
恋
の
句
の
連
続
の
上
限
は
五
句
で
、
下
限
は
二
句
で
あ
る
。
下
限
に
つ
い
て
の
制
限
は
、
文
亀

二
年
の
「
肖
柏
補
訂
」
に
よ
っ
て
成
文
化
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
に
は
、
恋
が
一
句
で
捨

て
ら
れ
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
恋
の
句
を
客
観
的
に
判
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
今
の
私
に
は
判
然
と
し
な
い
。

②
恋
の
句
同
士
の
間
隔
は
五
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

Ｗ
、
旅

　

旅
と
は
、
字
義
ど
お
り
旅
行
中
の
心
情
・
状
況
を
内
容
と
す
る
句
の
範
疇
で
あ
る
。
旅
の
句
で
あ

る
か
否
か
の
判
定
も
、
恋
の
場
合
と
同
じ
く
、
客
観
的
に
用
語
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

①
旅
の
句
の
連
続
の
上
限
は
三
句
、
下
限
に
つ
い
て
は
制
限
は
な
い
、
つ
ま
り
、
一
句
で
捨
て
て

も
可
と
さ
れ
る
。

②
旅
の
句
同
士
の
間
隔
は
五
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

Ｘ
、
述
懐

　

述
懐
と
は
、
年
老
い
て
後
、
過
去
を
悔
い
る
心
情
を
詠
じ
た
句
の
範
疇
で
あ
る
。
過
去
を
懐
か
し

む
場
合
は
懐
旧
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
、
人
の
死
を
悲
し
み
、
こ
の
世
の
無
常
を
詠
じ
た
句
は
無
常
と

呼
ば
れ
る
。
連
歌
で
は
、
こ
の
三
者
を
一
括
し
て
、
述
懐
の
範
疇
を
立
て
る
。

　

古
来
、
連
歌
で
は
、
そ
の
句
が
述
懐
と
判
定
さ
れ
る
た
め
に
は
「
昔
」
「
古
」
「
老
」
「
生
死
」
「
世
」

「
親
子
」
「
苔
衣
」
「
墨
染
袖
」
「
隠
家
」
「
捨
身
」
「
憂
身
」
「
命
」
の
十
二
語
の
中
の
ど
れ
か
が
必
要

で
、
そ
う
で
な
い
場
合
、
た
と
え
一
句
が
述
懐
的
な
内
容
で
あ
っ
て
も
述
懐
と
し
て
は
取
り
扱
わ
れ

な
か
っ
た
。
宗
祇
の
連
歌
に
お
い
て
、
時
に
述
懐
め
い
た
内
容
の
句
が
頻
出
す
る
の
は
、
こ
の
作
法

に
基
づ
く
。
た
だ
し
、
そ
の
後
は
、
そ
の
句
が
出
さ
れ
た
場
の
連
衆
の
解
釈
に
よ
っ
て
一
句
の
内
容

が
述
懐
と
さ
れ
れ
ば
、
述
懐
の
句
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

①
述
懐
の
句
の
連
続
の
上
限
は
三
句
、
下
限
に
つ
い
て
の
制
限
は
な
い
。
こ
れ
は
、
旅
と
同
じ
で

あ
る
。

②
述
懐
の
句
同
士
の
間
隔
は
五
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
、
旅
と
同
じ
で
あ
る
。

③
一
句
が
、
時
に
述
懐
と
恋
と
、
両
方
の
内
容
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
一
句
は
恋
と

さ
れ
、
述
懐
と
し
て
は
取
り
扱
わ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
恋
か
つ
旅
、
旅
か
つ
述
懐
と
い
う
句
は

あ
り
得
る
が
、
恋
か
つ
述
懐
と
い
う
句
は
存
在
し
な
い
。

　
　
　

Ｙ
、
韻
字

　

韻
字
と
は
、
連
歌
の
各
句
の
末
尾
の
音
節
に
つ
い
て
い
う
去
嫌
用
語
で
あ
る
。
そ
の
際
、
物
名
・

詞
字
・
て
に
を
は
の
三
種
が
区
別
さ
れ
る
。
物
名
は
、
ほ
ぼ
近
代
で
言
う
所
の
名
詞
に
相
当
し
、
詞

字
は
動
詞
、
て
に
を
は
は
助
詞
、
助
動
詞
の
他
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
活
用
語
尾
、
接
尾
辞
が
ほ

ぼ
相
当
す
る
が
、
範
囲
は
そ
う
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
。

①
物
名
同
士
、
詞
字
同
士
、
て
に
を
は
同
士
の
間
で
は
、
同
じ
韻
字
は
、
間
隔
二
句
以
上
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
勿
論
、
連
続
し
て
も
な
ら
な
い
）
。
即
ち
、
例
え
ば
「
夕
暮
」
と
末
尾
に
置

か
れ
た
句
に
対
し
、
一
句
を
隔
て
る
の
み
で
、
末
尾
に
「
時
雨
」
な
ど
と
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
韻
字
「
れ
」
が
打
越
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
、
「
思
ふ
」
と
末
尾
に
置
か
れ
た
句

の
打
越
に
「
問
ふ
」
な
ど
と
末
尾
に
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
末
尾
に
「
日
は
暮
れ
て
」
と
あ

る
句
の
打
越
に
、
「
花
咲
き
て
」
な
ど
と
末
尾
に
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
物
名
同

士
の
場
合
、
こ
の
作
法
は
か
な
り
早
く
か
ら
有
名
無
実
化
し
、
問
題
視
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
例

え
ば
、
「
空
」
と
末
尾
に
置
か
れ
た
句
の
打
越
に
、
「
原
」
が
末
尾
に
置
か
れ
た
句
が
詠
ま
れ
て

い
る
例
な
ど
、
多
く
存
在
す
る
。
一
例
の
み
を
挙
げ
る
。

　
　

ま
づ
明
け
ゆ
く
や
雪
の
夜
の
空

　
　

霰
ふ
る
奥
山
里
の
仮
枕 
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語
を
含
む
句
の
範
疇
で
あ
る
。
「
吹
雪
」
も
風
体
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。

①
風
体
の
連
続
は
許
さ
れ
な
い
。
必
ず
一
句
で
捨
て
ら
れ
る
。

②
風
体
同
士
の
間
隔
は
、
五
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
鳥
類
の
「
羽
吹
き
」
は
、
風
体
と
間
隔
二
句
以
上
と
さ
れ
る
。

　
　
　

Ｑ
、
聞
え
気
味

　

聞
え
気
味
と
は
、
「
音
」
「
声
」
「
響
」
な
ど
、
聴
覚
で
感
知
す
る
語
を
含
む
句
の
範
疇
で
あ
る
。

①
聞
え
気
味
の
連
続
は
許
さ
れ
な
い
。
必
ず
一
句
で
捨
て
ら
れ
る
。

②
聞
え
気
味
同
士
の
間
隔
は
、
二
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

Ｒ
、
同
字

　

同
字
と
は
、「
原
」
と
「
海
原
」
、「
風
」
と
「
松
風
」
、「
見
る
」
と
「
見
ゆ
」
、「
聞
く
」
と
「
聞
こ
ゆ
」

な
ど
、
同
じ
字
（
漢
字
）
で
表
記
さ
れ
る
成
分
を
含
む
語
を
持
つ
句
同
士
に
つ
い
て
い
う
去
嫌
用
語

で
あ
る
。

①
同
字
が
二
句
連
続
す
る
こ
と
は
、
特
別
な
場
合
を
除
い
て
許
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
和
歌
の
上

句
と
下
句
と
に
同
じ
語
が
重
複
し
て
読
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。

②
同
字
の
間
隔
は
、
五
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
作
法
は
同
字
五
句
去
と
呼
ば
れ
、

基
本
的
に
、
連
歌
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
全
て
の
自
立
語
に
適
用
さ
れ
る
。

③
同
字
で
表
記
さ
れ
る
場
合
で
も
、
替
字
が
存
在
す
る
場
合
、
同
字
五
句
去
の
作
法
は
適
用
さ
れ

ず
、
間
隔
は
二
句
以
上
で
可
と
さ
れ
る
。
具
体
例
を
挙
げ
る
な
ら
、「
面
影
」
は
、「
面
」
と
も
、

「
影
」と
も
、
間
隔
は
二
句
以
上
で
可
と
さ
れ
る
。
「
俤
」と
い
う
替
字
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

同
様
に
「
思
ひ
遣
る
」
と
「
思
ふ
」「
遣
る
」
と
の
間
隔
も
、
二
句
以
上
で
可
で
あ
る
。
前
者
に
「
想

像
」
と
い
う
替
字
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

④
「
花
」
と
「
華
」
、
「
鳴
」
と
「
啼
」
な
ど
は
、
「
別
字
」
で
あ
っ
て
替
字
で
は
な
い
。
別
字
は
、

ど
の
字
が
用
い
ら
れ
よ
う
と
、
そ
の
間
隔
は
五
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
会
」「
合
」「
逢
」

「
相
」
も
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
。

⑤
「
小
田
」
（
を
だ
）
と
「
小
松
」
（
こ
ま
つ
）
の
ご
と
く
、
同
じ
「
小
」
字
で
あ
っ
て
も
、
読
み

が
異
な
る
場
合
は
、
同
字
五
句
去
で
は
な
く
、
間
隔
は
二
句
以
上
で
可
と
さ
れ
る
。
「
木
葉
」
（
こ

の
は
）
と
「
埋
木
」
（
う
も
れ
ぎ
）
な
ど
も
同
様
で
あ
る
。
サ
行
変
格
活
用
の
動
詞
「
せ
」
の

異
な
る
活
用
形
「
せ
」
「
し
」
「
す
」
の
間
も
、
作
法
書
に
は
間
隔
五
句
と
す
る
記
述
も
見
え
る

が
、
実
作
品
か
ら
帰
納
す
る
限
り
、
間
隔
二
句
以
上
で
可
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　

Ｓ
、
七
句
去
物

　

同
字
は
、
基
本
的
に
五
句
去
で
あ
る
が
、「
衣
」
「
竹
」
「
田
」
「
船
」
「
夢
」
「
涙
」
「
月
」
「
松
」
「
枕
」

の
九
種
を
成
分
と
し
て
含
む
語
を
持
つ
句
同
士
の
間
隔
は
、
七
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最

初
に
述
べ
た
「
同
季
」
を
含
め
て
、
「
衣
季
や
竹
田
の
船
ぢ
夢
涙
月
松
枕
七
句
隔
て
よ
」
の
歌
が
、

人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
七
句
去
物
と
呼
ぶ
。
そ
の
他
に
、
「
煙
」
も
文
亀
二
年
の
「
肖

柏
補
訂
」
に
よ
っ
て
七
句
去
物
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

①
七
句
去
物
と
さ
れ
る
「
月
」
は
、
光
物
の
「
月
」
同
士
の
み
で
あ
り
、「
年
月
」
な
ど
月
次
の
「
月
」

の
場
合
は
、
同
字
五
句
去
が
適
用
さ
れ
る
。

②
七
句
去
物
と
さ
れ
る
「
松
」
は
、
植
物
の
「
松
」
同
士
の
み
で
あ
り
、
「
松
の
戸
」
な
ど
は
、

通
常
の
同
字
五
句
去
が
適
用
さ
れ
る
。
「
竹
」
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

③
「
衣
」
と
「
衣
川
」
、「
竹
」
と
「
竹
田
の
里
」
、「
田
」
と
「
田
上
川
」
、「
船
」
と
「
船
岡
山
」
、「
松
」

と
「
松
が
崎
」
な
ど
、
七
句
去
物
と
そ
の
字
を
含
む
名
所
の
句
と
の
間
隔
は
、
五
句
以
上
で
可

と
さ
れ
る
。

　
　
　

Ｔ
、
花
の
句

　

単
に
「
花
」
と
す
る
と
桜
花
を
指
す
の
は
、
和
歌
以
来
の
伝
統
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
花
」
の

語
を
連
歌
で
は
正
花
と
呼
び
、
正
花
を
持
つ
句
を
花
の
句
と
呼
ぶ
。
そ
の
際
、
「
花
は
桜
木
」
な
ど

と
種
名
を
言
い
表
し
て
し
ま
う
と
、
「
桜
」
の
句
と
さ
れ
、
花
の
句
と
は
さ
れ
な
い
。

①
花
の
句
は
、
同
一
懐
紙
に
複
数
句
詠
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
を
、
連
歌
で
は
懐
紙
を
嫌
う
・

折
を
嫌
う
と
い
う
。

②
花
の
句
は
、
百
韻
一
巻
を
構
成
す
る
四
枚
の
懐
紙
に
、
必
ず
一
句
ず
つ
詠
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
作
法
は
永
正
期
以
降
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の

連
歌
は
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

③
紹
巴
以
後
の
連
歌
で
は
、
「
心
の
花
」
「
詞
の
花
」
な
ど
、
美
し
さ
・
華
や
か
さ
・
は
か
な
さ
な

ど
の
象
徴
と
し
て
「
花
」
と
言
っ
た
句
、
ま
た
「
雪
の
花
」
「
波
の
花
」
な
ど
、
色
彩
・
形
態

の
類
似
に
よ
っ
て
桜
花
以
外
の
も
の
を
「
花
」
に
譬
え
た
句
も
花
の
句
と
さ
れ
る
。
こ
の
作
法

も
、
古
い
連
歌
に
は
適
用
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

④
「
桜
」
は
、
隣
接
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
花
の
句
と
同
面
に
詠
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
を
、

面
を
嫌
う
と
言
う
。

⑤
「
梅
」
「
橘
」
「
菊
」
な
ど
、
桜
花
以
外
の
「
花
」
の
語
を
持
つ
句
と
花
の
句
と
は
、
同
字
五
句

去
が
適
用
さ
れ
る
。
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Ｋ
、
釈
教

　

釈
教
と
は
、
「
仏
」
「
法
」
「
寺
」
な
ど
、
仏
教
に
関
係
す
る
語
を
持
つ
句
の
範
疇
で
あ
る
。

①
釈
教
の
句
の
連
続
は
、
三
句
を
上
限
と
す
る
。
下
限
に
つ
い
て
は
制
限
が
な
い
。
こ
れ
は
神
祇

と
同
じ
で
あ
る
。

②
釈
教
同
士
の
間
隔
は
、
五
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
、
神
祇
と
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　

Ｌ
、
人
倫

　

人
倫
と
は
「
人
」「
身
」「
山
賎
」「
武
士
」
な
ど
、
人
間
の
こ
と
を
い
う
語
を
含
む
句
の
範
疇
で
あ
る
。

①
人
倫
の
連
続
は
、
神
祇
や
釈
教
と
は
異
な
り
、
二
句
を
上
限
と
す
る
。
下
限
に
つ
い
て
は
制
限

が
な
い
。
こ
れ
は
、
神
祇
・
釈
教
と
同
じ
で
あ
る
。

②
人
倫
同
士
の
間
隔
は
二
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

Ｍ
、
名
所

　

名
所
の
範
疇
は
、
和
歌
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
「
近
江
」
「
伊
勢
」
な
ど
「
国
の
名
」
は
名
所
で
は

な
い
が
、
「
近
江
の
海
」
「
伊
勢
の
海
」
な
ど
、
「
国
の
海
」
は
名
所
と
さ
れ
る
。

①
名
所
の
句
の
連
続
は
、
二
句
を
上
限
と
す
る
。
下
限
に
つ
い
て
は
制
限
が
な
い
。

②
名
所
同
士
の
間
隔
は
、
三
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
「
越
路
」
「
筑
紫
方
」
「
唐
船
」
な
ど
、
名
所
と
は
さ
れ
な
い
地
名
を
含
む
語
と
名
所
と
の
間
隔

は
、
二
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

Ｎ
、
衣
類

　

衣
類
と
い
う
の
は
、
「
衣
」
「
袖
」
「
袂
」
「
裳
」
「
下
紐
」
な
ど
、
衣
裳
の
類
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

語
を
含
む
句
の
範
疇
で
あ
る
。
「
衣
」
は
「
こ
ろ
も
」
と
読
ん
で
も
「
き
ぬ
」
と
読
ん
で
も
違
い
は

な
い
。
衣
裳
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
意
味
す
る
所
は
同
じ
で
あ
る
。
「
細
布
」
な
ど
、
布
類

は
衣
類
で
は
な
い
の
で
、
「
綾
」
「
錦
」
も
衣
類
と
は
さ
れ
な
い
。

①
衣
類
の
句
の
連
続
は
、
二
句
を
上
限
と
す
る
。
下
限
に
つ
い
て
は
制
限
が
な
い
。

②
衣
類
同
士
の
間
隔
は
、
五
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
衣
類
に
も
間
隔
二
句
以
上
と
さ
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
原
則
は
、
植
物
の
⑤
⑥
⑦
に

准
ず
る
。

　
　
　

Ｏ
、
時
分
（
夜
分
・
朝
時
分
・
夕
時
分
）

　

時
分
と
は
、
一
日
の
中
の
時
間
的
位
置
に
関
す
る
語
を
含
む
句
の
範
疇
で
、
朝
時
分
・
昼
・
夕
時
分
・

夜
分
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
中
、
昼
に
つ
い
て
は
、
特
に
去
嫌
上
の
制
限
が
な
い
の
で
、
論
の
必
要

が
あ
る
の
は
朝
時
分
・
夕
時
分
・
夜
分
の
三
者
で
あ
る
。
な
お
、
論
書
に
直
接
言
及
す
る
所
は
な
い
が
、

現
存
作
品
か
ら
帰
納
し
て
、「
鐘
」
は
、
単
独
で
は
夜
分
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「
き
ぬ
ぎ
ぬ
」
は
「
後
朝
」
と
も
書
く
が
、
夜
分
で
あ
る
。

①
同
時
分
の
連
続
は
、
夜
分
と
、
朝
時
分
・
夕
時
分
と
で
扱
い
が
異
な
る
。
夜
分
の
場
合
、
連
続

の
上
限
は
三
句
で
、
下
限
は
制
限
が
な
い
。
朝
時
分
・
夕
時
分
は
連
続
が
認
め
ら
れ
ず
、
朝
時

分
に
朝
時
分
を
付
け
る
こ
と
、
夕
時
分
に
夕
時
分
を
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
朝
時

分
に
対
し
夜
分
や
夕
時
分
が
連
続
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
（
夕
時
分
も
同
じ
）
。

②
夜
分
と
夜
分
、
朝
時
分
と
朝
時
分
、
夕
時
分
と
夕
時
分
と
の
間
隔
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
句
以
上
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
朝
時
分
と
夕
時
分
と
の
間
隔
は
、
二
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
夜
分
と
朝
時
分
、
夜
分
と
夕
時
分
と
の
間
に
は
、
間
隔
に
つ
い
て
の
制
限
は
な
い
。
打
越
で
も

可
と
さ
れ
る
。

⑤
朝
時
分
と
は
、
日
が
完
全
に
姿
を
現
し
て
か
ら
を
言
う
。
「
明
く
」
と
い
う
の
は
、
そ
れ
以
前

に
つ
い
て
言
う
語
で
あ
る
か
ら
夜
分
と
な
り
、
同
時
に
、
朝
時
分
と
は
間
隔
二
句
以
上
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
「
東
雲
」「
曙
」「
暁
」
等
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
明
け
果
つ
」「
明

け
離
る
」
と
言
え
ば
、
日
が
完
全
に
姿
を
現
し
て
以
後
を
い
う
語
で
あ
る
か
ら
、
夜
分
に
は
嫌

わ
れ
ず
、
朝
時
分
に
間
隔
二
句
以
上
の
み
と
な
る
。

⑥
夕
時
分
と
は
、
日
が
完
全
に
姿
を
隠
す
ま
で
を
言
う
。
「
暮
る
」
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ま
で
に

つ
い
て
言
う
語
で
あ
る
か
ら
、
夜
分
に
は
な
ら
ず
、
夕
時
分
で
あ
る
。

⑦
「
月
」
「
有
明
」
は
、
無
論
夜
分
で
あ
る
が
、
「
三
日
月
の
出
づ
る
」
「
有
明
の
入
る
」
は
昼
間

の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
朝
時
分
に
も
、
夕
時
分
に
も
、
夜
分
に
も
嫌
わ
れ
な
い
。

⑧
春
・
夏
・
秋
・
冬
と
同
じ
く
、
夜
分
・
朝
時
分
・
夕
時
分
は
、
互
い
に
排
他
的
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、

夜
分
は
朝
時
分
・
夕
時
分
よ
り
弱
く
、
一
句
に
夜
分
と
他
の
時
分
が
併
存
す
る
場
合
、
そ
の
句

は
、
他
の
時
分
と
な
る
。
例
え
ば
、
「
飛
ぶ
蛍
こ
こ
に
か
し
こ
に
暮
れ
そ
め
て
」
と
い
う
句
の

「
蛍
」
は
夜
分
で
あ
る
が
、「
暮
る
」
の
語
に
よ
っ
て
夕
時
分
と
さ
れ
、
夜
分
に
は
嫌
わ
れ
な
い
。

ま
た
朝
時
分
と
夕
時
分
が
併
存
す
る
句
は
、
い
ず
れ
に
も
嫌
わ
れ
な
い
。

⑨
朝
時
分
・
夕
時
分
に
は
間
隔
二
句
以
上
と
さ
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
原
則
は
、
植
物

等
に
准
ず
る
。

　
　
　

Ｐ
、
風
体

　

風
体
と
は
、
「
風
」
「
嵐
」
「
颪
」
「
凩
」
な
ど
、
自
然
現
象
と
し
て
の
空
気
の
流
れ
を
言
う
様
々
な
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所
の
場
合
、
水
辺
・
山
類
と
事
情
を
異
に
し
、
以
下
の
④
で
述
べ
る
二
句
の
居
所
も
含
め
て
、

連
続
三
句
以
内
と
さ
れ
る
。

③
居
所
同
士
の
間
隔
は
、
五
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
「
体
用
の
沙
汰
」
は
一

切
関
係
が
な
い
。
こ
れ
は
、
水
辺
や
山
類
と
同
じ
で
あ
る
。

④
居
所
と
は
、
人
倫
が
「
日
常
生
活
を
継
続
的
に
」
営
む
場
所
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
条
件

に
外
れ
る
も
の
は
居
所
と
は
さ
れ
な
い
。
「
寺
」
は
仏
様
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
所
で
あ
っ
て
、
人

倫
の
住
む
所
で
は
な
い
か
ら
、
単
に
「
軒
」
な
ら
居
所
と
は
さ
れ
て
も
、
「
寺
の
軒
」
は
居
所

と
は
さ
れ
な
い
。
「
室
の
戸
」
「
社
の
庭
」
な
ど
も
同
じ
扱
い
に
な
る
。
ま
た
、
単
に
「
庵
」
は

居
所
と
さ
れ
て
も
「
田
の
庵
」
は
収
穫
期
に
仮
設
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
居
所
と
は
さ
れ
な

い
。
「
宿
り
」
「
住
ま
ひ
」
「
栖
」
「
隠
家
」
等
も
、
日
常
生
活
を
継
続
的
に
営
む
イ
メ
ー
ジ
を
喚

起
し
な
い
の
で
、
居
所
と
は
さ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
全
て
、
居
所
と
の
間
隔
は
二
句
以
上
で
可

と
さ
れ
、
二
句
の
居
所
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
際
、
互
い
に
五
句
嫌
い
あ
う
本
来
の
居
所
の
語
は
、

差
別
化
し
て
本
居
所
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

⑤
前
項
以
外
に
も
居
所
と
の
間
隔
が
二
句
以
上
と
さ
れ
る
も
の
は
多
く
存
在
す
る
が
、
そ
の
原
則

は
、
植
物
の
⑤
⑥
⑦
に
准
ず
る
。
そ
れ
ら
も
ま
た
二
句
の
居
所
と
呼
ば
れ
る
。

⑥
二
句
の
居
所
に
は
、
「
体
用
の
沙
汰
」
は
一
切
適
用
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
本
居
所
→
二
句
の

居
所
→
本
居
所
と
三
句
続
く
場
合
、
本
居
所
二
つ
の
体
用
は
同
じ
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
な

お
、
二
句
の
居
所
→
本
居
所
→
二
句
の
居
所
と
三
句
連
続
す
る
こ
と
は
、
支
障
が
な
い
よ
う
で

あ
る
（
⑥
に
つ
い
て
、
「
た
だ
し
」
以
下
、
実
例
が
極
め
て
少
な
く
、
不
確
実
な
点
あ
り
）
。

　
　
　

Ｇ
、
降
物

　

降
物
と
は
、
天
空
か
ら
地
上
に
降
っ
て
く
る
イ
メ
ー
ジ
で
認
識
さ
れ
る
自
然
現
象
の
語
を
含
む
句

の
範
疇
で
あ
る
。
数
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
主
な
も
の
全
て
を
列
挙
す
る
と
、
「
雨
」
及
び
そ
の

類
（
「
春
雨
」「
五
月
雨
」「
夕
立
」「
時
雨
」「
小
雨
」「
村
雨
」
）「
露
」「
霜
」「
雪
」「
吹
雪
」「
霙
」「
霰
」

の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
中
、
「
夕
立
」
と
「
時
雨
」
に
は
「
夕
立
つ
」
「
時
雨
る
」
と
そ
の
ま
ま
動

詞
化
し
た
言
い
方
が
あ
る
が
、
そ
れ
も
降
物
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。

①
降
物
の
句
の
連
続
は
、
二
句
を
上
限
と
す
る
。
下
限
に
つ
い
て
は
制
限
が
な
い
。

②
「
雨
」
と
「
露
」
な
ど
、
異
な
る
降
物
同
士
の
間
隔
は
三
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
露
」

と
「
露
」
な
ど
、
同
じ
語
同
士
で
あ
る
な
ら
、
後
述
の
同
字
五
句
去
の
原
則
が
適
用
さ
れ
、
間

隔
は
五
句
以
上
と
さ
れ
る
。

③
降
物
に
も
間
隔
二
句
以
上
と
さ
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
原
則
は
、
植
物
の
⑤
⑥
⑦
に

准
ず
る
。

　
　
　

Ｈ
、
聳
物

　

聳
物
と
は
、
地
上
か
ら
天
空
に
立
ち
昇
る
イ
メ
ー
ジ
で
認
識
さ
れ
る
現
象
の
語
を
含
む
句
の
範
疇

で
あ
る
。
列
挙
す
る
な
ら
、
「
霞
」
「
霧
」
「
雲
」
「
煙
」
の
四
種
で
あ
る
。
こ
の
中
、
「
霞
」
と
「
霧
」

の
二
つ
は
、「
霞
む
」
「
霧
る
」
と
動
詞
で
言
っ
て
も
聳
物
と
し
て
の
取
り
扱
い
を
受
け
る
。
た
だ
し
、

「
曇
る
」
「
煙
る
」
の
場
合
は
聳
物
と
は
さ
れ
な
い
。

①
聳
物
の
句
の
連
続
は
、
二
句
を
上
限
と
す
る
。
下
限
に
つ
い
て
は
制
限
が
な
い
。
こ
れ
は
、
降

物
と
同
じ
で
あ
る
。

②
「
霞
」
と
「
雲
」
な
ど
、
異
な
る
聳
物
同
士
の
間
隔
は
、
三
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
雲
」

と
「
雲
」
な
ど
、
同
じ
語
同
士
の
間
隔
は
、
五
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
、
降

物
と
同
じ
で
あ
る
。

③
「
霧
」
は
、
「
霧
降
る
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
の
で
、
別
範
疇
で
あ
る
降
物
に
も
嫌
わ
れ
、
降

物
と
の
間
隔
は
二
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
聳
物
に
も
間
隔
二
句
以
上
と
さ
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
原
則
は
、
植
物
の
⑤
⑥
⑦
に

准
ず
る
。

　
　
　

Ｉ
、
光
物

　

光
物
と
は
、
天
空
に
光
る
イ
メ
ー
ジ
で
認
識
さ
れ
る
語
を
含
む
句
の
範
疇
で
あ
る
。
主
な
も
の
全

て
を
列
挙
す
る
と
、
「
月
」
「
日
」
「
星
」
及
び
そ
の
類
（
「
七
夕
」
な
ど
）
の
ご
と
く
で
あ
る
。
天
象

と
い
う
言
い
方
が
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
意
味
す
る
所
は
同
じ
で
あ
る
。

①
光
物
の
句
の
連
続
は
、
二
句
を
上
限
と
す
る
。
下
限
に
は
制
限
が
な
い
。
こ
れ
は
、
降
物
・
聳

物
と
同
じ
で
あ
る
。

②
「
月
」
と
「
日
」
と
な
ど
、
異
な
る
光
物
同
士
の
間
隔
は
三
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
月
」

と
「
月
」
と
の
間
隔
は
七
句
以
上
、
「
日
」
と
「
日
」
と
、
「
星
」
と
「
星
」
と
の
間
隔
は
五
句

以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
光
物
に
も
間
隔
二
句
以
上
と
さ
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
原
則
は
、
植
物
の
⑤
⑥
⑦
に

准
ず
る
。
特
に
多
く
現
れ
る
の
は
、
「
過
ぎ
し
月
日
」
な
ど
の
「
月
次
の
月
」
と
「
日
次
の
日
」

で
あ
る
。

　
　
　

Ｊ
、
神
祇

　

神
祇
と
は
、
「
神
」
「
祭
」
「
社
」
な
ど
、
神
道
に
関
係
す
る
語
を
持
つ
句
の
範
疇
で
あ
る
。

①
神
祇
の
句
の
連
続
は
、
三
句
を
上
限
と
す
る
。
下
限
に
つ
い
て
は
制
限
が
な
い
。

②
神
祇
同
士
の
間
隔
は
五
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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事
情
を
異
に
す
る
。

④
植
物
の
場
合
と
同
じ
く
、
動
物
に
お
け
る
鳥
・
獣
・
虫
・
魚
の
分
類
は
排
他
的
で
は
な
く
、
並

存
す
る
。
即
ち
、「
雁
鳴
か
む
夜
半
に
蛍
の
と
び
消
え
て
」
と
い
う
句
は
、
鳥
類
と
は
五
句
以
上
、

獣
類
と
は
三
句
以
上
、
虫
類
と
は
五
句
以
上
、
魚
類
と
は
三
句
以
上
を
隔
て
ね
ば
な
ら
な
い
。

⑤
動
物
と
の
間
隔
を
二
句
以
上
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
原
則
は
、
植
物
の
場
合
の
⑤
⑥
⑦
と
同

じ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
詳
論
を
避
け
る
。

　
　
　

Ｄ
、
水
辺

　

水
辺
と
は
、「
水
」「
川
」「
船
」
な
ど
、
水
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
語
を
含
む
句
の
範
疇
で
、
体
・
用
・

体
用
の
外
の
区
別
が
あ
る
。
「
川
」「
浦
」「
海
」「
江
」「
浜
」「
渚
」「
汀
」「
岸
」「
沼
」「
滝
」「
瀬
」「
泉
」「
島
」

等
、
水
の
存
在
を
前
提
と
す
る
様
々
な
地
勢
を
区
別
し
て
い
う
語
は
体
と
さ
れ
、
「
水
」
は
勿
論
の

こ
と
と
し
て
、「
波
」
「
潮
」
「
氷
」
等
、
水
の
動
き
や
状
態
を
示
す
語
は
用
と
さ
れ
る
。
そ
れ
以
外
に
、

「
芦
」
「
菖
蒲
」
「
杜
若
」
「
萍
」
「
千
鳥
」
「
蛙
」
「
魚
」
等
、
和
歌
で
水
と
親
和
的
に
詠
ま
れ
る
植
物
・

動
物
、
「
船
」
「
橋
」
「
堰
」
「
澪
標
」
「
懸
樋
」
等
の
水
の
存
在
を
前
提
を
す
る
人
工
物
、
「
蜑
」
「
釣
」

「
漁
」
な
ど
の
水
の
存
在
を
前
提
と
す
る
人
間
及
び
そ
の
行
為
等
は
、
体
用
の
外
と
さ
れ
る
。

①
水
辺
の
句
の
連
続
は
、
三
句
を
上
限
と
す
る
。
下
限
に
つ
い
て
は
制
限
が
な
い
。

②
水
辺
が
三
句
連
続
す
る
場
合
に
限
っ
て
、
「
体
用
の
沙
汰
」
が
問
わ
れ
、
「
体
体
体
」
「
用
用
用
」

と
、
体
ま
た
は
用
の
み
で
三
句
連
続
す
る
パ
タ
ー
ン
、
「
体
用
体
」
「
体
外
体
」
「
用
体
用
」
「
用

外
用
」
と
、
体
ま
た
は
用
で
異
種
を
挟
み
込
む
パ
タ
ー
ン
は
不
可
と
さ
れ
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、

水
辺
が
三
句
連
続
す
る
場
合
、
第
一
句
目
が
体
ま
た
は
用
で
あ
れ
ば
、
第
三
句
目
は
そ
れ
と
同

じ
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
句
目
に
「
水
」
（
用
）
が
詠
ま
れ

た
場
合
を
例
に
と
る
と
、

水
の
上
に
も
落
葉
流
れ
ぬ

く
づ
れ
つ
つ
残
る
簗
瀬
の
跡
み
え
て

秋
も
夕
立
つ
川
風
の
音

の
一
連
で
は
、
第
三
句
目
は
「
川
風
」
で
体
で
あ
り
、

流
る
る
音
も
水
の
涼
し
さ

う
ち
し
げ
下
葉
に
深
き
川
柳

芦
辺
に
春
の
雨
の
こ
す
色

の
場
合
は
、
第
三
句
目
は
「
芦
辺
」
で
体
用
の
外
と
な
る
。
こ
れ
以
上
の
例
示
は
避
け
る
が
、
事

情
は
、
第
一
句
が
体
で
あ
る
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。

③
「
川
波
」
な
ど
、
体
と
用
と
が
結
び
つ
く
場
合
は
両
方
に
嫌
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
よ
う
な

句
が
、
水
辺
の
一
句
目
に
来
た
場
合
、
水
辺
を
三
句
連
続
さ
せ
る
な
ら
、
三
句
目
は
必
ず
体
用

の
外
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

明
く
る
川
瀬
の
波
た
か
き
声　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
瀬
（
体
）
・
波
（
用
）

あ
ぢ
む
ら
の
立
て
る
か
た
へ
に
う
ち
連
れ
て

枯
れ
わ
た
り
た
る
中
の
芦
原　
　
　
　
　
　
　
　
　

芦
原
（
体
用
の
外
）

　

の
ご
と
く
で
あ
る
。

④
水
辺
同
士
の
間
隔
は
、
五
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
、
「
体
用
の
沙
汰
」
は

一
切
関
係
が
な
い
。

⑤
水
辺
に
も
間
隔
二
句
以
上
と
さ
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
原
則
は
、
植
物
の
⑤
⑥
⑦
に

准
ず
る
。
ま
た
、
間
隔
二
句
の
も
の
に
は
「
体
用
の
沙
汰
」
は
一
切
適
用
さ
れ
な
い
。

　
　
　

Ｅ
、
山
類

　

山
類
と
は
、
「
山
」
「
谷
」
「
峰
」
な
ど
、
山
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
語
を
含
む
句
の
範
疇
で
、

水
辺
の
場
合
と
同
じ
く
体
・
用
・
体
用
の
外
の
区
別
が
あ
る
。
「
山
」
の
他
、「
谷
」「
峰
」「
麓
」「
杣
」「
島
」

な
ど
、
隆
起
し
た
地
勢
を
前
提
と
す
る
語
は
体
と
さ
れ
る
。
「
島
」
が
山
類
と
さ
れ
る
の
は
、
現
代

人
に
は
少
し
奇
異
の
感
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
正
字
体
が
「
嶋
」
で
あ
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば

納
得
さ
れ
よ
う
。
た
だ
し
、「
島
国
」
や
「
淡
路
島
」
は
、
水
辺
で
も
山
類
で
も
な
い
。
用
の
範
囲
は
、

水
辺
と
異
な
り
、
「
桟
」
「
畑
」
「
炭
竈
」
「
山
人
」
な
ど
、
山
の
存
在
を
前
提
と
す
る
人
工
物
及
び
人

間
が
主
と
し
て
宛
て
ら
れ
る
。
「
滝
」
も
、
常
に
水
流
の
落
下
の
形
で
（
動
き
と
し
て
）
認
識
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
用
と
さ
れ
る
。
山
の
名
所
が
、
山
類
の
語
を
伴
わ
ず
に
単
に
「
富
士
」
「
浅
間
」

な
ど
と
詠
ま
れ
る
場
合
は
、
体
用
の
外
と
さ
れ
る
。

①
山
類
の
句
の
連
続
は
、
三
句
を
上
限
と
す
る
。
下
限
に
つ
い
て
は
制
限
が
な
い
。
こ
の
点
は
水

辺
と
同
じ
で
あ
る
。

②
山
類
が
三
句
連
続
す
る
場
合
に
限
っ
て
、
「
体
用
の
沙
汰
」
が
問
わ
れ
る
の
も
、
細
部
ま
で
水

辺
と
同
じ
で
あ
る
。

③
山
類
同
士
の
間
隔
は
、
五
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
「
体
用
の
沙
汰
」
は
一

切
関
係
が
な
い
。
こ
れ
も
、
水
辺
と
同
じ
で
あ
る
。

④
山
類
に
も
間
隔
二
句
以
上
と
さ
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
原
則
は
、
植
物
の
⑤
⑥
⑦
に

准
ず
る
。

　
　
　

Ｆ
、
居
所

　

居
所
と
は
、
「
里
」
「
屋
」
「
宿
」
「
軒
」
「
庭
」
な
ど
、
人
倫
（
後
述
）
が
日
常
生
活
を
継
続
的
に

営
む
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
語
を
含
む
句
の
範
疇
で
、
さ
ら
に
体
・
用
の
区
別
が
あ
る
（
居

所
に
は
体
用
の
外
と
さ
れ
る
語
は
存
在
し
な
い
）
。
「
簾
」
は
風
に
揺
れ
る
イ
メ
ー
ジ
で
認
識
さ
れ
、

「
庭
」
「
外
面
」
は
季
節
に
よ
っ
て
姿
が
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
が
用
と
さ
れ
る
。
そ

れ
以
外
は
ほ
ぼ
全
て
体
で
あ
る
。

①
居
所
の
句
の
連
続
は
、
三
句
を
上
限
と
す
る
。
下
限
に
つ
い
て
は
制
限
が
な
い
。
た
だ
し
、
居
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Ｂ
、
植
物
（
木
・
草
・
竹
）　

　

連
歌
で
植
物
（
う
ゑ
も
の
）
と
い
う
の
は
、
近
代
で
言
う
所
の
植
物
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
概
念
で
、

植
物
と
さ
れ
る
語
は
、
さ
ら
に
、
木
・
草
・
竹
に
分
類
さ
れ
る
。
木
・
草
・
竹
に
つ
い
て
は
、
近
代

の
知
識
で
常
識
的
に
判
断
し
て
、
ほ
ぼ
誤
り
は
な
い
。
「
橘
」
は
木
類
、「
菫
」
は
草
類
、「
篠
」
は
竹
類
、

「
槿
」
は
木
篇
の
字
で
記
さ
れ
る
が
草
類
の
ご
と
く
で
あ
る
。
「
藻
」
「
萍
」
な
ど
、
水
草
の
類
も
草

類
と
さ
れ
る
。
植
物
の
種
名
を
示
さ
ず
に
「
花
」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
桜
花
の
こ
と
で
木

類
と
さ
れ
る
の
は
、
和
歌
以
来
の
常
識
で
あ
る
。

①
植
物
の
句
の
連
続
は
、
木
・
草
・
竹
を
問
わ
ず
、
一
括
し
て
二
句
を
上
限
と
す
る
。
下
限
に
つ

い
て
は
制
限
が
な
い
。
二
句
連
続
す
る
場
合
、
木
類
・
草
類
、
草
類
・
竹
類
の
ご
と
く
類
を
異

に
し
て
も
、
木
類
・
木
類
、
草
類
・
草
類
の
ご
と
く
同
類
で
二
句
連
続
し
て
も
、
問
題
は
な
い
。

②
同
類
の
植
物
同
士
の
間
隔
は
五
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
木
類
と
木
類
と
、
草

類
と
草
類
と
、
竹
類
と
竹
類
と
の
ご
と
く
で
あ
る
。

③
異
類
の
植
物
間
の
間
隔
の
制
限
は
、
竹
類
と
他
の
二
類
と
で
扱
い
を
異
に
す
る
。
木
類
と
草
類

と
の
間
隔
は
三
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
対
し
、
木
類
と
竹
類
と
、
草
類
と
竹
類
と

の
間
隔
は
二
句
以
上
で
可
と
さ
れ
る
。

④
季
節
の
春
・
夏
・
秋
・
冬
と
異
な
り
、
植
物
の
木
・
草
・
竹
の
分
類
は
排
他
的
で
は
な
く
、
並

存
す
る
。
即
ち
、
「
浅
み
ど
り
松
さ
へ
藤
の
う
ら
葉
か
な
」
と
い
う
句
に
お
い
て
、
「
松
」
は
木

類
で
あ
り
、
「
藤
」
は
草
類
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
句
に
対
す
る
植
物
の
間
隔
は
、
木
類
な
ら
五

句
以
上
、
草
類
も
五
句
以
上
、
竹
類
は
二
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
様
に
、
「
竹
の

陰
な
る
く
れ
な
ゐ
の
梅
」
と
い
う
句
な
ら
、
木
類
は
五
句
以
上
、
草
類
は
三
句
以
上
、
竹
類
は

五
句
以
上
を
隔
て
ね
ば
な
ら
な
い
。

⑤
一
つ
一
つ
の
語
は
植
物
で
は
な
く
と
も
、
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
植
物
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
仕

立
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
方
わ
け
て
田
の
面
や
植
ゑ
も
初
め
つ
ら
む
」
と
い
う
句
の
語
の
一
つ

一
つ
は
植
物
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
田
の
面
」
と
「
植
う
」
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
と
、
稲
の

苗
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
立
の
句
は
、
植
物
と
は
二
句
以
上
を
隔
て
ね
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
間
隔
二
句
以
上
で
可
と
さ
れ
る
場
合
は
、
木
類
・
草
類
・
竹
類
の
区
別
は
求
め

ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
続
い
て
述
べ
る
動
物
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

※
間
隔
が
二
句
以
上
で
な
ら
な
い
こ
と
を
、
連
歌
の
世
界
で
は
、
二
句
嫌
う
・
二
句
去
る
・
打
越

を
嫌
う
な
ど
と
言
う
。
近
代
の
研
究
者
の
論
に
は
、
付
句
に
も
嫌
わ
れ
る
場
合
は
二
句
嫌
う
と

言
い
、
付
け
る
こ
と
に
は
支
障
が
な
い
が
、
一
句
を
隔
て
て
用
い
る
こ
と
が
嫌
わ
れ
る
場
合
に

は
打
越
を
嫌
う
と
言
う
と
述
べ
る
も
の
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
そ
う
厳
密
に
区
別
し
て
用
い

ら
れ
て
は
い
な
い
。
付
句
に
嫌
わ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
現
代
人
の
常
識
で
も
ほ
ぼ
判
断
で
き
る

の
で
（
例
え
ば
、「
入
相
」
に
「
入
る
」
「
会
ふ
」
、「
秣
」
に
「
馬
」
「
草
」
な
ど
）
、
本
稿
で
は
、

以
下
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
「
間
隔
二
句
以
上
」
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
を
す
る
。

⑥
掛
詞
の
技
巧
を
用
い
て
、
植
物
で
は
な
い
語
の
中
に
植
物
を
利
か
せ
て
い
る
仕
立
が
あ
る
。
例

え
ば
、
「
朝
な
朝
な
に
摘
み
は
て
し
跡
」
と
い
う
句
は
、
「
朝
な
朝
な
に
」
の
中
に
「
菜
」
と
利

か
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
立
の
句
も
、
植
物
と
の
間
隔
は
二
句
以
上
と
さ
れ
る
。

⑦
前
二
項
と
は
逆
に
、
語
と
し
て
は
植
物
を
含
ん
で
も
、
実
体
と
し
て
は
植
物
で
は
な
い
表
現
が

あ
る
。
例
え
ば
、
「
忍
び
え
ぬ
心
の
杉
も
見
え
つ
べ
し
」
と
い
う
句
に
は
、
「
杉
」
が
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、「
心
の
杉
」と
は
人
間
の
「
好
き
心
」を
示
す
表
現
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
句
も
ま
た
、

植
物
と
の
間
隔
は
二
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑧
「
豆
腐
」
に
対
す
る
「
豆
」
の
ご
と
く
、
語
と
し
て
は
植
物
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
素
材
・

材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
植
物
と
し
て
は
取
り
扱
わ
れ
な
い
。
例
え
ば
、「
芦
火
」

と
い
う
の
は
、
芦
を
燃
料
と
し
て
火
を
た
く
こ
と
で
あ
り
、
「
松
の
戸
」
は
松
材
で
作
ら
れ
た

戸
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
植
物
に
嫌
わ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
表
現
も
、
「
う
ら
枯

れ
の
芦
火
も
消
ゆ
る
夜
は
ふ
け
て
」
の
ご
と
く
「
う
ら
枯
れ
」
な
ど
の
語
を
結
ん
で
仕
立
て
ら

れ
る
と
、
⑤
の
原
則
が
適
用
さ
れ
、
植
物
と
の
間
隔
は
二
句
以
上
と
さ
れ
る
。

⑨
植
物
に
つ
い
て
述
べ
た
⑤
⑥
⑦
⑧
の
原
則
は
、
以
後
は
詳
論
を
避
け
る
が
、
動
物
以
下
の
他
の

範
疇
に
も
適
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
原
則
で
し
か
な
い
の
で
、
例
外
の
あ
る
こ
と
を
常
に
考
慮

し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
草
枕
」
は
、
伝
統
的
に
、
「
草
の
枕
」
と
し
て
も
植
物
に

は
一
切
嫌
わ
れ
ず
、「
草
を
枕
」
と
し
て
よ
う
や
く
植
物
と
の
間
隔
が
二
句
以
上
と
さ
れ
る
（
「
草

の
庵
」「
苔
の
袖
」
な
ど
も
同
様
）
こ
と
な
ど
は
、
知
っ
て
お
く
べ
き
知
識
で
あ
る
。
研
究
者
は
、

常
に
具
体
例
に
あ
た
っ
て
確
か
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

Ｃ
、
動
物
（
鳥
・
獣
・
虫
・
魚
）

　

動
物
（
う
ご
き
も
の
）
も
、
植
物
の
場
合
と
同
じ
く
、
近
代
で
言
う
所
の
動
物
と
ほ
ぼ
合
致
す
る

概
念
で
、
さ
ら
に
、
鳥
・
獣
・
虫
・
魚
に
分
類
さ
れ
る
。
生
類
と
い
う
言
い
方
が
さ
れ
る
場
合
も
多

い
が
、
意
味
す
る
所
に
違
い
は
な
い
。
鳥
・
獣
・
虫
・
魚
に
つ
い
て
も
、
「
鴬
」
は
鳥
類
、
「
鹿
」
は

獣
類
、
「
蛬
」
は
虫
類
、
「
鮎
」
は
魚
類
の
ご
と
く
、
近
代
の
知
識
で
常
識
的
に
判
断
し
て
、
ほ
ぼ
誤

り
は
な
い
。
「
蛙
」や
「
貝
」
の
類
が
虫
類
に
さ
れ
る
の
に
は
、
少
し
違
和
感
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

「
蛙
」
や
「
蛤
」
が
虫
扁
の
字
で
記
さ
れ
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
納
得
さ
れ
よ
う
。

①
動
物
の
句
の
連
続
は
、
鳥
・
獣
・
虫
・
魚
を
問
わ
ず
、
一
括
し
て
二
句
を
上
限
と
す
る
。
下
限

に
つ
い
て
は
制
限
が
な
い
。
二
句
連
続
す
る
場
合
、
鳥
類
・
獣
類
、
獣
類
・
虫
類
の
ご
と
く
類

を
異
に
し
て
も
、
鳥
類
・
鳥
類
、
獣
類
・
獣
類
の
ご
と
く
同
類
で
二
句
連
続
し
て
も
、
問
題
は

な
い
。
こ
れ
も
、
植
物
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

②
同
類
の
動
物
同
士
の
間
隔
は
、
五
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
鳥
類
と
鳥
類
、
獣

類
と
獣
類
、
虫
類
と
虫
類
、
魚
類
と
魚
類
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
植
物
の
場
合
と
同
じ

で
あ
る
。

③
鳥
類
と
獣
類
と
、
獣
類
と
虫
類
と
、
鳥
類
と
虫
類
と
な
ど
、
異
類
の
動
物
間
の
間
隔
は
、
い
ず

れ
の
組
み
合
わ
せ
で
も
、
三
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
植
物
の
場
合
と
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い
て
は
、
そ
の
姉
妹
編
で
あ
る
『
連
歌
法
式
綱
要
』
〈
山
田
孝
雄
・
星
加
宗
一
編
、
昭
和
十
一
年
、

岩
波
書
店
〉
を
参
照
す
れ
ば
、
煩
瑣
で
は
あ
っ
て
も
、
ほ
ぼ
全
て
解
決
す
る
の
で
は
な
い
か
。
連
歌

に
接
す
る
機
会
の
必
ず
し
も
多
く
な
い
人
は
そ
う
思
う
か
も
知
れ
な
い
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。

前
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
当
時
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
著
者
自
身

必
ず
し
も
多
く
の
作
品
に
つ
い
て
調
査
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
た
め
、
現
在
の
レ
ベ
ル
で
は
容
易
に

誤
り
と
気
付
か
れ
る
記
述
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
し
、
何
よ
り
、
そ
こ
で
解
説
さ
れ
て
い
る
の
は
、

連
歌
の
式
目
作
法
の
一
部
で
し
か
な
く
、
連
歌
を
詠
み
進
め
て
ゆ
く
に
お
い
て
必
須
な
式
目
作
法
の

知
識
の
幾
つ
か
が
、
全
く
解
説
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
一
定
以

上
の
連
歌
の
心
得
の
あ
る
も
の
を
対
象
と
し
た
記
述
の
仕
方
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
意
図
が
、
そ

の
ま
ま
で
は
、
現
在
の
研
究
者
に
は
正
し
く
理
解
さ
れ
が
た
い
点
が
多
く
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

『
連
歌
概
説
』
は
、
旧
富
山
藩
の
連
歌
宗
匠
で
あ
っ
た
御
父
君
に
つ
い
て
連
歌
の
手
ほ
ど
き
を
う

け
た
著
者
が
、
「
余
、
幼
よ
り
家
庭
に
あ
り
て
こ
の
道
を
見
聞
し
、
不
肖
に
し
て
父
の
道
を
継
ぐ
こ

と
を
得
ず
と
い
へ
ど
も
、
ま
さ
に
絶
え
な
む
と
す
る
惨
状
を
坐
視
す
る
に
忍
び
ず
、
又
、
世
の
識
者

と
し
て
許
さ
る
る
人
の
妄
説
を
吐
く
を
黙
視
す
る
能
は
ず
し
て
、
不
敏
を
顧
み
ず
、
連
歌
の
為
に
言

を
費
す
こ
と
上
の
如
し
」
〈
二
二
八
～
二
二
九
ペ
ー
ジ
〉
と
の
思
い
で
、
著
さ
れ
た
書
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
著
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
式
目
作
法
の
知
識
が
連
歌
研
究
に
必
須
な
も
の
で
あ
る
と
共
に
、

ま
た
、
著
者
自
身
が
そ
れ
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を
伝
授
さ
れ
ず
に
終
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
。
同
書
に
は
、
ま
た
、
以
下
の
ご
と
き
言
が
見
え
る
〈
二
三
三
ペ
ー
ジ
〉
。

　

連
歌
を
論
ぜ
む
と
す
る
も
の
は
、
そ
の
は
じ
め
に
あ
た
り
、
一
往
は
連
歌
の
作
法
を
心
得
、

又
連
歌
の
味
ひ
方
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
…
…
こ
こ
に
於
い
て
連
歌
の
研
究
は
上
に
延
べ
来

り
し
が
如
き
諸
点
に
触
れ
む
と
す
る
前
の
過
程
と
し
て
、
一
巻
の
法
式
作
法
の
研
究
と
そ
の
発

展
の
歴
史
の
研
究
と
よ
り
は
じ
ま
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
の
門
よ
り
入
ら
ず
し
て
連
歌
を
論
ず

る
も
の
は
、
木
に
縁
り
て
魚
を
求
む
る
程
の
甚
し
き
こ
と
は
な
し
と
す
と
も
、
正
鵠
を
得
が
た

き
は
論
な
し
。

　

連
歌
研
究
は
、
百
韻
一
巻
の
法
式
（
式
目
）
作
法
の
研
究
と
、
そ
の
発
展
の
歴
史
の
研
究
か
ら
始

め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
連
歌
を
論
ず
る
の
は
、
「
木
に
縁
り
て
魚
を
求
む
」

と
い
う
ほ
ど
の
見
当
違
い
で
は
な
い
に
し
ろ
、
き
っ
と
的
外
れ
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
―

―
連
歌
研
究
の
指
針
と
し
て
、
正
に
至
言
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
名
著
の
名
著
た
る
所
以
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
連
歌
研
究
は
、
こ
の
『
連
歌
概
説
』
が
示
し
た
所
の
コ
ー
ス
を
は
ず
れ
、
「
法

式
作
法
の
研
究
」
は
等
閑
視
さ
れ
、
『
連
歌
概
説
』
の
説
く
所
に
殆
ど
何
も
付
け
加
え
る
こ
と
も
な

い
ま
ま
今
日
に
至
り
、
そ
こ
で
の
警
告
は
、
そ
の
ま
ま
昨
今
の
連
歌
研
究
の
状
況
を
予
言
し
た
が
ご

と
く
な
っ
て
い
る
。
私
の
本
稿
執
筆
の
意
図
は
、
一
に
、
こ
こ
に
存
す
る
。
即
ち
、
連
歌
の
去
嫌
の

実
際
を
、
現
在
の
研
究
レ
ベ
ル
で
、
今
一
度
、
こ
れ
か
ら
の
連
歌
研
究
を
担
う
若
い
研
究
者
に
も
で

き
る
だ
け
理
解
し
て
も
ら
い
や
す
い
形
で
整
理
し
て
記
述
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

本
稿
の
内
容
は
、
現
在
の
私
の
能
力
と
し
て
ほ
ぼ
全
力
を
尽
く
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
勿
論
完
璧

で
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
幸
い
に
し
て
、
本
稿
が
連
歌
研
究
の
明
日
を
担
う
若
い
研
究
者
に
活

用
さ
れ
、
研
究
に
何
ら
か
の
進
歩
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
本
稿
の
誤
り
が
明
ら
か
に
な

り
訂
正
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
む
し
ろ
研
究
者
冥
利
に
尽
き
る
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
私

は
、
そ
れ
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　
　

　

連
歌
は
、
そ
の
歴
史
に
お
い
て
、
そ
の
句
を
分
類
す
る
た
め
の
色
々
な
範
疇
を
成
立
さ
せ
た
が
、

去
嫌
と
は
、
同
一
の
範
疇
に
含
め
ら
れ
る
句
の
間
隔
と
連
続
に
関
す
る
制
限
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

範
疇
を
列
挙
し
つ
つ
、
解
説
す
る
。

　
　
　

Ａ
、
季
節
（
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
）

　

連
歌
の
句
は
、
全
て
、
必
ず
季
節
を
有
す
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
。
季
節
を
持
た
な
い
句
は
雑

と
さ
れ
、
季
節
を
持
つ
句
は
、
そ
の
季
節
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
い
ず
れ
か
に
分

類
さ
れ
る
。
季
節
を
有
す
る
句
と
さ
れ
る
た
め
に
は
、
必
ず
、
そ
の
季
節
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示

す
語
な
り
表
現
な
り
が
、
そ
の
句
中
に
存
在
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
「
そ
の
季
節
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
示
す
語
な
り
表
現
な
り
」
と
い
う
の
は
、
近
代
の
俳
句
で
い
う
季
語
に
相
当
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
連
歌
に
お
い
て
「
季
語
」
と
い
う
タ
ー
ム
は
、
私
の
知
る
限
り
用
い
ら
れ
な
い
。

　

季
節
で
、
も
う
一
つ
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
と
い
う
の
は
、
互

い
に
排
他
的
で
あ
っ
て
、
一
つ
の
句
は
必
ず
一
つ
の
季
節
し
か
持
た
ず
、
異
な
る
季
節
を
示
す
語
が

一
句
の
中
に
併
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
強
弱
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
か
の
季
と
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
時
鳥
花
も
待
ち
け
る
深
山
か
な
」
と
い
う
句
に
つ
い
て
い
う
と
、
「
時

鳥
」
は
夏
季
、
「
花
」
は
春
季
で
あ
る
が
、
一
句
は
夏
と
さ
れ
る
。
同
様
に
、
「
雪
に
今
朝
来
ゐ
る
鴬

う
ち
羽
吹
き
」
な
ら
、
「
雪
」
は
冬
季
、
「
鴬
」
は
春
季
で
あ
る
が
、
一
句
は
春
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

る
。
更
に
言
え
ば
、
非
常
に
稀
な
こ
と
で
あ
る
が
、「
月
の
秋
花
の
春
を
も
知
ら
ぬ
身
に
」
の
ご
と
く
、

二
つ
の
季
節
が
強
弱
な
く
並
列
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
雑
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。

①
同
季
の
連
続
は
、
春
・
秋
と
夏
・
冬
と
で
は
、
扱
い
が
異
な
る
。
春
の
場
合
、
連
続
の
上
限
は

五
句
で
、
下
限
は
三
句
。
秋
も
同
じ
。
夏
の
場
合
、
上
限
は
三
句
で
、
下
限
に
つ
い
て
は
制
限

が
な
い
（
つ
ま
り
、
一
句
で
捨
て
て
も
可
）
。
冬
も
同
じ
。
雑
に
つ
い
て
は
、
上
限
も
下
限
も

制
限
は
な
い
。
な
お
、
春
・
秋
の
句
の
連
続
の
下
限
に
つ
い
て
の
制
限
は
、
比
較
的
遅
く
、
応

永
期
以
降
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
古
い
連
歌
に
は
適
用
で
き
な
い
。

②
同
季
の
間
隔
は
、
い
ず
れ
の
季
節
に
つ
い
て
も
七
句
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
歌
の
世

界
で
は
、
そ
れ
を
同
季
七
句
去
と
呼
ぶ
。
雑
に
つ
い
て
は
、
制
限
が
な
い
。

③
季
節
を
異
に
す
る
句
同
士
に
つ
い
て
は
、
連
続
に
つ
い
て
も
、
間
隔
に
つ
い
て
も
、
制
限
は
な
い
。
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連
歌
去
嫌
の
総
合
的
再
検
討

勢 

田　

勝 

郭　
　
　

　

連
歌
の
去
嫌
に
つ
い
て
は
、
山
田
孝
雄
『
連
歌
概
説
』
に
お
い
て
、
具
体
的
に
解
説
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
以
後
の
去
嫌
研
究
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

現
在
の
研
究
水
準
で
は
、
実
は
不
十
分
な
点
が
多
く
存
在
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
本

稿
は
、
『
連
歌
概
説
』
に
倣
っ
て
、
連
歌
去
嫌
全
般
に
つ
い
て
、
現
在
の
研
究
レ
ベ
ル
で
、

今
一
度
、
そ
の
具
体
相
を
記
述
し
直
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
中
世
社
会
に
お
い
て
、
連
歌
と
い
う
も
の
は
、
現
代
の
我
々
に
は
実
感
で
き
な
い
ほ
ど
大

き
な
存
在
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
寺
社
・
家
々
の
恒
例
・
臨
時
の
行
事
と
し
て
、
ま
た
は
社
交
・
娯
楽

の
手
段
と
し
て
、
ま
た
純
粋
に
芸
術
的
な
営
為
と
し
て
、
人
々
は
「
連
歌
」
の
場
に
集
い
、
そ
れ
に

興
じ
た
。
で
は
、
そ
の
時
、
そ
の
人
々
が
詠
み
興
じ
た
「
連
歌
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
。
特
別
な
事
情
の
な
い
限
り
、
全
て
「
百
韻
」
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

文
学
史
で
中
世
の
連
歌
と
い
え
ば
、
必
ず
触
れ
ら
れ
る
の
が
、『
菟
玖
波
集
』
と
『
新
撰
菟
玖
波
集
』

の
二
つ
の
選
集
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
和
歌
の
勅
撰
集
に
準
じ
た
取
り
扱
い
を
受
け
た
こ
と
は
、
伝
統

的
な
和
歌
と
対
等
な
、
あ
る
い
は
そ
の
後
継
と
し
て
の
地
位
を
連
歌
が
得
た
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
は

そ
れ
で
重
要
な
出
来
事
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
選
集
は
、
基
本
的
に
、
百
韻
と
し
て
詠

ま
れ
た
作
品
か
ら
、
優
れ
た
句
と
さ
れ
た
も
の
を
選
び
出
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
詠
ま
れ
た

「
連
歌
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
い
わ
ば
、
そ
れ
は
、
『
源
氏
物
語
』
に
対
し
、
そ
の
よ
く
知
ら
れ
た

部
分
を
抜
き
出
し
て
成
立
し
た
様
々
な
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
本
に
し
か
相
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
作
品

そ
の
も
の
を
ま
と
も
に
読
む
こ
と
も
な
く
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
本
だ
け
で
そ
の
作
品
を
論
ず
る
な
ど
と

い
う
こ
と
は
、
研
究
者
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
事
情
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い

が
、
句
集
の
み
を
材
料
と
し
て
連
歌
を
論
じ
る
こ
と
の
不
十
分
さ
は
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と

思
う
。
中
世
に
お
い
て
、
「
連
歌
」
と
は
「
百
韻
」
の
こ
と
で
あ
り
、
「
連
歌
を
詠
む
」
と
は
「
百
韻

を
詠
む
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
宗
祇
に
し
ろ
、
紹
巴
に
し
ろ
、
彼
ら
が
名
手
と
し
て
世
に
認
め
ら
れ
た

の
は
、
百
韻
の
興
行
の
場
に
お
い
て
、
そ
こ
に
同
座
す
る
人
々
に
評
価
さ
れ
る
句
を
出
す
こ
と
が
で

き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、「
連
歌
の
作
品
研
究
」
と
は
、
第
一
に
「
百
韻
」
を
読
み
、

研
究
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
思
う
。

　

「
百
韻
」を
読
む
た
め
に
は
、
し
か
し
、
現
代
人
に
と
っ
て
は
、
一
つ
の
関
門
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、

野
球
な
り
サ
ッ
カ
ー
な
り
麻
雀
な
り
、
全
て
の
ゲ
ー
ム
が
一
定
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
進
行
す
る
ご
と

く
、
百
韻
連
歌
も
ま
た
、
去
嫌
を
中
心
と
し
た
一
定
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
詠
み
進
め
ら
れ
て
ゆ
く
も

の
で
あ
っ
て
、「
百
韻
」
を
読
む
た
め
に
は
、
そ
の
前
に
、
そ
れ
が
依
拠
す
る
所
の
ル
ー
ル
（
式
目
作
法
）

を
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
式
目
作
法
な
る
も
の
が
、
一
見
、
極
め
て
煩
瑣

な
も
の
に
感
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
式
目
作
法
の
知
識
な
し
に
、
連
歌
を
論
ず

る
こ
と
は
、
野
球
の
ル
ー
ル
を
知
ら
ず
に
、
野
球
を
解
説
す
る
に
等
し
い
こ
と
は
、
論
を
俟
た
な
い

で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
問
題
に
関
し
て
言
え
ば
、
既
に
『
連
歌
概
説
』
〈
山
田
孝
雄
著
、
昭
和
十
二
年
、
岩
波
書
店
〉

に
お
い
て
、
連
歌
の
式
目
作
法
の
大
要
に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
し
、
具
体
的
な
細
部
に
つ
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An aluminum/chromium-based-coating film, namely (Al,Cr)
N coating film, has been developed. The aluminum/chromium-
based-coated tool was evaluated through the machining of 
sintered steel, and exhibited markedly improved performance 
[1]. Therefore, the effectiveness of the aluminum/chromium-
coating film is apparent when cutting hardened sintered steel [2]. 

This result clarified that the wear progress of the (Al,Cr)N 
coated cemented carbide tool was slower than that of the (Ti,Al)
N coated cemented carbide tool, and (Al,Cr)N coated cemented 
carbide is an effective tool material for cutting hardened sintered 
steel [2]. However, the results of our study indicate that the 
critical scratch load, which is the measured value by the scratch 
test, of the (Al,Cr)N coating film is 77 N and the micro-hardness 
is 2760 HV0.25N. Therefore, in order to improve both the scratch 
strength and the micro-hardness of the (Al,Cr)N coating film, 
cathode material of an aluminum/chromium/tungsten-target 
was used to add tungsten (W) to the cathode material of the 
aluminum/chromium-target [3]. The hardened sintered steel was 
turned with the aluminum/chromium/tungsten-based-coated 
cemented carbide tool. Compared with commercial (Al,Cr)N and 
(Ti,Al)N coated cemented carbide tools, the wear progress of 
the aluminum/chromium/tungsten-based-coated tool was slower 
than that of the (Al,Cr)N coated tool [3]. 

Furthermore, the wear progress and the wear mechanism of the 
aluminum/chromium/tungsten-based-coated tool were investigated 
[4, 5]. However, the wear progress and the tool wear mechanism 
of aluminum/chromium/tungsten-based-coated cemented carbide 
in cutting sintered steel have not been clarified. 

In this study, to clarify the wear progress and the tool wear 
mechanism of the aluminum/chromium/tungsten-based-coated 
tool for cutting sintered steel, the sintered steel was turned. 
Scanning Electron Microscope (SEM) observation and Energy 
Dispersive x-ray Spectroscopy (EDS) mapping analysis were 
conducted on the abraded surface. 

The main results obtained are as follows:
(1) The wear progress of the (Al64,Cr28,W8)(C,N) coated tool 

was the slowest among that of the five coated tools.
(2) Adding carbon (C) to the aluminum/chromium/tungsten-

based-coating film was effective for improving the wear-

resistance.
(3) The main wear mechanism of the (Al60,Cr25,W15)N-, the 

(Al60,Cr25,W15)(C,N)- and the (Al64,Cr28,W8)(C,N)-
coating films was abrasive wear.
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Hardened steels used for dies or molds are widely cut as a 
substitution for grinding. Polycrystalline cubic boron nitride 
compact (cBN) tools are used for cutting hardened steels, due to 
their higher hardness and higher thermal conductivity. However, 
in higher feed rate turning or discontinuous cutting, e.g. milling, 
drilling and tapping, main tool failure of the cBN occurs easily 
by fracture because the cBN has poor fracture toughness. In 
these cutting hardened steels, coated cemented carbide tools, 
which have good fracture toughness and wear resistance, are 
effective tool materials. The physical vapor deposition (PVD) 
method, which is a coating technology, is widely applied to 
cutting tools because the PVD method can be coated at a lower 
treatment temperature and a higher adhesion of the deposition to 
the substrate. In this case, titanium based films (e.g. TiN, (Ti,Al)
N) are generally used as the coating film [e.g. 1, 2].

An aluminum/chromium-based coating film, namely (Al,Cr)
N coating film, has recently been developed. An aluminum/
chromium-based coated tool was evaluated through the 
machining of sintered steel, and showed greatly improved 
performance [3]. Furthermore, it was clarified that the (Al,Cr)N 
coated cemented carbide is an effective tool material in cutting 
hardened sintered steel [4]. However, it was considered from our 
study that the critical scratch load, which is the measured value 
by scratch test, of the (Al,Cr)N coating film is 77 N and the 
micro-hardness is 2760 HV0.25N. Therefore, in order to improve 
both the scratch strength and the micro-hardness of the (Al,Cr)
N coating film, cathode material of an aluminum/chromium/
tungsten target was used in adding tungsten (W) to the cathode 
material of the aluminum/chromium target.

In this study, to clarify the effectiveness of aluminum/
chromium/tungsten coating film for cutting hardened steel, tool 
wear was experimentally investigated. The hardened steel was 
turned with the aluminum/chromium/tungsten-based coated 
tool according to the physical vapor deposition (PVD) method. 
Moreover, the tool wear of the aluminum/chromium/tungsten-
based coated tool was compared with that of the (Al,Cr)N and 
(Ti,Al)N coated tools. 

The following results were obtained:
(1) The micro-hardness of (Al,Cr,W)N or (Al,Cr,W)(C,N), 

(Al,Cr)N coating film was 3110 HV0.25N or 3080 HV0.25N, 
respectively. And the micro-hardness of two types of 
Aluminum/Chromium/Tungsten-based coating film were 
higher than that of both the (Al,Cr)N coating film 2760 
HV0.25N and the (Ti,Al)N 2710 HV0.25N.

(2) The critical scratch load of (Al,Cr,W)(C,N)
　 coating film 123N was much higher than that of (Al,Cr)N 

coating film 77N or (Ti,Al)N coating film 73N.
(3) In cutting the hardened steel using (Al,Cr,W)(C,N) and 

(Ti,Al)N coated carbide tools, the wear progress of the 
(Al,Cr,W)(C,N) coated carbide tool was almost equivalent to 
that of the (Ti,Al)N coated carbide tool.

　The above results clarify that the aluminum/chromium/
tungsten-based coating film, which is a new type of coating film, 
has both high hardness and good adhesive strength, and can be 
used as a coating film of WC-Co cemented carbide cutting tools.
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An (Al, Cr)N coated tool was evaluated through the machining 
of sintered steel, and showed greatly improved performance 
[1]. And, the (Al, Cr)N coated cemented carbide is an effective 
tool material in cutting hardened sintered steel [2]. However, 
the results of our study indicate that the critical scratch load, 
which is the measured value by the scratch test, of the (A l, Cr)
N coating film is 77 N and the micro-hardness is 2760 HV0.25N. 
Therefore, in order to improve both the scratch strength and 
the micro-hardness of the (Al, Cr)N coating film, the cathode 
material of an aluminum / chromium / tungsten-target was used 
in adding tungsten (W) to the cathode material of the aluminum 
/ chromium target [3]. Furthermore, the hardened sintered steel 
was turned with the aluminum / chromium / tungsten-based-
coated cemented carbide tools. Compared with commercially 
available (Al, Cr)N and (Ti, Al)N coated cemented carbide 
tools, at a low cutting speed of 0.42 m/s, the wear progress of 
the aluminum/chromium/tungsten-based-coated tool became the 
slowest [3].

However, the addition of Si to TiN coatings is reported 
to transform the [111] oriented columnar structure into a 
dense finely grained structure, and thin films of Ti-Si-N have 
been deposited by physical vapor deposition to improve the 
wear resistance of TiN coatings [4]. The hardness of the 
Ti0.84Si0.15N1.03 revealed the highest hardness value, around 
47 GPa, which is more than double that of common TiN [5]. 
The Ti1-xSixN system revealed a significant increase in the 
load values for total failure when compared with that of TiN [6]. 
However, the (Ti, Al, Si)N forms a two-phase scale as in the (Ti, 
Al)N, but the oxidation resistance is slightly lower, too [7].

From the viewpoint of film-forming, in Inconel 718 turning, 
the (Ti, Al)N-multilayer coating showed some performance 
advantage over the (Ti, Al)N-monolayer at higher speed 
[8]. Nowadays, most multi-layer coating materials contain a 
combination of TiN, TiC, Ti(C,N) and Al2O3; to improve the tool 
life, they are deposited in different sequences [9].

In this study, to improve the tool life in cutting hardened steel, 
the cathode material of an aluminum/chromium/tungsten/silicon-
target was used in adding silicon (Si) to the cathode material of 
the aluminum/chromium/tungsten-target. Multi-layer coating 
materials containing a combination of aluminum / chromium / 
tungsten / silicon-based-coating film and aluminum/chromium/
tungsten-based-coating film to improve the tool life were also 
used. Furthermore, the characteristics of aluminum / chromium / 
tungsten / silicon-based coating films were investigated.

The following results were obtained:
(1) The micro-hardness and the critical scratch load measured 

value by a scratch tester of the (Al53, Cr23, W14, Si10) 
(C, N)-coating film was 2990 HV0.25N and over 130 N, 
respectively.

(2) The mean value of the friction coefficient of the (Al53, Cr23, 
W14, Si10) (C, N)-coating film was 0.41.

(3) The wear progress of the (Al53, Cr23, W14, Si10) (C, N)-

coated tool was slower than that of the (Ti, Al) N- and the 
(Al60, Cr25, W15) (C, N)-coated tool.

(4) In the case of the feed rate of 0.1 mm/rev, the wear progress 
of the multilayer coated tool was almost equivalent to that of 
the monolayer coated tool. However, at a higher feed rate of 
0.2 mm/rev, the wear progress of the multilayer coated tool 
was slower than that of the monolayer coated tool.

The above results clarify that the new type of (Al60, Cr25, 
W15) (C, N)-coating film has both high hardness and good 
adhesive strength, and can be used as a tool material in cutting 
hardened steel.
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Aluminum alloys are used for automobile and motorbike 
parts due to their high strength-to-weight ratios and good 
corrosion resistance. However, as aluminum alloys have poor 
wear-resistance, silicon (Si) is added to improve the wear-
resistance. In particular, hypereutectic Al-Si alloys such as A390 
(Al-17 mass% Si) are used in applications that require high 
resistance to wear and corrosion, good mechanical properties, 
low thermal expansion and reduced density [1]. As a result, 
they are used in heavy wear applications, often at elevated or 
medium temperatures, such as in pistons, cylinder blocks and 
AC compressors [2]. High silicon aluminum alloys are generally 
machined to improve the dimensional accuracy. However, the 
use of hypereutectic Al–Si alloys in engine applications presents 
other challenges, including poor casting process reliability, and 
difficulties encountered in machining processes, primarily due to 
large (100 µm) primary silicon particles [3]. Primary silicon in 
hypereutectic aluminum- silicon alloys is very hard, imparting 
improved wear resistance but also decreasing tool life during 
machining [4].So, in cutting high silicon aluminum alloys with 
conventional cutting tools, the wear progress becomes faster 
because of the hard primary Si particles. Therefore, diamond 
cutting tools such as polycrystalline diamond (PCD) compact 
cutting tools or chemical vapor deposition (CVD) diamond 
cutting tools, are usually used to cut  high silicon aluminum 
alloys[5] - [8]. To minimize machining issues while fully 
utilizing the outstanding wear properties, primary silicon crystals 
should be controlled to a uniform small size and have a uniform 
spatial distribution [4]. However, the effect of the primary 
silicon particle size on tool wear is unclear when cutting Al-17 
mass% Si alloys.

In this study, in order to improve the tool wear resistance of 
polycrystalline diamond compact cutting tools, the Si particle 
size of an Al-17 mass% Si alloy was changed by adjusting the 
water-cooling speed. Two different kinds of Si particle size, 
which were changed by adjusting the water-cooling speed, 
were used. The Al-17mass%Si alloy was turned with the 
polycrystalline diamond compact cutting, and the tool wear was 
experimentally investigated. 

The following results were obtained:
(1) The formed Si particle size was from 30 to 70 µm or from 40 

to 170 µm. 
(2) The mechanical properties of the Al-17 mass% Si alloy did 

not depend on the Si particle size. 
(3) The Si particle size including that in the Al-17 mass% Si 

alloy had a major influence on the tool wear, and it was 
possible to reduce the tool wear by increasing the Si particle 
size including that in the Al-17 mass% Si alloy.
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ガスタ－ビンや航空機エンジンの部品に採用されている
超耐熱合金インコネル 718 は難削材として知られている 1)．
超耐熱合金の被削性が悪い原因として，高温強度が大き
い，加工硬化が生じやすい，工具材料との親和性が大きい，
熱伝導率が低いなどが考えられている 2)．高ニッケル合金
切削における工具摩耗を調べた研究は多く行われている 3)．
従来から，熱伝導性の悪い被削材を切削する場合，切削速
度を低くして，かつ熱伝導性の良好な工具材を使用するこ
とが，工具寿命の延長に有効な方法であることは良く知ら
れている．しかも，超硬合金によるインコネルの切削にお
いは超硬合金 K 種などを用いて切りくずを薄く生成させ
るような切削が好ましいとされてきたが，工具寿命の点か
ら高速度切削で加工することが出来ないため，きわめて低
能率の加工条件で加工せざるを得なかった 4)．高速度切削
には，耐熱性に優れたセラミックスや cBN 焼結体が有効
な工具材種であり，山根ら 5) は，セラミックス工具による
インコネル 718 の高速度切削を行い，工具損傷，特に境界
部の損傷についてその発生状況を調べ，境界損傷の抑制法
について検討し，インコネル 718 の高速度切削の可能性を
探った．新谷ら 4) は，結合材の異なる CBN 工具 3 種を用
いてインコネル 718 材を旋削し，CBN 工具の損傷形態を
観察することにより適合材種の選定と損耗機構の解明を
行った．
さて，超耐熱合金の切削には，高圧の切削油剤をすくい

面と逃げ面に供給する高圧クーラント切削法が有効であ
る．猪谷ら 6) は，インコネル 718 の高圧クーラント切削を
行い，通常の湿式切削（常圧外部給油）に比べ，切削温度
低下に効果があることを示した．さらに，板倉ら 7) は，超
硬合金 K20 種工具でインコネル 718 の高圧クーラント切
削を行い，切削油剤の流速を速くなるに従って逃げ面摩耗
幅が減少することを明らかにした．このように，高圧クー
ラントを切削部に供給する方法は，工具摩耗抑制に有効で
ある 8-10) と考えられる．さらに，切削部へ高圧クーラント
を供給することにより，工具損傷抑制効果のみならず切り
くず処理性の向上 11) も期待される．

以上のことから，高ニッケル合金のように熱伝導性が悪
く，凝着摩耗を起こしやすい被削材の高速度仕上げ切削に
おいては，cBN 焼結体工具による高圧クーラント切削が
有効であると考えられるが，cBN 焼結体の摩耗特性につ
いて体系的に調べた研究は見あたらない．そこで本研究で
は，cBN 焼結体工具による高ニッケル合金の高速度仕上
げ切削を対象とし，有効な cBN 焼結体を見出すことを目
的として，cBN 含有量，cBN 粒径，および結合材の異な
る 5 種類の cBN 燒結体の工具摩耗を調べた．また，高圧
クーラント切削における切りくず形状，および表面粗さに
ついても調べた．
得られた主な結果は，次の通りである．

(1) クーラント圧力を高圧にすることにより，切りくずは
短く折断された．このため，高圧クーラント切削は，
切りくず処理性，特に切りくず折断性能向上に有効な
方法であった．

(2) 高ニッケル合金の仕上げ切削の場合，乾式切削では，
逃げ面の切込み境界部に，大きな工具損傷が見られた．

これに対し，cBN 含有量 50 ～ 60％の cBN 焼結体によ
る高速度・高圧クーラント切削では，逃げ面の切込み
境界部の工具損傷を抑制することができた．

(3) 高ニッケル合金の高圧クーラント切削には，cBN 含有
量が 60％で，Al2O3-Al の結合材を持つ cBN 焼結体が有
効な工具材種であった．

(4) cBN 含有量が 60％で，Al2O3-Al の結合材を持つ cBN 焼
結体工具による高ニッケル合金の高圧クーラント切削
において，クーラント圧力を高圧で切削する場合，切
削速度を低速にすると，逃げ面の切込み境界部に大き
な工具損傷が生じ，工具寿命が短命になった．
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１．はじめに

2015 年 5 月，数学に強い興味を持つ意欲的な本科 1・2

年の学生たちが集まった．そこで筆者ら 2名が指導教員と

なってチーム「数学 LOVE!」を結成し学生チャレンジプ

ロジェクトとして申請した結果，採択された．本稿では，

その活動内容の詳細を報告し，プロジェクト終了後の方向

性，今後の課題について述べる．

学生チャレンジプロジェクトとは，本校の学生グループ

の自主的な創作活動を支援すること，グループワークを通

して人間力の向上を図ることを目的としたプロジェクト

である．活動費として 10 万円まで予算がつく．学生向け

に掲示された募集要項には「結果や成果だけを問うのでは

なく，計画立案から目標達成までのプロセスの中で様々な

経験や体験を通し，人間として大きく成長してもらうこと

を目的として」と明記されている．応募資格は，学生（本

科・専攻科）がリーダーで教員の協力が得られる 3名以上

のグループで，正式に承認されているクラブ活動は除かれ

る．近年では同様なプロジェクトを実施する大学や高専が

増えてきているが，本校においては谷口研二・前校長の発

案で 2011 年度から毎年数件が採択され実施されてきた．

本プロジェクトは，後に述べるように当初の活動予定を

大きく超え，数学を軸にして学生の活躍の場が多岐に広が

った（表１）．これらの活動を通してメンバーの学生たち

は，自分に与えられた役割を責任を持って全うしなければ

ならない厳しさと，グループで協力して活動することの難

しさを経験し，間違いなく逞しく成長した．これは教員側

にとっても，「数学 LOVE!」な学生，すなわち数学に関わ

る問題やイベントに幅広く取り組める学生を育てる試行

錯誤のまさにチャレンジであった．

２.プロジェクト実施に至る経緯

2015 年度には数学に興味を持つ学生が例年になく多く

集まり（本科 1 年生 8 名，2 年生 1 名），数学のコンテス

トに参加したいという学生の機運が高まった．これは教員

にとっても停滞から脱し新たな流れを作る絶好のチャン

スであった．

「数学 LOVE!」な学生を育てる試み＊

～学生チャレンジプロジェクト実施報告～

梅本悠莉子 ・ 名倉　誠

Giving Great Encouragement
to the Students Being in Love with Mathematics
－ A Practical Report on a Challenge Project －

Yuriko UMEMOTO and Makoto NAGURA

数学に強い興味を持つ学生が集まった．筆者らは学生チャレンジプロジェクトとして「数
学 LOVE!」というチームを結成し，単にコンテスト参加だけでなく，彼らの興味・関心
を地域貢献や国際交流等にも向けさせ，今後の取り組みの「核」となる学生を育てるいく
つかの試みを行った．
プロジェクトメンバーの学生たちは，本校近隣で開催された数学コンテストへ参加する

だけでなく，地域の科学イベントでは小学生向けの出展を企画・実施した．シンガポール
国際数学チャレンジ（SIMC2016）出場が決定してからは，短期留学生を囲む交流会や英
語でのプレゼンの練習など，国際交流を意識した取り組みを行った．これらの活動を通し
てメンバーの学生たちは逞しく成長した．本稿では，その活動内容の詳細を報告する．

＊本稿は，平成 28 年度全国高専フォーラム教育研究活動発表（ポスターセッション・2016 年 8 月 25 日）および日本高

専学会誌第 22 巻 1 号（2017 年 1 月）の内容に加筆したものである．
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２.１　学生のニーズに応える（学生への機会提供）

2006 ～ 2010 年度の 5 年間，本校物質化学工学科教授・

三木功次郎を中心とするプロジェクト「課外活動における

科学技術教育の推進」（以下，三木プロジェクト）が実施

されていた［3］―［6］．その目的は課外活動を活用して学生

の意欲を高め，PBL 型の学習を実施すること［5］であった．

三木プロジェクトにおいて，学生たちの受け皿・課外活動

のための母体としてサイエンス研究会が設立され，その数

学部門では数学オリンピック予選や，「青少年のための科

学の祭典」奈良大会（以下，科学の祭典）に参加するなど

の成果があった．しかしながらその後，数学科教員の異動

が重なり活動が停滞する時期が続き，サイエンス研究会自

体も残念ながら消滅してしまった．

2011 年度には学内の戦略的経費による「『大和郡山セミ

ナー』を軸とした数学教育の活性化」事業が実施され，数

学科金曜セミナーが不定期で開催されるようになった［2］

ものの，その後数学科の専任教員は 5名にまで減り，学生

への機会提供の余裕もあまり無い状況が続いていた．

それでも若手教員が中心となって科学の祭典への出展

は何とか続けていた．また依然として数学のコンテストに

チャレンジしたいという学生が毎年 1～ 2名程度いて，数

学科の各教員が個別に対応していた．このように，学生の

ニーズに応えたいという教員側の思いは常にあった．

２.２　教員側からの動機

本校数学科では通常の授業や大学編入試験に関する個

別の質問対応のためのオフィスアワーに加えて TA による

数学の補講，2014 年度から数学よろず相談室が実施され

ている．また，同じく 2014 年度から地元・大和郡山市で

開催される「記憶力大会」のコラボ企画への出展も依頼さ

れるようになった．このように業務が増加していく中，限

られた時間で学生への働きかけがより効果的・効率的にな

るよう業務を整理する必要に迫られていた．

これらを踏まえ学生の意欲・能力を引き出しつつ社会か

らの要請にも応えられるような仕組みを，本校数学科とし

て作る必要があった．筆者らが最も重視したのは，学生が

自学自習できる仕組みをつくること，とくに低学年の学生

の満足感・達成感を増大させることであった．

３. プロジェクトの取り組みと成果

本プロジェクトの取り組みは表１のとおりである．毎月

何等かのイベントや活動が活発になる時期があった．これ

らの活動は，大まかに次の 4項目にまとめられる．

①　勉強会の実施（学生の居場所づくり）

②　数学の各種コンテストへの参加

③　地域の科学イベントへの参加

④　国際数学チャレンジ（SIMC）出場

それぞれの詳細については次節以降で述べるが，得られ

た成果を上記の項目に対応させて端的にまとめると①自

主性の伸展，②意欲・学力の向上，③新たな面白さの発見，

④未知の体験によって逞しく成長，ということになる．

なお学生チャレンジプロジェクトとしての活動は 3月の

報告会で終了したが，第 5 章で述べるように SIMC 出場メ

ンバーの活動は 2016 年 5 月まで続いた．

表１　「数学 LOVE!」の取り組み（2015 ～ 2016 年）

5月 「数学 LOVE!」結成・プロジェクト申請

6月 「勉強会」開始

7月 コンテストに向けて追い込み

8月 数学甲子園 2015 予選

第 26 回日本数学コンクール

10 月 ポスター作り，ゾムツール出展準備（１）

11 月 近畿大学第 18 回数学コンテスト

高専祭，青少年のための科学の祭典

短期留学生との交流会

12 月 オリンピック予選に向けて追い込み

1月 第 26 回日本数学オリンピック予選

ゾムツール出展準備（２）

2月 記憶力大会

3月 プロジェクト報告会

国際交流受け入れチームへ参加

4月 英語でのレポート作成・プレゼン練習

5月 SIMC に向けて追い込み，SIMC2016 出場

３.１　勉強会の実施（学生の居場所づくり）

本プロジェクトの活動の第一歩は「勉強会」であった．

当初は指導教員のオフィスアワーの時間を中心に週１～ 2

回程度放課後の空き教室に集まり，主に高専の数学の教科

書の内容を予習していた．はじめは教員がリードしていた

が，次第に学生たち自身で問題を見つけ，みんなで考え，

互いに教え合うという自主的な雰囲気になっていった（図

１）．

指導教員は，学生の自主性に全てを任せて放置するので

はなく，折を見て同席し，学習の方向性を示し，時には一

緒に問題を考える・数学を楽しむ姿勢を示すことに努め

た．その結果この勉強会の場でメンバーの帰属意識・チー

ムワークが育まれたようである．学生に実施したアンケー

トには「皆と話し合いながら勉強し，自分よりも上のレベ

ルの仲間と出会えてとても楽しかった」という記述もあ

り，実際に勉強会での体験が学生の満足感に繋がったよう

である．

３.２　数学の各種コンテスト参加

そもそもメンバーが集まった当初の理由は数学の各種

コンテストに参加することであった．本プロジェクトのメ

ンバーが参加したのは本校近隣で開催された 4つのコンテ

図１　勉強会の風景
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ストである．それらは表１においてゴシック体で示してい

る．

それぞれのコンテストにおいてメンバーは現在の実力

に気づき，出場するごとにさらに勉強に取り組もうと奮起

していった．実際，いずれのコンテストでもメンバーは皆

爽やかな表情を見せてくれた（図２）．

コンテストで入賞することは目的ではないが，活動目標

としてはわかりやすくめり張りがついた．日本数学コンク

ール以外では結果を残すことができなかったが，これらの

各種コンテストへの参加は，メンバーのモチベーション維

持・意欲向上の原動力となった．

３.３　地域の科学イベントへの参加

地域の科学イベントへの参加は，学生の課外活動の機

会・数学に触れる機会を増やすことが目的である．本プロ

ジェクトでは 11 月 7 ～ 8 日の高専祭（文化祭・図４左），

および 11 月 15 日に本校で開催された科学の祭典において

多面体模型作成キット・ゾムツールを用いた出展を行った．

ゾムツールとは，分子模型のように，直径 2㎝ほどのボ

ールへ棒を突き刺して様々な立体を作ることができるツ

ールである（図３左）．数学科には，2007 年度の三木プロ

ジェクト予算で購入し，それ以降少しずつ増やしてきたゾ

ムツールが引き継がれていた．図３右の写真は学生が制作

したワークシートである．ワークシート作成など出展の準

備は学生たちが勉強会を拠点として主体的に行った．これ

らの活動の指導には，かつての三木プロジェクトにおける

経験［5］が引き継がれ，生かされている．

 

科学の祭典での出展タイトルは「立体パズルで数学（算

数）とふれあおう」である．これは主に小学生以下を対象

に，来場者にゾムツールで多角形や多面体を作ってもら

い，その特徴に気づいてもらおうという目的で行った．ま

た，2016 年 2 月には，地元・大和郡山市で開催された第

12 回記憶力大会におけるコラボ企画としての出展を依頼

され，「奈良高専による 3D 頭脳パズル『ゾムツール』コ

ーナー」として出展した（図４右）．いずれも当日は来場

者が絶えず大盛況であった．

学生たちは，ワークシートを準備する過程で数学そのも

のの面白さ，学外の他者（多くは小学生）へ伝えたいこと

をわかりやすく説明することの難しさ・面白さなどを新た

に発見したようである．このようなイベントへの出展では

数学の問題を解くことがあまり得意とは言えない者にも

活躍の場面があった．

また，これらの取り組みは本校の広報活動にも少なから

ず寄与できたと思われる．

４. その他の取り組み

本科高学年になると日常の授業でも卒業研究の場面で

も発表の機会・経験が十分に積まれるのが高専教育の特長

であるが，低学年（本科１・２年）のうちはまだそれらは

少ない．本プロジェクトにおいては何度かそのような機会

があったので本章にまとめておく．

４.１　メディアコンペ出展（活動ポスター作成）

学生チャレンジプロジェクトの中間報告として，高専祭

における「メディアコンペティション」においてポスター

発表をする必要があった．10 月末の１週間，メンバーは

学内の「夢づくり工房」に連日 20:00 まで残ってポスター

作成の作業を進めた（図５左）．メンバー間でパソコンの

スキルに差があり，ポスター作成の経験も無い低学年の学

生たちではあったが，内容を考える者，デザインを考える

者，意見を言う者，その他の者と自然に分担され，楽しい

デザインの活動紹介ポスター（図５右）が作成された．

 
４.２　短期留学生との交流会

SIMC 出場が決定して以降，SIMC 出場メンバーだけで

なく他のメンバーの意識を国際交流に向けさせるため，本

校に在籍していたシンガポール・ナンヤンポリテクから

の短期留学生を囲んで交流会を 11 月 20 日に実施した（図

６）．

図２　コンテスト参加当日の様子

図３　ゾムツールと学生が作成したワークシート

図４　高専祭と記憶力大会の様子

図５ メディアコンペ準備の様子と活動紹介ポスター
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日本語がほとんど通じず，メンバーたちは英会話の必要

性に初めて追い込まれ，それぞれが知識を振り絞って英語

を話そうとした．わずか2時間ほどの交流会ではあったが，

英会話せざるを得ないこのような実体験は，低学年の学生

たちに相当なインパクトを与えたようである．

４.３　プロジェクト報告会

学年末試験後の 3 月 8 日，2015 年度の学生チャレンジ

プロジェクトの報告会があった．発表は SIMC に出場しな

い１年生のメンバーを中心に準備を行うことになった．こ

れまでの授業で発表スライド作成の経験があるものの，割

り当てられた 7分という発表時間は 1年生の彼らには大き

なハードルであった．彼らは A4 レポート用紙 2 枚半ほど

のスピーチ原稿を用意し，それを暗記して発表に臨んだ

（図７左）．

決してこなれた発表ではなかったが，活動のたびに撮り

ためた写真をふんだんに使い，彼らなりに工夫された率直

な発表であったように思う．彼らが用意したスピーチ原稿

と発表スライドは，まさに学生目線での「生の」活動の記

録であった．

この報告会をもって，学生チャレンジプロジェクトとし

てはひとまず解散した（図７右）．

５.第５回シンガポール国際数学チャレンジ

(SIMC2016) 出場

シンガポール国際数学チャレンジ（Singapore International 
Mathematics Challenge，以下 SIMC）は，2008 年より 2 年

に 1 度 NUS High School of Mathematics and Science（シン

ガポール国立大学附属数学科学高校）とシンガポール教育

省の主催で開催されている．これは数理モデルに関連した

問題を各校 4 名のチームで解いて競い合う団体戦である．

5 回目の今年は世界 30 の国・地域から 62 チームが参加し

た．

「数学 LOVE!」メンバーのうち 4名（山下，三宅，神崎，

鄭）が，8 月 9 日に行われた第 26 回日本数学コンクール

団体戦に出場し大賞を受賞した（図８）．この結果，コン

クール主催者から SIMC2016 に推薦され，出場することに

なった．なおこの 4名の学生たちは，平成 28 年（2016 年）

3 月 1 日付で国立高等専門学校機構理事長からも表彰され

た（図 11 左）．

５.１　SIMC の日程と現地での様子

本大会では，初日に公開された問題に対して，英語によ

る解答レポート（10 ページ以内）とプレゼン資料（15 分

間のプレゼンのために本校チームが用意したスライドは

30 枚ほどになった）を 3 日間で仕上げなければならなか

った．引率教員や他のグループとの会話は制限され，各チ

ームがメンバーだけの力でチャレンジしチーム同士が競

い合った．スケジュールの概要は表２のとおりである．

表２　SIMC2016・現地でのスケジュール

5月 22 日（日）

　関空からチャンギ国際空港へ出発．会場で参加登録．

5月 23 日（月）

　開会式．アイスブレイキング．

5月 24 日（火）

　問題公開．解答開始．レポート作成．

5月 25 日（水）

　レポート投稿（10 ページ以内）．プレゼン準備．

5月 26 日（木）

　（プレゼン 15 分＋質疑応答 5分）× 3回．

5月 27 日（金）

　観光．閉会式（表彰式）．

 
学生と引率教員の宿泊施設は，隣接するシンガポール国

立大学の敷地内にある学生や来客用の施設であり，毎朝晩

に会場である附属高校との間を歩いて行き来した．宿泊施

設は男女が別々の階になっており，カード式のセキュリテ

ィーシステムが整っていた．一人一部屋でデスクと共に割

り当てられており整った環境の中で過ごすことができた．

チャレンジ中は引率教員や他のチームと相談できない

よう各チームに一部屋割り当てられた．学生との面会は，

朝の移動時間と宿泊施設に帰ってからの夜の時間のみに

限られた．もちろんチャレンジ問題に関してはアドバイス

できないため，引率教員はできる限り毎晩顔を見に行くか

メールで全員と連絡をとり，進捗状況や心理状態を把握す

ることに努めた．実は 2日目の晩に，投稿までに色々と失

敗がありチームの雰囲気が重くなっていたことを知った

が，なだめて励ます以外はなすすべがなかった．

本校チームのプレゼンでは，ジャッジとの質疑応答に苦

戦した（図９）．たとえ日本語での質疑応答であったとし

図６ シンガポールからの短期留学生を囲んでの交流会 図８　第 26 回日本数学コンクール団体戦で大賞受賞

図７ 報告会の様子と最後の集合写真
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ても，レポートにおいて不十分な箇所を指摘されているた

め苦戦したと思われるが，英語であるがゆえなおさら苦し

んでいることが見て取れた．それでも何とかやり遂げたこ

とは指導教員としては評価している．

本校チームや指導教員にとってこのような国際的でハ

イレベルな大会を体験できたことは大変な財産になった

（図 10）．

引率教員には講演会や教員同士の自由交流の時間が設

けられていた．日本からは本校以外に 4校（うち 2校は奨

励賞受賞）が出場していたが，初出場は本校だけであった．

大会中に生徒に毎日日誌をつけさせるなど，より厳格に指

導を行っている学校もあり大いに参考になった．他校で

は，チャレンジへの準備において，過去問を実際の制限時

間で解くなどの対策をしていたようだが，準備万端といっ

た声は聞かれなかった．また，教員側が手取り足取り指導

しなくても，力がある生徒を中心に自力で数学書を読み自

主的に準備を行えたチームもあると伺った．

５.２　SIMC 出場への準備

出場メンバー 4人のうち英会話を得意とする者がいなか

ったこともあり，まず英会話や国際交流に慣れる必要があ

った．そこでシンガポールからの留学生との交流会（4.2
節参照）を開いたり校内の国際交流行事に参加させたりし

た．参加学生の中には初渡航の者もおり，シンガポールと

いう外国に興味を持つためにも良い効果があった．

一方で，過去問を用いた英語でのレポート・プレゼンの

練習は必須であった．勘が働いて答えに近いものを書くだ

けでは不十分で，なぜそうなるのか説明することが大事な

のだということを指導し続けなければならなかった．（受

賞校や優勝校のプレゼンを見た後は，答え，考え方の大筋，

計算が正しいこと，そしていかにポイントを押さえてわか

り易くプレゼンするかが大事なのだとわかった．） 過去問

がある程度解けてスライドも大方作れた時点で英語の先

生に見ていただいたところ，もっと数学的な説明の部分で

詰められるところがあるのではないか，との指摘を受け

た．つまり，英語以前の問題ということであった．早い段

階から英語の先生に頼るのではなく，先に数学教員として

できることをやりきるべきであると大いに反省させられ

た．

これらの準備を経て，大会直前の 5月の連休中には，学

内の「夢づくり工房」にこもって，ひたすら過去問に取り

組んだ．このとき学生と指導教員の疲労はピークに達して

いた．

５.３　チャレンジの結果と学生の感想

準備の段階では 1年分の過去問に対しレポートとプレゼ

ン資料を完成させるのに何日もかかってしまったが，本番

では本校チームとしてはこれまでで最も早く準備できた．

それでも解答レポート・プレゼンの完成度は及ばず，残念

ながら入賞（優勝 1校，優秀賞 12 校，奨励賞 16 校，特別

賞 5校）には至らなかった．主な敗因は，各設問の中盤以

降で間違ったことや，各大問の最終問題における「問題文

にある数理モデルにおける改善点や問題点を踏まえて新

しいモデルを作り考察する」ことへの取り組みが足りなか

ったことであった．この最終問題における弱みは，日頃か

らこの種の取り組みに慣れていないことも大きな要因と

いえよう．また，準備の段階で過去問を解くのに時間がか

かってしまい，過去問を実際の制限時間で解くに至らず準

備不足であったことも反省点である．

以下は学生の感想である．山下 :「めったにできない経

験ができてよかった．財産と思う．卒業研究の前の段階の

今に経験できてよかった．」三宅 :「優勝チームのプレゼン

を見て自分たちとの差を痛感した．英語や専門科目のレポ

ートにしっかり取り組むなど普段からできる努力をしよ

うと思った．卒業研究のためにも良い経験となった．」神

崎 :「英語のレポートがうまく書けず他校の学生との交流

における英会話もできなかったので今後できるようにな

りたい．」鄭 : 「もっと数学力をつけてその他のコンテスト

にも参加し結果を残せるようになりたい．」

どの学生も，悔しい思いを持ちつつも意欲ある「前向き」

な感想を持っており，指導教員としては彼らの成長を確信

した（図 11）．

５.４　SIMC 出場の成果

今大会に出場して，レポートを書きプレゼンするという

一連の流れを経験したことは，第 5 学年で行う卒業研究・

発表の質の向上に繋がるであろうと大いに期待している．

特に，プレゼンのためのスライドを作る技術は確実に向上

した．また，プレゼンを担当した学生は，自分の言葉で，

それも英語で説明できたことに大きな達成感を感じてい

た．このように学生の力を最大限に引き出すためには，新

図９　プレゼン・質疑応答の様子

図 10 現地での様子（数学以外に得るものが大いにあった）

図 11　SIMC2016 出場メンバー（内側の 4名）
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たなチャレンジ・未知の経験をさせ学生を追い込み，苦し

い思いをしながらも壁を乗り越えようとしている学生を

励まし続けることが大切であると感じた．

実際，現地では，うまくいかない，今の自分の力ではど

うにもできない，という苦しい・悔しい・もどかしい思い

を抱えつつ，やるしかない状況下で 1番の集中力・底力が

発揮された．また彼らはチームワークの重要性に気づき，

うまくいかず悔しいという心の動きによって人間として

の成長をし，チーム戦で責任を持って自分の役割を全うす

ることを学んだ．

これらの経験は 1 度きりで終わってしまうのではなく，

継続されることが学生の成長にとって大切である．また，

周りの学生にも良い影響を及ぼしていくことが望ましい．

これらを踏まえた今後の取り組みは次章で述べる．

６.今後の展開と課題

学生を育てるには時間がかかる．新しい試みとして始め

た本プロジェクトの取り組みをしばらく継続させること

が重要である．その一つの方策として 2016 年 7 月，プロ

ジェクトメンバーを中心に学生 16 名が数学同好会を設立

した．これが今後の展開における鍵である．数学同好会を

設立した教員側の理由は，三木プロジェクトにおけるサイ

エンス研究会と同様［3］に，学内的な手続きや対外的な活

動を行う場面での活動主体を明確にすることにある．

なお数学同好会は，メンバーのほぼ全員が他のクラブと

兼部しているように，多様な学生を受け入れるために緩や

かな括りとなっている．

６.１　学生が自主的に勉強し育つ「場」をつくる

まず意欲ある学生，とくに低学年のいろいろなことにチ

ャレンジしたい学生を見出して，彼らを受け止め，さらに

意欲を引き出すような「場」（＝勉強会）を提供し続ける

ことが重要である．

HR でもクラブでもない学生の「第 3 の居場所」が校内

にあることは，学生にとっても良いことのはずである．こ

のような場を作っていくために，例えば数学オリンピック

出場など誰にでもわかりやすく目立つ目標を掲げること

も一つの有効な方法であると思われる．

また，現在のところ数学科教員が個別に対応している大

学編入試験や教科書の演習問題などについての典型的な

質問には，合同オフィスアワーを発展させたそのような

形，すなわち学生が自ら勉強する仕組み・勉強できる居場

所において，できれば学生たち自身で解決してしまうこと

が理想的であろう．そのような試みはすでに本校でも実施

されたことがあった［1］．

そこで 2016 年度前期には，低学年（本科 1・2年）の各

クラスへ「数学α」，「微分積分Ⅰ」の授業担当者が予習・

復習に取り組むことを呼びかけ，勉強会を授業期間中週１

回定期的に開催した．これは意欲的に勉強したい学生だけ

でなく，数学を苦手とする学生たちへの学力補充も目的と

した試行的な取り組みである．

この勉強会にはプロジェクトメンバーたちも参加して

いる．数学好きな彼らを「核」として，その場をリードさせ，

その場に参加した他の学生の学習意欲を引き出し，チャレ

ンジ精神を刺激していけると良い．そのような自学自習で

きる居場所を恒常的に作っていく仕組みを確立すること

が今後の課題である．これが最も重要で，かつてのサイエ

ンス研究会のように途切れさせないために，教員からの働

きかけが必要である．具体的には，現在のメンバー（「数

学 LOVE!」第 1 世代）を励ましつつ良い経験を積ませる．

そして「自分たちが経験・体験したことを次の世代に引き

継ぎ，共有すべきである」ことを自覚させ，そのような使

命感を持たせる．このように学生を励まし，働きかけるこ

とこそが学生を育てることであり，筆者らの教員としての

使命でもある．

６.２　新しい経験の機会を与える

次に，その学生たちの視野を広げるために外へ連れ出す

機会を与える．これは数学のコンテストや地域の科学イベ

ントが最も適当であろう．また SIMC のような大きな機会

が巡ってくるかもしれない．このようないろいろなことに

チャレンジさせ活動の幅を広げることで，学生たち自身の

人間としての幅も広がるであろう．また，地域の科学イベ

ントで小学生と接することは，今まで気づかなかった新し

い面白さ・難しさを発見し，協調性を身に着けることにも

繋がるだろう．

ここで注意すべきは，数学のコンテストにも地域の科学

イベントにもバランス良く取り組んでいくということで

ある．コンテスト入賞は目的ではないが，結果が出ないこ

とが続くと意欲が減退する［6］．科学イベントだけではう

まく学生を集めることができない．つまりどちらか一方だ

けではいずれ行き詰まる．双方にバランス良く取り組んで

いくことは数学を足掛かりとしてより多くの学生の興味

を惹くことにもなる．

学生を外に連れ出す機会は集団への帰属意識を育む絶

好の機会であり，これこそが学生の満足感・達成感の向上

に直結するに違いない．筆者らが最も重視しているのはこ

の点である．数学を足掛かりとして学生に良い思いをさせ

てやることで，数学以外の学習にも力が入り高専生活が充

実することになるだろう．

できれば，そのようなイベントをきっかけに学生たちで

切磋琢磨して視野が広がっていくと良い．またこのような

機会を通して数学に対して「楽しい」「面白い」「大好き

(LOVE!)」という気持ちが育ってくれるとなお良い．この

場面で活躍を期待するのは，やはり本プロジェクトメンバ

ーの「先輩たち」である．

６.３　「数学 LOVE!」な学生を増やす

「数学 LOVE!」な学生とは，数学に関わる問題やイベン

トに幅広く取り組める学生のことである．数学好きのこれ

らの学生たちを核にして「数学 LOVE!」な学生を増やし，

その結果として他の学生の学力も向上させ「高専に入学し

て良かった」という学生を増やしたい．これが将来的に社

会の幅広い場面で活躍できる人材・技術者を育てることに

繋がるはずである．
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７.おわりに

数学に積極的な高専生たちに対して教員がどのように

関わっていくべきか，未だ手探りの状態である．三木プロ

ジェクトは 5年間続いたが，このような学生の自主性を引

き出すための地道な取り組みはそれを次の世代に引き継

ぎ途切れさせないことが最も難しい．今後も継続させる仕

組みとして筆者らは前章で述べたようなプロセスを思い

描いている．

「数学 LOVE!」というのは，偶然とはいえ実は工夫され

ていてとても魅力的かつ親しみやすい名前である．「数学

LOVE!」という大きな緩やかな括りの中に，数学同好会と

いうコアなメンバーや新たに勉強会に加わったメンバー，

ゾムツールの出展を手伝う学生，ポスターなどの飾りつけ

を作る学生たちもいる．本プロジェクトを指導した筆者ら

は，一般教科・数学科の教員としてとくに低学年教育に重

点を置き，数学を足掛かりとして，人間的な成長の機会を

作って，彼らの満足感・達成感を増大させたい，できれば

彼らを主人公として地域や本校の広報にも貢献したいと

考えている．そして何よりも「奈良高専に来て良かった」

と思える学生を増やしたいというのが筆者らの願いであ

る．

本プロジェクトの試みが成功したかどうか検証するに

はまだ時間がかかる．本稿の報告が次の世代へ引き継ぐた

めの反省材料となれば幸いである．

最後に，本プロジェクトの実施にあたって多くの本校教

職員の方々が実質的な支援を与えてくださっただけでな

く，筆者らの新たな試みを柔軟に・寛容に温かく見守って

くださった．このことによってどれほど筆者らが励まされ

たかそのすべてを記すことはできないが，この場を借りて

感謝の意を表したい．本プロジェクトにおいて活躍した学

生たちが，今後どのように周囲へ影響を与えつつ彼ら自身

も育っていくのか，これからが楽しみである．
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